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プロローグ









「急に大声をだして、話とは、なんだ？」

「それが……」

　薄暗い部屋の中でユージーン様を前にした私は握ったこぶしを震わせながら対峙している。誰も来ないと知っている部屋の中で恥ずかしさに足も震えてくる。

　しかし、これ以上黙っておくことはできなかった。

　私は羞恥をこらえてスカートを持ち上げる。

「なっ、なにをするんだ！　破廉恥なっ。スカートを下げなさい！」

「ユージーン様、違うんです、見て。まずは見てください」

「え？」

「カギを……カギをお借りしたいのです。ユージーン様がお持ちだと知って、恥を忍んでお願いしているのです」

　スカートをまくり上げて局部を見せつける。

　初めは慌てていたユージーン様もそれを確認すると、私が何を見せたかったのか分かったようだった。

「ま、まさか、それは」

「どうしてこうなったのかはわかりません。ですが、ユージーン様がメロウ様につけた貞操帯ではないでしょうか」

　私の言葉でユージーン様が近づいてきて私の下半身を凝視している。彼は貞操帯が自分の知っているものか確かめようとお尻の方も確認してきた。

　いや、ちょっとそんな、息がかかるくらいに近いっ。

　貞操帯は素肌につけられているだけで、いろいろと見えてしまっている卑猥さ。当然下の毛なんかもみられてしまっている。

　恥ずかしくて気を失いたい。

「間違いなく私が作らせたオーダーメイドの貞操帯だ……」

　貞操帯の確認をしたユージーン様は信じられないといったような声だ。

「お、お願いです。どうか、カギを」

「わ、わかった」

　お願いするとユージーン様が慌ててネックレスについたカギを手に取った。

　うう。こんなことになるなんて、どうして……。

　けれど、やっと私はこの苦行から解放される。

　ユージーン様が貞操帯のカギ穴にカギをさした時、間違いなくそう思ったのだ。









一章　推しのユージーン様は魔獣討伐に出る











　ことの発端はいつだったのか。

　遡ればユージーン様がメロウ様と結婚して、初めての遠征に出たときだったのではないかと思う。




「ああ。もう死んでもいい」

　艶やかな黒髪に、銀色にも見える薄グレーの瞳……きりっとした清潔感のある顔立ちが紺色の騎士団の衣装に映える。自分に厳しく廉潔なその姿はまるで魔法騎士の見本である。

　今日も推しのユージーン様は素敵だ。

　馬に乗り、颯爽と先頭を行く団長のユージーン様と魔法騎士団の一行。

　見送りにひとめその姿を焼き付けたいと多くの人々が沿道に集まっている。

　キャーキャーと興奮しながらハンカチを振る者もいれば、『頑張ってきてください』と書いたプラカードを掲げている者もいる。

　魔法騎士というのはこの世界のいたるところで悪さをする魔獣をやっつける騎士である。

　各地で魔法騎士団が結成されており、我がアンダルト魔法騎士団は王家からも一目置かれる卓越した集団である。

　魔獣というのは特殊で凶暴な生き物で、例外なく人に有害な毒を持っている。小さなものでも知識がないと致命傷を負うこともあるのだ。

　そのため魔法騎士は魔獣の毒を魔法によって消しながら討伐する。それには難しい古代語の呪文を唱える必要があるので、剣技だけでなく、知力も必要になるのだ。

　戦闘能力にも長ける憧れのエリート集団。間違いなく特別な人間なのだ。

　加えてなぜか現在アンダルト魔法騎士団は顔面偏差値が非常に高く、王室のお抱え役者さながらの人気を誇っていた。

「ねえ、もういいかな。腕が疲れちゃったよ、ダリア」

「セラ、あなたそれでも、ファンなの!?　もっとユージーン様たちに見えるように掲げないと！　アンダルト魔法騎士団はこれから体を張って魔獣退治をしてくださるのよ！」

「うう……」

　腕を伸ばして横断幕を広げる私とセラ。セラのお目当ては金髪のクリストファーである。彼もまた端正な顔である。

　ユージーン様に勝る人はこの世にいないけれど……。

　騎士服がこんなに似合う人間が世の中にいるのだろうか。光る汗の粒もそれがユージーン様から出たものならば宝石である。そこに存在するだけで雄々しい姿にほれぼれ。

「かっこいい！　ハア……ユージーンさまぁっ！」

「クリストファーさまぁ！　こっちむいて！」

　私が堪らず声を上げると隣に並んだセラも負けじと声を出している。

「あ、クリストファー様がこっち見たよ」

「ああ！　ああああっ！　め、目が合った！　絶対、私に微笑んだ！　横断幕万歳！」

　大興奮で目の前を通る一団を見送る私とセラ。

「ハア……この素晴らしい瞬間を絵に残したかった。今日もユージーン様は尊かった」

「あんたの絵なんて何描いても棒人間でしょ。……こんなことしてて、またブルレイ様が拗ねるんじゃない？」

「遠征前に足の骨を折って、討伐に行かない男に何の価値もないわ」

　憧れのユージーン様に私が入れあげて、ファンクラブにまで入っていることに婚約者であるブルレイはいい顔をしない。

　でも、私がユージーン様のファンなのは誰が見ても明らかなことだったし、ブルレイもそれをわかっていて求婚してきた。それなのに今更不満を言われたくない。

　十年続けてきたユージーン様の追っかけをやめる気なんて私にはさらさらないのだ。

　ブルレイは私より二つ上の二十二歳。魔法騎士団でもこれからが楽しみだと言われる実力がある存在だ。私が彼と結婚を決めたのも、彼がユージーン様を慕っていたからで……同志であると思っていた。

　しかし、婚約するとブルレイは私の推し活に眉を顰めるようになり、さらに私にキスや性的スキンシップを求めるようになった。

　結婚するんだから、いずれはそういうこともするのだろうけれど、私としては結婚するまで待てばいいのに、とそれを躱していた。

「私はまだ独身だからキャーキャー言って追っかけしてるけど、結婚してもダリアは推し活続けるつもり？」

「当たり前でしょ。推しの幸せを願わないファンは真のファンにあらず。その志に既婚も未婚も関係ない！」

「……あんたなら推しと結婚するって幸せを掴めたかもしれないのに、なんでブルレイ様を選んじゃったかな」

「なに言ってんのよ、セラ。現実味のないことは願っても無駄よ。ほら、メロウ様がユージーン様にお守りを渡しているわ。ああ、なんてお似合いの美男美女カップル……」

「もういい。あんたと話していると虚しいわ」

　私がブルレイと婚約してから数週間後にユージーン様も美女メロウ様とお見合い。そしてすぐにスピード婚した。

　今年二十六歳になるユージーン様には少し遅い結婚である。今まで何度か結婚の話は出ていたのだが、身内の不幸が続いたこともあって延びていたのだ。

　そこへ国王から会うだけでもとお願いされてメロウ様とお見合い。一目ぼれだというメロウ様の猛アタックの末に、ユージーン様は結婚を決められたのだった。

　どこからどう見ても美男美女。お似合いのお二人である。

　横断幕を片付けて、次は袋から出した旗を振りながら見送っていると討伐に向かう一団は小さくなっていった。

　悲しそうに見送っていたメロウ様はブルレイに支えられて城に戻っていた。

「おーおー、ブルレイ様はメロウ様の専属の騎士にでもなったつもりかしら……しかし全く情けないわね。討伐に行く前に足を骨折するなんて」

「領地で待機するしかないから大切なユージーン様の新妻を守るしかないのよ。おかげでうるさくなくていいけどね」

「さすがにドライ過ぎない？　仮にも婚約者でしょ？」

「ケガしてからは大人しくなったけど、婚前交渉したいってうるさいのよ。ほんと、もう少ししたら結婚するのに待つってことを知らないのかな」

「結婚するんだから、ちょっとくらい味見させてやってもいいんじゃないの？　若い男の性欲はすごいっていうし、ブルレイ様はモテるんだから気をつけなよ。隙を見せたら他の女にとられちゃうよ」

「顔はいいからね～」

　自分の婚約者のことを思い浮かべる。見てくれはいいんだけど、ちょっとお調子者なところがね……。私の何を気に入ったのか、朝も昼も夜も部屋のドアの前に花とラブレター攻撃。試しにお付き合いを承諾したら、即ブルレイの親に紹介されて婚約……あっという間だった。

　まあ、私もユージーン様のお母様でもあるカディア様の世話を続けるにはブルレイと結婚するのが一番いいと思ったから承諾したのだけど。

　彼と結婚すれば私はこの城で侍女の仕事を続けられる。未婚だとなにかと問題もあるからね。

「あ、ダリア、そろそろ大奥様のお薬の時間じゃない？」

「しまった、いそがなきゃ」

　二年前に大旦那様……デニス様が大病を患い、治療もむなしく昨年亡くなられた。

　献身的に尽くされたカディア様はデニス様が亡くなってからは気持ちも塞ぎ気味で体が弱ってしまった。細かいことにも気を配らないとすぐに体調を崩してしまうのだ。

　十歳の時に両親を崩落事故で亡くした私はデニス様の計らいでこの城に引き取られた。

　私の両親はデニス様と幼馴染……といっても伯爵家嫡男と彼の家庭教師の娘だったのが私の母、という関係で。子供のころは友達と呼べる遊び相手でも、大きくなっては雇用主とその子供という格差があったはずだ。

　それなのに引き取ってもらえる親戚もなく、一人ぼっちになった私を不憫に思って城に連れてきてくださったデニス様。本当に感謝してもしきれない。

　そして知り合いの子を快く城に迎え、私に親身になって様々なことを教えてくださったデニス様の妻カディア様にも一生頭が上がらない。侍女として働かせてもらって、なんとか恩返しをしたいと奮闘する日々である。

「奥様、お薬の時間ですよ」

　カートを押しながら部屋に入ると、カディア様は慌てて見ていた書類を落としてしまう。ヒラヒラとベッドの下に落ちてしまった紙を拾い上げると、そこには信じられないような数字が並んでいた。

「ええと……」

　私からそれを受け取ったカディア様は力なく笑った。

「いくらこの城の女主人になったからといっても、これはちょっと先が思いやられるわね。ユージーンにも言って聞かせないと……」

　カディア様が見ていたのは請求書だった。

　先月メロウ様が王都から取り寄せた王族御用達のニールランド地方の繊細なレース……確かにすばらしいものだったけれど、あんなに高価なものだったなんて驚きである。

「き、きっとメロウ様も今はこちらにいらしたばかりで必要なものを揃えておられるだけですよ。ユージーン様が外で笑われないためにもドレスもきちんとしたものを揃えられたのだと思います。初めだけですよ」

「……そうね。でもここだけの話なのだけど、輿入れの支度金も結構な額を用意したの。それなのに嫁いできてからも散財が止まらないわ」

　カディア様の言葉に私はなにも返せなかった。

　メロウ様のご実家は王族と遠縁であるシュルツ伯爵家。けれどその内情はかなり貧窮していたようで、屋敷は大きいものの管理しきれていないと聞いている。

　それもあってメロウ様が嫁入りする際はアンダルト伯爵家より相当な金が渡った。

　これには支度金以外に目的もあった。

　アンダルト家は魔獣討伐に長け辺境伯の位を賜っているが、王都より少し離れたこの場所はいつも危険にさらされている地域である。いくら魔法騎士団が配置されていて心配はないといってもそんな地域と繋がることに難色を示す貴族も多く、王都に通じる大きな道を繋げることを反対されていた。

　しかしシュルツ伯爵家には有力貴族とコネクションがあり、この結婚で中央政府からお許しが出て、王都まで馬車の通れるような広い道が繋げられることになった。

　ユージーン様は領地のことをちゃんと考えてメロウ様との結婚を決めてくださったのだ。

「メロウ様も慣れない土地に嫁いできたのですから、今はお買い物で気を紛らわせているのでしょう」

「だいたい侍女が一人もついてきてくれなかった子よ？　何かあるに違いないって言ったのに、ユージーンは……ハア。ごめんなさいね、ダリア。メロウはあなたを侍女に欲しいって言ってきたけれど、絶対にそれだけは許しませんからね」

「いえ、新しい侍女が決まるまでは奥様の侍女も兼任させていただきます。大奥様のところへくる回数は減ってしまいますが……さあ、このお話はこのくらいで」

　私が薬を渡すと浮かない顔のカディア様がそれを口に入れたので、すかさず水の入ったコップを手渡した。

　その時、チリンチリンと高く鈴の音が鳴り響いた。

「大奥様、私は奥様のところへ行ってまいります」

　頭を下げるとカディア様は唇を結んで不満そうにしていたけれど、私を行かせてくれた。

「……私はユージーンにはダリアと結婚してほしかったのに」

　部屋を出る時に聞こえた大奥様のつぶやきはなかったことにする。

　そう思ってもらえるのは嬉しいけれど、それは決して夢見てはいけないことだった。




「お呼びでしょうか、奥様」

　部屋に入るとメロウ様はブルレイと一緒にいた。結婚早々に夫が討伐に出て行ってしまったのは気の毒だが、それとこれは別の話だ。メロウ様が心細かったとしても主人のいない間に部屋で二人きりになるなんて、と眉を顰める。

「いくら旦那様の留守を任されたと言って、奥様の部屋に入るなんて無礼ですよ」

　私がブルレイを嗜めるとまあまあ、とメロウ様が彼を庇った。

「貧血を起こした私をここまで支えてくれたのよ。彼を怒らないでやって頂戴。ダリア、冷たいものが飲みたいの。用意してくれる？　そうね、彼の分もお願い」

　私がブルレイに視線をやると彼は肩をすくめた。

　だいたい足を骨折した男が貧血でふらふらした奥様を支える方が危ない。この男はどこまで考えなしなのだ、と思うと腹が立った。

　メロウ様が来てからブルレイは彼女にべったりだ。ユージーン様に代わって華奢で儚いメロウ様を守りたいという気持ちはわからないでもないけれど……。

　私はため息をついてメロウ様のご要望通りに冷たい飲み物を用意しに厨房に向かった。

「シシィ、冷たいレモネードを二つ用意してくれないかな。奥様が気に入るように洒落た感じでお願い」

　料理長のシシィはクマのような風貌だが、手先は器用で繊細だ。彼の作る料理はとてもおいしいのだが、都会のセンスは身に着けていない。

「ダリア、洒落たっていっても俺にはどうすればいいかわからんよ」

「……そうね」

　メロウ様は小食で、小鳥がつついたくらいしか食事を摂らない。その上、見た目が美しくないと口にも運ばないので料理長はとても苦労していた。

　私はかごに入ったミントをとって、シシィの作ったレモネードを飾り付けた。

　薄切りしたレモンをコップの内側に張り付けて氷を入れるとレモネードを注いで上にミントを飾り付けた。

「これでいいんじゃないかな」

「おお、ダリアはセンスがいいな。やっぱりこういうのは若い子のほうがいい」

　褒めてくれるシシィに気をよくして私は出来たグラスを二つカートに乗せた。

「……二つって、奥様と誰の分だい？」

「奥様がブルレイにもいれてあげてって」

「あのな、ダリア……その、奥様なんだが」

「なに？」

「ちょっと異性と距離が近すぎると思うんだ。だから、気を付けた方がいい」

「アハハ、ブルレイはユージーン様を裏切ったりしないし、足を骨折した男が何もできないわよ」

「そうなんだが……」

「大丈夫よ、シシィ。ブルレイは大切なユージーン様の奥様を守ろうと必死なだけなんだから」

　私の言葉にシシィが困ったような顔をした。しかし後から思えば私はこの時のシシィの忠告をもっと真剣に受け取るべきだったのである。




「ねえ、ダリア。この書類なんだけど、代わりにやってくれないかしら」

　レモネードをテラスで機嫌よくブルレイと飲んだメロウ様は私に書類を差し出した。

　困り顔のメロウ様はとても可愛く首を傾げている。初めの頃は私もこのしぐさにコロッとやられてすべての書類を代わりに処理してしまった。

　けれどそれはカディア様にすぐにバレて、結局メロウ様が怒られることになったのだ。

「わからないところがおありなのですね。なんでも聞いてください。代わりにすることはできませんがメロウ様がご理解なさるまでお付き合いします」

　私がそう答えると気のせいか、美しいメロウ様の顔が一瞬歪んだように見えた。

「お義母様に不出来な妻だと思われたくないのよ」

「それならなおさら、出来るまでお付き合いいたしましょう」

「あなたはお義母様に気に入られていて、城の書類を扱う許可までもらってるじゃない」

「それは、大奥様がおひとりで大変だったのでお手伝いしていたからです。これからはメロウ様が支えて……」

　私がメロウ様を机に誘導すると今度はあからさまに「ハア」とため息が聞こえてびっくりした。可憐な美女なのに。

「もう、いいわ。ちょっと頭痛がするからこのまま部屋で休みます」

「では薬をお持ちします」

「薬はブルレイに取ってきてもらうわ」

　シッシッ、と私を追い払うようにメロウ様が言う。なんでもかんでもブルレイに頼むのはどうかと思う。

「でも、彼は骨折しているので」

「……聞こえないの？　彼に頼むって言ってるの。用事が出来たら呼ぶから、出て行って」

　どうやら機嫌を損ねてしまったようで、私は図々しくまだテラスでレモネードを飲んでいたブルレイに視線を向けた。

「メロウ様のことは任せとけ。お前は大奥様のところに戻っていろよ」

　そうじゃないだろ、と視線を向けたが、奴には通じなかった。調子のいいことをいうブルレイに拳骨でもお見舞いしたかったが、私はしぶしぶ退散した。

　なによ、ブルレイのあの態度。

　そりゃ、大事な奥様守らないといけないけどさ。ユージーン様は体を張って魔法騎士団のみんなと魔物退治しているんだよ？　一緒に戦ってきたくせによくもまあ平気で城でのんびりと過ごせるものよね。

　けれど、ユージーン様の大切な奥様を守っているんだと主張されればなにも言えない。

　困ったものだとため息が漏れた。

　後でちゃんと立場というものを言って聞かせないといけないな、と思いながら私は職務に戻った。

　一通りカディア様のお世話が終わると私は一度城から出て、ブルレイの家に顔を出した。

　ブルレイの両親は代々城下で金物屋をしていて、ブルレイが魔法騎士になった時は一族みんなでお祝いしたそうだ。

　これでも婚約者だし、来年の春には結婚が決まっている。ブルレイの両親にも良くしてもらっていたので、城で余ったパンなどの頂き物を時々持って行っていた。

「あらあら、ダリアちゃん、いつもありがとうね。よかったらお茶でもしていかないかしら」

　ブルレイのお母さんに誘ってもらってキョロキョロとあたりを見回した。

「ブルレイはまだですか？」

　私が尋ねるとお母さんは困った顔をした。

「それが、まだなのよ。骨折しているから帰るのに時間がかかるのかもしれないわね」

「そうなんですね……」

　しまったな、と思いながら私は城に戻る。てっきりもう家に帰っているとばかり思っていたのでブルレイを城に置いてきてしまっていたようだ。

　骨折しているのだからもう少し気を回してあげればよかった。

　ちょっと薄情だったかな、と反省しながら城に戻ると、ブルレイのいそうなところを見回った。

「いない……」

　もう使用人は自室に帰っている時間なので、おかしい。

　メロウ様の部屋じゃないよね……。

　まさかと思うけれど、こんな夜にメロウ様の部屋になんかいたら、いくらなにもなかったとしても変な噂が立ってもおかしくない。

　しかし、中にいるかもわからないのにメロウ様の部屋のドアを叩くのも気が引けた。

　湯あみを済ませて、髪を整え、メロウ様が就寝するのを私は確認しているのだ。

　そろそろカディア様のお世話に戻らないといけないし……。

　よし、水差しを取り換えることを口実に中に入ろう。

　私は軽くノックをしてからメロウ様の部屋に入った。

「奥様、すみません、お水の交換をさせていただきます」

　就寝しているかもしれないので小さく声をかけて室内に入ると、なんだか違和感があった。

　ベッドの中にいたメロウ様は起きていたようでじっと私を見て緊張したようだった。シーツがこんもりと盛り上がっているので、どうやら膝を立てていたようだ。

「お体の調子はどうですか？」

　ジッとこちらを見てなにも言わないメロウ様に声をかけるとハッとした彼女は私に言葉を返した。

「だ、大丈夫よ……あなたはお義母様の所へ行ってあげて」

「……顔が赤いようですが」

「ハア……それはその……」

「息も切れているようですが」

「だ、大丈夫だってば！」

「……失礼しました」

　水差しの交換をしてメロウ様の部屋を出た。私はブルレイがいなかったことにホッとしていた。

「すれ違ったのかな」

　そう結論付けて私はその場を後にした。




　次の日、朝からメロウ様は機嫌が良かった。

「ねえ、ダリア、あなた昨晩はお義母様のところにいたの？」

「はい。昨日は大奥様も深くお眠りになっていたようです」

「ふうん」

　意味ありげに笑うメロウ様。今日は王都から呼び寄せたという宝石商が来る日だったので、お買い物ができると喜んでいるのだろう。カディア様は渋いお顔をしていたけれど。

「あのね、ダリア、今日来る宝石商なんだけど、お義母様が同席するのを止めてくれないかしら。同席はあなたにしてほしいの」

「え、どうしてですか？」

「来月にお義母様のお誕生日があるでしょう。プレゼントは内緒で選びたいのよ」

　カディア様はこれ以上メロウ様に散財させないと同席を条件にしていたが、理由が理由なので喜んで協力することにした。

　メロウ様自身の散財は改めて欲しいが、今回はカディア様のためだ。お二人にはユージーン様のためにも仲良くしてもらいたい。

「わかりました」

「助かるわぁ！　さすがダリアね」

　にっこりと笑うメロウ様はとても可憐だ。こんなにコロコロと可愛く笑われてしまったら、なんでもしたくなってしまう気持ちがわかる。

　私は金額の上限をあらかじめ宝石商に伝えるのを条件にカディア様の代わりにメロウ様を見張る役目を仰せつかった。どのみちメロウ様の呼んだ宝石商にカディア様は興味はなく、溜まっていた書類を片付けたいとおっしゃっていたのでその方が良かったようだ。

　メロウ様が待ちに待った宝石商が来たのは午後。フードをかぶったその風貌は宝石商というより魔法使いのようだった。……いや、魔法使いだった。

　魔法使いは普通の行商とは違って魔道具を売りに来る。

「メロウ様、今日はドレスに合う宝石を見るとおっしゃっていませんでしたか？」

「お義母様のプレゼントは魔道具にしようと思っていたの。ね？」

　美女にウインクされて私は黙った。

　なにもそんなことを秘密にしなくてもいいのに。宝石商だと思っていたからカディア様もメロウ様に渋い顔をしていたのだ。不思議に思いながらも、内緒にしたかったのだろうと私は黙って座っていた。

　魔法使いとは魔力を持って生まれた者がなれる職業で、まじないや占いをする者、薬を作る者などもいるが、大抵は魔道具を作る職人になることが多い。

　私も魔力は持っているが魔法を使うとなると大変難しい勉強が必要である。

　魔法とは古代文字を使い、それに魔力を流すことによって発動するものである。

　魔法騎士が魔獣の解毒に使う魔法もあれば、夜、家の中を照らす光を作りだしたり、コンロの火種を作ったり、水の流れを誘導したりと、生活に役立つ魔法もある。

　ただ、魔力だけ持っていても用途はないし、攻撃的な魔法はない。

　古代文字によって条件付けして魔力を流し込んで発動する仕組みが基本なので、金庫や家などのカギを作る専門の魔法使いもいるくらいだった。

「さあさあ、ダリアは私の隣ね」

　どこかウキウキしているメロウ様は監視役の私を隣に座らせた。

「これからお見せする魔道具はとても貴重なものなので、奥様にしか見せられないのですが……」

　意味深な物言いをして魔法使いは私とメロウ様を見ていた。

「他の使用人は外してもいいけれど、ダリアはダメよ。私のお目付け役だから」

　自分からそんなことを言ってメロウ様は私以外の使用人を部屋の外へ出した。

　なんとなく変な雰囲気になったところで、魔法使いが香を焚いた。その煙が私にまともに当たってしまったのでケホケホと私は我慢できずに咳をした。

「すみません、まともに煙が当たるので……」

　いくら何でもこれはない、と魔法使いに訴えかけると魔法使いはニタリと私に笑いかけた。

　フードの中の魔法使いの顔はしわくちゃのお婆ちゃんだった。

「この煙はお前さんに当てたのだよ。お嬢ちゃん」

　そして口からは聞きなれない言葉がつぶやかれた。

　古代語……呪文……？

　見ているうちにその顔がぐにゃりと歪み……。

　低く、ぞっとするような声だけが耳に残った。




　　　＊　＊　＊




　次に目を開けたとき視界に入ったのは天井だった。

「えっ」

　なにが起こったのか分からず、体を持ち上げようとするが力が入らなかった。私はベッドに寝かされていたようで、微かにあの魔法使いが焚いた香の匂いが体からした。

　──気を失っていた？

　私に煙を当てて、気を失わせたというのだろうか。

　こんなことになるなんて。

　メロウ様は無事だろうか。

「指も上手く動かない」

　その現実にゾッとする。メロウ様に何かあったらどうしよう……。

　不安になっていると部屋にセラが入ってきた。

「ダリア、目が覚めたのね！　よかった！」

　セラはそう言うと私を抱きしめた。

「セラ、その、奥様は？」

「……奥様は、いなくなってしまったの」

「えっ！」

「あの、ダリア……ショックかもしれないけれど、その、奥様……メロウ様はブルレイと一緒に逃げたみたい」

「えええっ！」

「ブルレイの置手紙が見つかってね……メロウ様と真実の愛に生きるって。ユージーン様とダリアには顔向けできない、このことは一生罪として背負っていくってさ」

「はああああ!?」

「みんな遠慮して言えなかったけど、ユージーン様が遠征に出てからブルレイは奥様の部屋に入り浸っていたでしょう……なんていうか、目撃者もいるし、関係を持っていたみたいなの」

「う、嘘よ、そんなっ、ユージーン様を裏切るなんて、それにブルレイは足が……」

「足の骨折は嘘だったのよ。包帯も脱ぎ捨てられていたし、街の方へ逃げる二人の姿も目撃されているみたい」

　セラの言うことに頭が真っ白になる。

　メロウ様と……ブルレイが計画的に二人で逃げたってこと？

　まさか……。

「どうやらメロウ様が呼んだ魔法使いが手引きしたみたいなのよ。それで、金品もごっそりなくなっているって」

「ああ、なんてこと！」

「今、二人を捜索してもらっているけれど、旦那様は討伐中だし、城には人手が少なくて」

「全部、計画的に……」

「状況から考えるとそれで間違いないと思うよ。あんたが倒れているのを見つけたのは大奥様なのよ。お医者様が帰るまではここでついていてくださっていたけど、いろいろ確認しないといけないから……大奥様も倒れそうになってる」

「大奥様……」

　すぐに駆け付けたい気持ちになるけれど、体が上手く動かなかった。

「ダリア、もう少し大人しくしておいた方がいいよ。しびれ薬を使われたみたいだから。はあ、まったく、なんてことになったんだろう」

　セラは説明をして部屋から出て行った。

　あまりのことに私の頭の中は真っ白だ。

　ブルレイが誰よりもいいところはユージーン様を尊敬していて、忠誠を誓っていたことだったのに。まさか、こんなことになるなんて。

　メロウ様だって……どう考えても、ブルレイよりもユージーン様の方が百億倍いいのに。

　ああ、私が隣にいながら防げなかった。なんたる失態……。

　カディア様にも、ユージーン様にも申し訳ない。

　そしてしばらくしてカディア様が私のところへ来てくれた。

「ダリア！　大丈夫？　体は動けるようになったかしら。いろいろ手配しなくてはいけなくて、あなたの側を離れてごめんなさいね」

「いえ、私が倒れているのを発見してから、お医者様が帰るまでずっとついてくださったと聞いています。ありがとうございます。……まだ少し指が震えますが、大丈夫です。あの、大奥様。私がついていながら、すみませんでした」

「謝ることではないわ！　きっとダリアは私の身代わりになってしまったのよ。こんなことをしでかして……とりあえずシュルツ伯爵家には連絡をしたからそちらに現れたら捕まえられると思う。討伐中のユージーンになんと言って説明すればいいか」

　ハア……とカディア様がため息をつく。

　あまりのことに私もかける言葉が思いつかなかった。

「とにかく、ダリアも被害者なのだから、ゆっくり体を治して。あなたにもこんなことをして……許さないんだから」

「大奥様……」

　私を責めないカディア様。そんな優しいカディア様のお手伝いをしたいのに、体がまだ痺れていた。

「お医者様の見立てでは半日ほどは痺れが続くそうよ。絶対に見つけてとっちめてやるわ！　まだまだ私も頑張らないといけないわね」

　見上げるとカディア様が私を安心させるように笑っていた。

　こんなことで元気になるなんて不本意だろうけれど、大旦那様が亡くなられてから見る久しぶりの悪戯っぽい笑みだった。

　私は申し訳ないと思いながらカディア様に甘えて眠ることにした。

　次に目覚めた時は夜中で、体の痺れはもう気にしなくていいくらいになくなっていた。ずっと横になっていたので、私はベッドを下りてトイレに行こうと体を持ち上げた。

「ん？」

　そこで私は自分の足の付け根に違和感をおぼえた。

「なんだか硬い？」

　ずっと体が痺れていたために気にならなかったが、体の感覚が戻ってきた今、股間に硬いものがあるのがわかる。

　私は不思議に思いながらシーツを捲り、そしてスカートを捲った。

　腰までスカートを引き上げた時、私は信じられないものを目にした。

「う、嘘でしょ……なに、これ」

　思わず声を上げてしまう。だって、ありえない。

　ショーツを穿いていたはずの私の下半身にベルトが巻かれていた。ちょうど性器に当たる部分は金属もついていて、それは大切な部分を守る鎧のようだった。

「カギ穴がある……」

　知識としては知っていたが、今じゃ笑い話。

　一昔前、人々が戦争に明け暮れていた時代に使用した貞操帯だ。

　自分の妻を残して戦地に出向く男は妻の貞操を守るために女性の大切な部分にカギをかけた。

　……そんな話をどこかで聞いたことがある。

　嫉妬深い夫によって貞操を守っているようにとつけられる場合もあるとかなんとか……。

　いや、カギをかけたショーツを穿かせるなんて拷問だ。

　え。どうして？

　どう考えても、なぜこんなものがついているのかがわからなかった。

　私、嫉妬深い夫なんていない。

　婚約者だったブルレイは、奥様と逃げたのに……。

　気を失っている間に誰かにつけられたとしても、悪質すぎる。

　どうやっても取れないそれはカギが必要なようで……。

　最悪な状態に私の頭に絶望の二文字が浮かんだ。











二章　取れない貞操帯とカギの持ち主











「うう……」

　とりあえず、貞操帯を付けたまま、用が足せることはわかった。これだと体を洗うことも可能だろう。

　しかし、それでは根本的解決にはならない。

　貞操帯をずっとつけて生活するなんてありえない。

　いったい誰が？　薬で眠らされている間につけられたとしか考えられない。

　そう考えれば犯人はあの魔法使いだ。

　しかし初対面の魔法使いが私に恨みを持っているわけもないので、やはり魔法使いを城に呼び寄せたメロウ様があやしい。でも、メロウ様が私にこんなことをする理由もわからないし、どちらかといえばブルレイの方が私に体を許してもらえなかった恨みがあったように思える。

　ユージーン様のファンをキャーキャーしていることが気に入らないことは知っていた。それが不満でこんなことをしたのだろうか。

　いや、仕返しにしてはひどすぎるだろう。

　自分はメロウ様といちゃいちゃしていただろうに、そこまで根に持つとは思えない。

　そうよ……あのバカ。自分の主君の妻と逃げるなんて、なにを考えているのよ。

　善良な彼の両親だって、何らかの罪に問われてしまうかもしれないのに。

　でも……これ、どうしよう。

　ベルトの部分ならハサミで切れるだろうか。しかしハサミが入る隙間が見当たらない。腹筋をへこませてハサミの刃をいれる？

　いやいや、めちゃくちゃフィットしている。もしかしたらサイズ調節される魔法が組み込まれているのかも。きっとただの貞操帯じゃない。これは魔道具だ。

　ああ……こんなこと誰に相談すればいいの？

　セラ？　いや、でも……誰かに見せるなんてできない。

　貞操帯は素肌についている。相談すればきっと見せないといけないだろうし、こんなあられもない姿を見せるなんて友達でもありえない。

　相談するのは最終手段として……。

　まずは外す方法を探そう。カギさえあれば外せるのだから。

　私は手始めにメロウ様の部屋とブルレイの部屋を探せないかと頭をひねった。

　もう体も平気だと部屋を出た私はカディア様に手伝いを申し出た。

　カディア様は元気になった私を見て喜んでくれて、二人の行先の手がかりがないか、彼らの部屋を探ってみることになった。

　ブルレイの部屋はもともと物が少なく、探索はすぐに終わった。メロウ様の部屋も引き出しやベッドの下など、なにか手がかりがないか探したが、大したものは見つからなかった。それどころか金目のものはすべて持って行ってしまったのか、豪華な衣装はなくなっているし宝石箱は空っぽ。部屋に飾られていた絵画すら持ち去られていた。

「ブルレイはユージーンの部下だったもの、各地に知り合いがいるし、地理に詳しいわ。どこに行ったか見当がつかない」

「メロウ様のご実家には……」

「そちらはもう連絡したわ。酷く狼狽えていたから、今回の件には関与していないみたいね。そりゃそうよ。莫大な資金援助をしてもらったのに、贅沢した上に娘が男を作って消えたのだもの」

「あの、ブルレイとメロウ様がそういう関係だったのは事実なんですか？　なにか、事情があったとか……」

「それね。私だって信じたくはなかったけれど、使用人が何人も彼らがキスをしているところを目撃しているの。中には、それ以上の行き過ぎた行為を見ている者もいたわ。あの二人が深い仲だったのは間違いないわね」

「そんな……メロウ様はユージーン様と結婚したばかりで、ここにきて二か月も経っていないのに」

「信じていた部下と新妻に裏切られたユージーンが気の毒で仕方ないわ」

　他にも城の中をカディア様とくまなく見てみたのだが、金目のものが盗まれているのが分かっただけで、彼らの行方を知れるようなものは見つからなかった。

　そして私が探す貞操帯のカギもなかった……。




「ダリア、今日は公衆浴場のお湯の張り替え日だよ！　一緒に行くよね？」

「いや……私はちょっと月の物が……」

　大きな湯船は気持ちがいいもので、特にまっさらなお湯に張り替えられる日は城のみんなも街に降りて入りに行く。

　いつもなら……。

「ええ？　先週終わったって言ってなかったっけ？」

「その、ちょっと不規則になってるのかなぁ……なんて」

「それって、例の痺れ薬のせいじゃない？　ねえ、ダリア。近頃変だよ？　体調不良を隠したりしちゃダメ。そりゃ、大奥様に心配かけたくないかもしれないけれど、お医者様にちゃんと見てもらおう？」

「そ、そ、そんなことはないの！　ほら、体はすこぶる元気だもん！　ちょっと体がびっくりしちゃっただけだよ。それに本当に調子が悪かったらセラにちゃんと相談するから」

「ダリアは背負い込むところがあるからなぁ……」

「大丈夫だって！　ほら、セラは行ってきてよ。ミルクキャンディをお土産で買ってきてほしいな」

「……ほんとに平気？」

「うんうん」

「仕方ないから、キャンディは買ってきてあげる」

「セラ、大好き！」

「……調子がいいんだから」

　頬を膨らませながらセラは他の侍女仲間の元へ戻って城下に向かった。

　……これさえなければ。

　これは本格的に貞操帯をどうにかしなければならない。

　試しに石鹸で擦ってみたり、刃物で傷つけてみたりした。けれど、ベルトも金具部分もびくともしないどころか、魔法がかかっているようですぐに修復されてしまった。

　魔道具であるのは間違いがなく、そうなれば魔法使いを頼らなければ外すことは不可能だろう。

　いよいよ困ったことになった。

　打ち明けるならセラしかいないけれど、彼女に打ち明けても魔法使いを探すことになる。

　こんな高度な魔道具を扱う魔法使いのつてを頼るなら、カディア様に行きつくだろう。

　そう考えるとどうしても言い出せない。

　しかしとうとう……。

　私が貞操帯をひた隠し、メロウ様とブルレイの捜索が難航している最中。

　知らず悲劇のヒーローになってしまったユージーン様が、魔物討伐から少し早い予定で戻ってきたのだった。




　　　＊　＊　＊




　城の門が開くラッパの音が聞こえる。

　いつもは真っ先にユージーン様のお戻りに最前列で駆けつける私だが、なにせ走れない。

　いまだみんなは私に痺れが残っているのだと信じているが、走るとガニ股になるので恥ずかしいのだ。

　魔物討伐から無事に戻られた喜び……。

　愛馬の綱を引き、厩舎に向かう雄々しき姿。ああ、馬になって引かれたい。

　後方からその尊いお姿を拝見して、心の潤いを取り戻す。ユージーン様に勇気をもらって、セラに相談する覚悟を決めよう。もう貞操帯がついてしまったという秘密を一人で抱えるには限界が来ていた。




「なんだって!?」

　応接室に集められ、ユージーン様は討伐の疲れを癒す間もなくその報告を受けることになった。

　二人が駈け落ちして城から出て行ったことを知ると、ユージーン様は声を荒げた。

　見たこともない鬼の形相である。

　そりゃそうだよ、魔物を討伐して城に戻ってみれば、信頼していた男と新妻に裏切られて、金目のものまでごっそり奪われているのだから。

　しかし、意外にもユージーン様の怒りは続かなかった。初めこそ驚いていたものの、使用人から被害総額などの報告を静かに受けて冷静に対処していた。

　さすが、ユージーン様……。

　いつ何時も取り乱さず、かっこいい。

「とんだ嫁をもらってしまったわ」

「見抜けなかった私が悪い。正直、ブルレイが私を裏切ったことの方がショックだ。けれど母上、メロウはきっと城に戻ってくる」

　落ち込んでいたカディア様にユージーン様はそう言った。

　なんだかわからないけれど大人の余裕にしびれる。弱みでもにぎっているのだろうか。

「城に戻ってくるですって？　どうしてそんなこと。だってあの二人は戻ってきても制裁が待っているだけよ。よほどバカでない限りそれはないわ」

「ちょっとした魔法具をメロウにつけている。だから、ブルレイはともかく、メロウは必ず戻ってくる」

　そんな意味深なことを言いながらユージーン様は首元のチェーンを触っていた。

　あれ……。

　アクセサリーなんて身に着けるような人じゃなかったのに。なにかメロウ様とおそろいのものでもつくったのだろうか。

　不思議に思いながら私はカディア様と会話するユージーン様を眺めていた。

　ふと、ユージーン様がこちらを見る。

　あ、と思った時はもう遅くて、久しぶりにそのセクシーな瞳と視線がぶつかった。

「お前も災難だったな。まさか、婚約者が私の妻と駈け落ちだなんて」

「わ、私の監督不行き届きです。申し訳ありません」

「……こんなことになってもブルレイを庇うのか？」

「そ、そういうわけでは。でも、私がしっかりしていれば……」

　落ち着いていたユージーン様の怒りが再燃焼しているのが声色でわかる。

　そうだ、ブルレイは肉欲に負けてしまったのかもしれない。あんなにしつこかったのだ、私がブルレイの願うように体を許していたら……少なくとも踏みとどまるくらいはしただろう。

　なんとも言えない気まずい雰囲気になった私たちを助けてくれたのはカディア様だった。

「ユージーン、ダリアを責めないでやって。あなたがいない間もダリアはメロウにこき使われていたんだから。あのまま城にいてもあの子はアンダルトの資産を食らいつくしていたわ」

「……とにかく、私はメロウとは離縁する。ダリアはどうする？」

「わ、私もブルレイとは婚約解消します。あの……ブルレイのご両親は今回のことをなにも知らなかったんです。ですから……」

「はっ、こんなことになっても……まあいい」

　ユージーン様は呆れた顔で私を一瞥し、部屋を出て行ってしまった。

　また、怒らせてしまったな。そう思うと私はとても悲しくなった。

「ダリア、今回のことであなたはなにも悪いことはないのよ？　責任を感じることはないのですからね」

　下を向いて落ち込んでいる私にカディア様が優しい声をかけてくださる。

　そうはいってもユージーン様にあんな顔をさせてしまった私の心は沈んでいた。大好きなユージーン様が討伐から戻ってきたら、いつもはルンルン気分になるはずなのに。

　夜、落ち込みながらも私は武器庫に向かった。




　キュッ、キュ……。

　そうしていつものように私はユージーン様の使用した武具を磨きだした。

　実はユージーン様が討伐から戻るといつも武具を磨いているのだ。

　こうしていると、頑張ってきたユージーン様をこっそり労うことができる。私の秘密の儀式のようなものだった。

「今回もご無事に戻られてよかった……」

　どこか、凹んだところはないか、血など付いてないか。

　細かなところまでチェックしながら武具を磨いていく。

　──ユージーン様……怒っていたな。

　あんな顔は見たくなかった。

　いつだってユージーン様には幸せであってほしい。

　なのにブルレイと逃げたメロウ様に怒りを覚えながら、私はどこかユージーン様が独身に戻ることを喜んでいる。

　だってあんな人、ユージーン様にふさわしくない。

　私なら、絶対に裏切ったりしないのに……。

　光沢を取り戻した武具にふと、私の醜い顔が映っていた。

　バカなことを考えるんじゃない。

　私は変な気を起こさないよう、手を動かした。




　アンダルトに引き取られた時、私は十歳。ユージーン様は十六歳だった。

　崩落事故が起きて、両親は即死。ショックだったのか私はそれまでの記憶を失くしてしまったようで、アンダルトにやってきた日より前の記憶がない。

　両親の話もデニス様やカディア様に聞いて知ったくらいだ。

　お葬式の記憶すらない。

　悲しみを受け止めるには幼すぎたのだろうとお医者様が言っていたそうだ。

　アンダルトの城にきた当時、私は無気力な毎日を過ごしていた。

　無反応の人形のようになってしまった私を根気よく励ましてくれたのはデニス様とカディア様……そしてそのころすでに凛々しくてかっこいいユージーン様だった。

　ユージーン様は直視できないくらい眩しくて……すぐに私の憧れになった。

　彼はすでに魔法学校の寄宿舎で過ごしていたが、休みには城に戻ってきていた。

　城にいる時に私が一人庭園で座っていれば、そっと寄り添ってガウンをかけてくれたり、お菓子をくれたりした。決して言葉数は多くなかったけれど、それがありがたかったし、静かに寄り添ってくれる彼の心の温かさは伝わっていた。

　ユージーン様に好かれたい。

　ユージーン様によく思われたい。

　そんな思いが心を占めるようになって、私はだんだんと彼に夢中になっていった。自分の心に空いた大きな穴をユージーン様を想うことで埋めようとしていたのかもしれない。

　そうすると私はだんだんと外の世界に興味が出てきて、動き回れるようになっていった。

　デニス様は私に家庭教師をつけてくれたが、城での特別待遇で居心地が悪く、働かせてもらえないかと交渉した。

　粘る私に、「だったら、私の側に置くわ」とカディア様が提案してくれた。それからは勉強をしつつ城の仕事を手伝った。

　そうやって生活しているとだんだんと周りが見えてくるもので。私はユージーン様の祖母アメリア様がカディア様に意地悪するのを目の当たりにした。

　──いわゆる嫁いびりだ。

　初めは嫌味を言うくらいだったのに、私が十五歳の頃から急激に虐めが酷いものになっていった。ちょうどアメリア様が流行り病にかかり、一気に体調を崩して車椅子生活になった頃だ。

　それからはカディア様の不満を手紙に綴って親戚中に出したり、些細なことに大声で罵ったりと、だんだんと行動がエスカレートしていった。体がままならないアメリア様がその不満をカディア様にぶつけていたのかもしれないが、目に余るものだった。

　献身的に面倒を見ていたカディア様。デニス様も常に母親であるアメリア様を諭していたけれど、見るからに弱っていくアメリア様にだんだんと誰もなにも言えなくなっていた。

　神経がすり減っていくカディア様の力になりたくて、私も積極的にアメリア様のお世話を手伝った。世話など、使用人に任せればいいと思うかもしれないが、アメリア様がカディア様に世話をさせることにこだわっていたのだ。

　そんな性格がきつかったアメリア様だが、孫のユージーン様のことは目の中に入れても痛くないくらい可愛がっていた。魔法騎士になった時なんかはアメリア様が代々受け継いできた宝石を再加工した宝剣を作ってユージーン様に贈ったくらいだ。

　ユージーン様が二十二歳になって、アメリア様はユージーン様の結婚相手にも気を配っていた。次々と来る釣書を吟味して突き返していたのはアメリア様だ。とくにまだ結婚など考えていないと言っていたが、ユージーン様もアメリア様のすることを容認していた。

　そのうちとうとうアメリア様のお眼鏡に叶った令嬢がユージーン様とお見合いすることになった。ベッドを整えながらアメリア様からその話を聞いた私はショックを受け、思わず涙をこぼしていた。その時とっさに取り繕ったがアメリア様に気づかれてしまった。

「ダリアはユージーンが好きなのですか？」

　厳しめのアメリア様の声に私は答える。

「もちろん、大好きですよ」

　明るく伝えないといけなかったのに、私の顔は歪んでいただろう。

　城に引き取ってもらっただけでも十分なのに、大切な孫によこしまな気持ちを持っていると知られたら……そう思うと苦しかった。

　しかし、アメリア様が次に言った言葉は私の根幹を揺るがすことだった。

「ダリア……お前に教えたいことがあります」

「なんでしょう」

「お前の首に並ぶ二つのホクロは我がセントレーラ家に伝わる遺伝の証。お前は私の血統です」

「え？」

「その髪の色も私の母と同じ。以前から別荘に行くたびに屋敷を抜け出すデニスを気にしていました。結局はカディアを選んだものの、過去にデニスはお前の母親と結婚の約束をしていた仲です」

「え？　あの、待ってください。旦那様と私の母が幼馴染なのは聞いておりますが……まさか」

「私はデニスとお前の母親が結婚すると思っていました……。セントレーラの血統が出ているお前は私の孫です」

　キッパリとアメリア様がそう告げた。衝撃的なことに私は唇を震わせた。そんな私の様子を見て気の毒そうにアメリア様が私の肩を撫でた。

「お前が今ユージーンに抱いている感情は兄に対する愛情です。勘違いしてはいけません。いずれお前にも私が素晴らしい縁談を探してあげましょう」

　そう言ったアメリア様は私にも宝石のついたネックレスを分けてくださった。あの、身内びいきで自分の一族至上主義のアメリア様が私に、だ。思い返してみればカディア様を虐めていたアメリア様が私に嫌なことをすることは一度もなかった。「食べきれないから処分しなさい」と言って毎回渡してくれていたお菓子も、私に与えてくれていたのだろう。

　……私が、アメリア様の孫だから。

　そしてそれから一年後、アメリア様はこの世を去ってしまった。

　私に残されたのは驚きの真実とネックレスだった。

　私とユージーン様は異母兄妹。

　その時、私の中で育っていた恋心は粉々になった。いや、恋心ではなかったのだ。

　アメリア様は初めから私を自分の孫だと思っていたのだろう。

　葬儀の日は雨が降っていた。

　ぼんやりとアメリア様に花を手向けるデニス様とカディア様を眺めて、私はこの秘密を墓場まで持って行こうと心に決めた。誰の目から見ても仲のいいご夫婦。特にカディア様にこの真実はとてもじゃないけれど伝えられるものではないと思ったのだ。




　一年後、喪が明けてカディア様が私に話があるとおっしゃった。

「ダリア、あなたも十八歳ね。私もデニスもあなたのことを娘のように思っているの。義母の世話も一緒にしてくれて本当に助かったわ。それで……ユージーンと結婚して本物の娘にならないかしら」

　言われた言葉に驚いて私は固まった。

　ユージーン様と結婚。

　もしも兄妹でなかったとしても、私には身の丈に合っていない話だ。いくらデニス様と両親が幼馴染だったとしても身分が違いすぎた。それに私は両親を亡くした身寄りのない居候の娘でしかない。

「だ、旦那様はなんと……」

　思わず聞いてしまって後悔したが、それにカディア様は軽く答えた。

「デニスにはあなたの了承をもらってから話そうと思っているの。もちろん、賛成すると思うわ」

　身に覚えがあるデニス様は私のことを自分の娘だと自覚している可能性がある。きっと私が了承したら困ったことになるだろう。

「と、突然のお話で……」

　私の頭の中ではどうやって断るかばかり考えが巡った。

　身分差や負い目があったとしても、異母兄でなければこの提案は心躍るものだったに違いない。

「もったいないお話ですが結婚は断らせてください」

「そ、そう……ダリアはユージーンを好いていてくれていると思っていたのだけど」

「ユ、ユージーン様のことは大好きです！　でも、それは家族に近い思いで……」

　私が言い訳するとカディア様は悲しそうな顔をしていた。きっと普段からユージーン様が好きだとわかる行動をしてきたので、断るとは思わなかったのだろう。

　でも、これはもう仕方のないことなのだ。母が違えど兄妹である以上、結婚は出来ない。

　私がユージーン様を好きでいても、越えてはならない壁があるのだ。

　そうこうしている間に今度はデニス様が重い心臓病にかかっていることが発覚した。もう手の打ちようがない状態で、闘病一年で亡くなってしまった。

　立て続けに二人も亡くなってしまったアンダルトの城が沈んだ空気になってしまったのは仕方のないことだった。

　あれからカディア様は塞ぎ込んで病気がちになった。私は恩を返すためにずっと側でお仕えする決意をした。けれど、カディア様の言葉の節々にはユージーン様との結婚を勧めるようなものが増えていた。

　私がユージーン様のことを大好きなのは誰の目から見ても明らかで。それには自覚もあった。けれど、どう頑張っても妻にはなってはいけないのだ。

　私は以前よりも派手にファンだと公言し、そのまま憧れの推しとしてユージーン様とかかわることに決めた。

　そうして秘密を抱えたまま、月日は経ち、なんとなく期待するカディア様と周りの圧力に、独身のまま城に残るのはまずいと悟った。

　そんな時にブルレイに言い寄られ、これ幸いと婚約したというのが私の事情だ。

　城に残るためにブルレイを利用した私。そんな気持ちを察してブルレイも嫌気がさしたのかもしれない。




「なにをしている」

　急に聞こえた声に肩が跳ねた私が顔を上げると、そこにはユージーン様が立っていた。

　──しまった。

　考え込んでいるうちに誰かが部屋に近づいてくるのに気が付かなかった。

　言い訳を考えている私に対してユージーン様は私の手元を見ていた。

「……ダリアが磨いてくれていたのか」

「え、と……す、すみません。勝手に」

　隠しようのない事態に私は首をすくめるだけだった。

　そのまま私の方へ歩いてきたユージーン様は私が磨いていた武具を手に取った。

「あ……」

　毎回知らないうちにピカピカに武具を磨かれていたなんて知ったら怖いかもしれない。ユージーン様の反応にびくびくしながら私は様子を窺った。

「ブルレイがやっているのかと思っていた。いつも私の武具だけは完璧に修繕されて、輝いていたから」

　怒られない？　恐る恐る見上げるとユージーン様は感心するように武具を見つめていた。

「怯えなくてもいい。感謝こそすれ、怒る理由なんてない。……それに今回のこともお前が悪く思うこともない」

　その言葉にホッとするとユージーン様は武具を私の手元に戻した。

「磨いても……いいですか？」

「なにも寒い武器庫ですることもないだろう。間者かと思って剣を抜くところだった。やるならもっと暖かいところでしなさい」

「あ、ありがとうございます」

「どうしてダリアが感謝するんだ」

　ハハハ、と笑うユージーン様。笑った顔を見るのは久しぶりだった。

　嬉しくてぎゅっと武具を胸に抱いてしまう。

「……ダリア、ずっと聞きたいことがあったのだが、いいか？」

「なんでしょう」

「昔からお前は私のことがとても大好きなんだと思っていた。今だって『ご無事に戻られてよかった』と言って私の武具を磨いている」

「ブフッ」

「母から私との結婚の打診があったろう？　どうして断ったんだ？」

　そんなことを聞かれるとは思わなくて驚いた。というか、ユージーン様本人にも私の大好き加減がバレていたのか。

「それは……私がユージーン様に釣り合わないからです」

「身分など……もともとは男爵家なのだから構わないだろう。それにお前はすでにアンダルト家の一員だ」

「一員!?　そ、そんな、滅相もない！　身寄りのない私を引き取ってくださっただけでも身に余る思いです。このダリア、アンダルト家に生涯尽くし、骨を埋める覚悟です！」

　熱くこぶしを振り上げて私が言うと、ハア、とユージーン様がため息をついた。

「尽くす覚悟はあって……そうして陰ながら私を支えている。城の内情を知る帳簿の管理も手伝っていると聞いた。けれど、私の妻にはなりたくないのだな」

「つ、妻だけは無理なのです！　メロウ様がダメだったとしても、きっとユージーン様なら素晴らしいご令嬢がすぐに嫁いでくるでしょう」

「……そうは思えないのだが」

「どうしてですか？」

「そもそも、ダリアは私のことをいつも褒めてくれるが、私が外で女性に褒められることは特にない。それどころか近寄りがたいと言われていると聞いたことがある」

　ユージーン様の顔が暗い。メロウ様に逃げられてしまって自信を無くしているのだろう。これは私がどうにかしなくては。

「近寄りがたいのは、ユージーン様が次元の違う美男子だからです！　魔法騎士が一般的に活躍するのは二十歳を過ぎるころだと言われております。けれど、ユージーン様はわずか十六歳でその力を認められ、十七歳で一級魔法騎士となられました。そして、その三年後にはこの国で最高峰の特級魔法騎士に認定されているではありませんか。これは神がユージーン様をお認めになっておられる証拠です」

「……仕事についてはそうかもしれないが、私生活では信頼していた部下に妻を取られた情けない男だぞ」

「情けないだなんて！　ユージーン様を裏切ったメロウ様がおかしいのです。いいですか、ユージーン様のその艶やかな黒髪は誰よりも魅力的ですし、お顔だってキリリとした眉に瞳はどんな銀細工よりも輝いています！　誰がどう見ても美男子なうえに、引き締まった素晴らしい体をお持ちなんです！」

「しかしブルレイだって美男子だったろう？　しかも彼は社交的だった」

「どんな美男子だろうと、ユージーン様と比べるに足りません！　それにブルレイは社交的というより軽薄で頭の中はやましいことばかり考えていたんですからね！」

「……やましいこと？　たとえば？」

「二人きりになると、すぐ性的なことを迫ってきましたよ」

「そ、それで、ダリアはそれに応えていたのか!?」

「い、いえいえいえ……私は結婚するまではキスはおろか、そういうこともお断りしていたので」

　なぜか食い気味で聞いてくるユージーン様にオロオロする。あれ？　そんなに気になる話題だったかな。やっぱりそんな軽薄な男が妻を連れて行ったとなると、腹も立つよね。

「……ではダリアはまだ純潔なのか？」

「へっ……あの、それは、はい」

「私とメロウの離婚はすぐに成立するだろう。お前も婚約者を失くしたのだから、ここはもう私たちが結婚すれば丸く収まるのではないか」

　思いがけないユージーン様の提案に私はあんぐりと口を開ける。ん？　どうしてこんな話になったのかな。

「ええと、それは」

「傷つけられた者同士だ、別におかしいことではないだろう。気心も知れているのだから」

　まさかこんなことを本人から言われるとは思わなくて焦ってしまう。

　ユージーン様とは兄妹だし、その上私にはカギの開かない貞操帯がついているのだ。これが取れないことにはどんな男性であっても結婚などできない。

　黙ってしまった私に向けるユージーン様の視線が痛い。

「……ええと」

　カディア様には言えないが、ユージーン様には言ってもいいのではないだろうか。

　私はあなたの異母妹ですって……。

　きっとユージーン様だって驚くだろうけれど、大切にしている母親に暴露して傷つけることはしないだろう。

「……急にこんなことを言われてそうハイハイと決められないか。だがメロウが帰ってきて、離縁してからでもいいから考えておいてくれ」

　よし、言うぞ、と意気込んだが、それよりユージーン様の言葉に引っかかった。

「そういえば……どうしてユージーン様はメロウ様が戻ってくると確信しているようなことを言うのですか？」

　不思議に思って聞くと、ユージーン様はフウ、と息を吐いた。

「ダリアには母にも伝えていない真実を話そう。実は私はメロウとまだ体の関係を持っていない。メロウの浮気は今に始まったことではないんだ」

「え？」

「浮気が発覚したのは婚約直後で、まだ王都への道の建設の許可が下りていない時だった。しかし結婚は決まっていたし、過去のことは目を瞑ることにした。これも神が私に与えた乗り越えるべき試練だと思ったんだ」

「う、浮気……」

「メロウは泣いてすがったし、男と手を切る約束をした。しかし別の男がメロウに会いに来ていたのをたまたま見かけてな。おかしいと思って調べたら芋づる式に他にも浮気していることがわかった。……メロウは同時に八人の男と関係を持っていたんだ」

「は、は、は、八人!?　まさかあんなに儚げな人が」

「問い詰めたら男たちとは縁を切るために会っていたと言われたよ。完全に信じることはできなかったが、ここは田舎だから関係も続けられない。乗り掛かった舟だと我慢したんだ。今は道の建設に目がくらんで早急に結婚を進めてしまったことを後悔している」

「それで、今度はブルレイと……」

「まさか手近なところで手を出すとは思わなかった。メロウがブルレイをそそのかしたのだろう。けれど逃げても彼女にはこの城に戻ってこないといけない理由がある」

「理由、ですか」

「そうだ」

　ユージーン様は首元のチェーンを引き出した。金色のチェーンの先には一本のカギがついている。

「カギ……」

「メロウの貞操観念は恐ろしいくらい緩い。結婚して子をもうけるのに誰の子が生まれるかわからない状態だったから、親友の魔法使いに相談したんだ。すると、結婚祝いだと特別な貞操帯を作ってくれた。メロウは私のカギがなければ貞操帯を外せない。だから彼女は必ず戻ってくるし、ブルレイとどうにかなることもない」

　自信満々に話しているユージーン様。

　私はそのカギを見て口をパクパクと動かすしかなかった。

　何がどうなったかなんて一切私にはわからない。しかしこの話の流れだと、私の体についている貞操帯はメロウ様についていたものとしか考えられない。

　そのカギを貸してほしいと言おうとして、私は息を止めた。

　そう言ったらどうして貸してほしいのかユージーン様に説明しなければならない。けれど口で説明して信じてもらえるだろうか。

　ええい、ままよ！

「ユージーン様にお話があります！」

　私は意を決してそう叫び……。

　スカートを持ち上げてユージーン様にそれを見せた。




　　　＊　＊　＊




　貞操帯の確認をしたユージーン様は慌ててネックレスにつけていたカギをカギ穴に差し込んでくれた。

　羞恥に死にそうな私はユージーン様の視線に耐えながら、震える足を叱咤してかろうじて立っていた。

　当然私はそれで貞操帯が開くものだと信じて、カギ穴に差し込まれるのを眺めていた。

　大好きな推しが裸にベルトしかつけていない下半身を見ている……。

　スカートを持つ手が震えるが、どうにか外してもらうまで我慢、我慢。

　カチャカチャ……。

　しかし、何度カギを差し込んでも、貞操帯が外れることはなかった。

「どうして、開かないんだ……」

　困惑するユージーン様の声。

　これでもう貞操帯から解放されると思っていた私は青ざめた。

「もしかして、ユージーン様が作ったものではないのですか？」

「いや、これは間違いなく私がメロウにつけたものだ。後ろにちゃんとメロウの名が魔法で刻んであるからな」

「な、名前……では、カギがすりかえられているのでは？」

「ずっと肌身離さず持っていたのだ」

「もしかして、眠っている間にメロウ様が……」

「メロウとは結婚してから寝室を共にしていない。それに私の胸にかかっているカギを盗むなら私を殺しでもしないと無理だろう」

　たしかに国一番の凄腕の魔法騎士団長のネックレスのカギを盗むことができる者はいないだろう。

「だったらどうして……」

「カギの不具合か……貞操帯を作った魔法使いに聞くしかないな。しかし、どうしてメロウの貞操帯がダリアに……」

「メロウ様が外した時になにかあったのでしょうか」

「わからんな……。とにかくメロウが雇った魔法使いがお前に痺れ薬を嗅がせた間に貞操帯を外したのは確かだ」

「せっかくカギがみつかったのに」

　カギで開かないならどうしたらいいのだ。やっと解放されると思ったのに……。ユージーン様にこんなに恥ずかしい真似までしたというのに……。

　崩れ落ちる私をユージーン様の腕が支えた。

「ダリア、もう一度よく貞操帯を見せてくれないか。なにか手がかりがあるかもしれない」

「わかりました」

「ここは暗いな……。私の部屋へ行こう」

　地の底まで沈んだ気持ちのまま私はユージーン様のお部屋について行った。

「さあ、ベッドに横になりなさい。ああ、今度はうつぶせで」

　ふらふらと言われるがまま、私はユージーン様のベッドに上がる。気まずいと思ってくれたのか、うつ伏せはありがたかった。ユージーン様は私のスカートをまくって貞操帯を軽く叩いたり、形状を確認しているようだ。

「……すまないが、ドレスを脱いでもらえないだろうか」

「は、はい」

　布地が邪魔をしていたようで、私はすぐにドレスを脱いだ。

　恥ずかしさに枕に顔を埋めるとふんわりと上半身にシーツをかけてくれる。

　優しい……私は感動しながらユージーン様の匂いを嗅いだ。

　うう……こんな形で推しのベッドに横たわることになるなんて。

　この枕が毎晩ユージーン様の頭を支える枕……尊い。

　はあ……。

　現実逃避していないとやっていられない。

　ユージーン様に下半身を見られている間、意地になってクンクンと枕の匂いを堪能していた。

「ダリア、ちょっとベルトを掴むぞ」

　そうしているとユージーン様が貞操帯の腰のベルトを掴んで力任せに引いている。

「ふんっ」

　掛け声とともにベルトを引かれて私の腰も浮く。しかしベルトはびくともしないようだった。

「もう少しベルトが掴めたら力が入るのだが……」

　ユージーン様がガタガタと机の引き出しを漁ってクリームの入った容器を持ってきた。

　そしてベルトの周りにべたべたとそれを塗り込んでいる。ユージーン様の指が私の肌を滑る感触に心臓が破裂しそうだ。

「ユ、ユージーン様、なにを……」

「軟膏を塗って、滑りを良くしてベルトの隙間に指を入れて掴もうと思うのだが」

「そ、そうですか」

　やろうとしていることはわかるのだが、指が腰のベルトの下にもぐろうとするたびにベルトがキュっと陰部を刺激する。多分、貞操帯が魔法でその都度サイズ調整を行っているのだ。

　しかし必死になっているユージーン様にそんなことを言えるはずもなく、私は体を震わせて我慢した。

「ひっ」

　うまく指がはいらないのか、ユージーン様がベルトを揺らし始める。それ以上、小刻みに腰の部分を引っ張らないでほしい。

「痛いか？」

「い、痛くはありません」

「少し緩んだ気がするんだ。もう少し我慢してくれ」

　やがてなんとか腰のベルトをつかんだユージーン様が私に負担がかからないようにベルトを力任せに引くと、今度はプルプルと腕の筋肉の震えが伝わってきた。

「んくう」

　貞操帯全体を揺らされて、食い込んだベルトの振動が私の口に出せないところを刺激する。ちょ……ほ、ほんとうに、困る！

　この刺激はまずい！

「はあっん」

　思わず声が出てしまって手で口を押える。こんなにブルブルとベルトを揺らされて、秘部を刺激されると、性的に興奮しても仕方がない。

「顔が赤いぞ？　大丈夫か？」

　大丈夫のわけがない。すぐに、すぐにやめてほしい！

「も、もう、それ以上は勘弁してください」

「やはり、痛かったか」

　とにかく、これ以上刺激されるとマズイ。なんとかやめてもらうためにはどうしたら……。

「と、とにかく、揺さぶらないでください」

「わ、悪かった、だったら、こちらから引いてみよう」

　何を勘違いしたのかユージーン様がお尻の方のベルトを探る。

　いや、なんでそっちに指をいれるの！　そこはもっとダメなんだって！

「ひやあああんっ！」

　しかも、ベルトから滑った指はぬるりと溝を探った。

「す、す、す、すまないっ」

「あ、あんまりです……ユージーン様」

　少し体をあげて後ろを向いて訴えるとユージーン様と目が合った。

　ん？

　なに？　この雰囲気……。

「ダリアッ」

　ガバリ、とユージーン様が私に覆いかぶさってきた。そうして顔を両手で挟まれると、あっという間にブチューッと唇が重なった。

　え？

　ええ？

　ええええええええーっ!!

「ちょっ……」

「ずっと、私と結婚すると言っていたのに、振られた私の気持ちがわかるか？」

「ん、んんーっ」

「あんなに、私に愛を確信させてきたのに、それなのに」

「ふはっ、ん、んっ」

　ユージーン様が私に文句を言いながらキスをしてくる。結婚するなんて言った覚えはない。何の話だと言いたくても息を吸ったタイミングで舌まで入れられて、マズいことにその手は私の胸を鷲掴んでいた。

「こんな姿を見せられて……理性を保つなど、無理だ」

「ふああっ」

　胸を覆っている下着をずらされたとき、必死にキスするユージーン様の唇をやっとのことで手で押さえた。

「ムグ……」

「ハア、ハア、ハア……ユ、ユージーン様、あの、あのですね。私たちは異母兄妹なのです」

「……？」

　ようやく私の言葉が伝わったのか、ユージーン様が私からヨロヨロと離れて膝立ちの状態になった。

　ちゃんと説明しようと私も同じように体を起こしてユージーン様と対面した。

「ダリア、今、なんと言った？」

　一呼吸おいてユージーン様が私を見据えたので正直に伝えることにした。

「私がどんなにユージーン様を好きでも、結婚はできないのです。私たちは異母兄妹なのですから」

「異母兄妹？」

　ユージーン様はなにをバカなことと思っているだろう。しかし、これはアメリア様から聞いた真実なのだ。

「ユージーン様にはショックなことでしょう。私も必要がなければ一人だけの秘密として胸に秘めておくつもりでした。けれど、私たちは結ばれてはならないのです」

　驚くユージーン様。無理もない。ずっと仲のいいご両親の姿を見てきたのだから。私だってアメリア様に言われなかったら、絶対に信じていない。

　服を整えながら私は動揺するユージーン様を眺めた。

「なにがどうしてそんな話になったんだ？」

　私はユージーン様の方へお辞儀をして、首にあるホクロを見せた。

「これが、証拠です。首に並ぶホクロはセントレーラ家、すなわちアメリア様のご実家に伝わる遺伝の証だそうです。ユージーン様にも同じ場所にあります」

「アメリア様……というと祖母か。異母兄妹なら父がお前の母親と浮気したと言いたいのか？」

「信じたくない気持ちは分かります。私だってアメリア様からお聞きした時は胸が痛くて。一人で秘密をかかえているのはとても辛かったです」

　そう言って私はもう一つの証拠の品、アメリア様にもらったペンダントをポケットから出して見せた。高価なものなので持ち歩いているのだ。

　ユージーン様は黙ってそれを私から受け取って見分した。

「あの意地悪ババア……」

「え？」

「そうか、お前はあのクソババアの世話を手伝っていたな。それで、いらぬことを吹き込まれて妄言を信じてしまったのか」

「も、妄言？」

「あれだけ世話になっておきながら母の悪口を書いて親戚中に手紙を送ったり、俺と歴史上の人物との見合いをセッティングしたり、最期の方は酷い行動ばかりだっただろう？」

「わ、悪口は昔からコソコソと……って、あの、歴史上の人物とお見合いって」

「あの頃、祖母はまだらボケ状態だったからな。波風立ててもいいことはないと話を合わせて満足させていたんだ」

「まだらボケ？　私とお話しするときはそんなそぶりは……それに私はアメリア様の介護をずっと手伝っていたんですよ？」

「家族以外とは割としゃきっと対応していたんだよ。ダリアと話すときはしっかりしていたんだろう……セントレーラ家の首のホクロ？　たしかに私にも似たようなホクロはあるが、父の首にホクロなんてあったか？」

「いや、そんな、デニス様の首など見る機会がありませんでしたから」

　あれ？　ちょっとまって。

　私とユージーン様は異母兄妹ではないの？

「もしかして、それで私との結婚はできないと言っていたのか？　私はダリアを娶るつもりだと両親にずっと伝えていたんだぞ」

「さすがに異母妹だとダメだと……」

　私の方が困惑しているとユージーン様がネックレスを見分していた。

「これは本物だな……こんなネックレスまでもらって、祖母だと言われたら……信じてしまうか」

「じゃ……じゃあ、嘘なんですか？」

「お前は私の父がよりにもよって親友の妻と不倫するような男だと思うのか？」

「そりゃ、私だって、そうは思いたくありませんでした！　でも……。私とアメリア様のお母様が似ているとまで」

「母に確かめよう」

「だ、ダメです！　カディア様はやっと元気になられたところですのに！　こんなことで心労をおかけしたくありません！」

「いや、だから父は浮気はしない」

「でも、もうデニス様に確かめようがないではないですか！」

　私がそう言うとユージーン様は黙った。顔はとても不満顔である。

　しかしアメリア様が言っていたことが嘘だったとも判断できないのだ。

「はあ……ダリアは頑固なところがあるからな」

　まるで私が悪いような言い方をするユージーン様。でも、可能性はゼロじゃない。

　私だって、母が浮気したなんて思いたくないのだ。

　しかしこんなにはっきりユージーン様が兄妹を否定してくるとは思わなかった。

　これは本当にアメリア様の嘘ってこともあり得るってこと？　デニス様に似たところはないから母に似ていたのかなって思ってはいたけれど。

　私が混乱しているとポン、と軽く頭にユージーン様の手が乗った。

　ちょっ、ヤメッ……！

　頭、ポンポンとか、思考が止まって頭がまっしろになっちゃう！

　ああっずるい！

「ダリアに結婚を避けられた理由は分かった。バアさんの嘘はおいおい証明するとして、とにかくお前についている貞操帯をなんとかしなくてはな。刃物で切れないこともわかっているし、製造者になんとかしてもらうしかないな」

「製造者というと……」

「魔法使いに会いにイエローロックへ行く。明日にでも出発しよう」

　こうして私はユージーン様と貞操帯を外すために魔法使いのところへ行くことになった。









三章　なにかとギリギリな旅路がはじまる











「気をつけて行くのよ……二人、仲良くね」

　含みのあるカディア様の言葉に曖昧に笑いながら私はユージーン様と城門を離れた。カディア様にはメロウ様の行方をつかんだので、こっそり私を連れて行くとユージーン様が言ったようだ。

　……あの微笑を見るともしかしてユージーン様は私と再婚すると話してしまっているのかもしれない。

「馬に乗せてもらうことになってしまって、ご迷惑おかけします」

「気にするな。ダリアは横座りしかできないのだから仕方ない」

　イエローロックというのはその名の通り黄色の岩場ばかりの土地である。砂漠の向こうにあるのだが、少しだけ植物も育っていると聞く。

　しかしあまり生き物が住む場所とはいえない、小さな魔獣が出る土地である。そこへ行くには道が岩だらけで馬車は通れない。そうなると馬を使うことになるのだが、私は貞操帯がついているので、馬をまたいで乗ることができないのだ。

　そこでユージーン様が私を一緒に馬に乗せてくれることになった。

　馬も一人で乗れないなんて、まるで幼子のようだ。

　生活に支障がでる貞操帯。メロウ様も逃げ出してもおかしくないのかもしれない。

　よほど信用がなかったのだから仕方がなかったのかもしれないけれど、かなり不便である。城の中でじっとしている分にはもう少しマシだったのかな……。

「もっと寄りかかりなさい。そんなふうに乗っていたら疲れて落ちてしまう」

　ユージーン様はそう言うが、密着しすぎて先ほどから心臓が口から出そうだ。

　推しは見ているだけ、こんなに密着していいものではない。

　ああ、なのに私は今憧れていた魔法騎士団長の馬の上に！

　お忍びなのでユージーン様が魔法騎士姿でないので助かった。これで、あの制服姿だったら私は馬に乗る前に昇天してしまっただろう。

　尊い！

　尊い！

　貞操帯を外して城に戻ってきたら、セラにこのことを一番に報告しよう……。

「ダリア……」

　私が心の旅に出ているとユージーン様が低い声を出した。

　おっと、いけない。これは怒っている声。私は意識を戻して、最大限譲歩してその逞しい胸に寄りかかった。

「ユージーン様、これが限界です。これ以上夢のようなシチュエーションが続けば、意識を失ってしまいます」

「夢……ハア……まあいい。少し早く走るからしっかりつかまりなさい。もう少し尻にクッションは必要か？」

「い、いえ！　十分手厚くしていただいていますから！」

　少し呆れたユージーン様は頷くと馬は速度を増した。

　初めは浮かれていた私だが、正直揺れがキツくなってきた。馬が大きく揺れると貞操帯に響いて痛い。こんなにクッションを敷いてくれているのに……。

　ダリア、ほら、気をまぎらわせるのよ。

　こんなに密着してユージーン様に……。

　ああ、温もりを感じる。服越しにもわかる逞しい胸板……。

　いや……でも……。

　集中できない。

　い、痛い……。

「ダリア、街に着いたらひとまず装備を整えよう」

「……は、はい」

　もう少しで街……。もう少し我慢したら馬から下りられる。

　我慢しなきゃ。

　乗馬の股ずれとは違う、この痛み……。

「ぐっ……！」

「ダリア？　どうした？　おいっ、顔色が悪い！」

「い、いえ……！　あの、も、もう少しで街ですから……が、我慢……」

「なにを、バカなことを言っている！」

　もう目の前に街が見えているというのに、ユージーン様が私を馬から下ろしてくれた。

　股が痛いなんて恥ずかしくてもう、死にたい。

「このまま、ここに捨ててください」

「この、バカ！」

　本気で言っているのに怒られる。

　こんな震えながらガニ股でしか移動できない女……。泣きたい。

「そこで、待ってなさい」

　ユージーン様は私に水を与えて木陰に座らせてくれた。

　うう、いっそのことこのまま土に埋まってしまいたい。そのまま土と同化してこの恥ずかしい姿を無くしてしまいたい。

　ああ、足を動かすだけでも股が痛くなってしまっている。

　でも、だからって馬を止めてくださいとも言えなくて。

「ダリア、抱き上げるからな」

　戻ってきたユージーン様はどうやら近くにテントを張ってくださったようだった。

　こんなところで歩みを止めてしまってはイエローロックまで何日かかるやら……。

　ただでさえ、貴重な時間を使ってユージーン様につれてきてもらっているというのに。

　でも、もう馬には乗れる気がしない。だからといって長時間歩くのだって貞操帯があると無理だ。

　このまま私は貞操帯がついたまま死んじゃうんだ……。こんな死に方だけはしたくなかった。

　心がくじけてしまった私がメソメソしていると、ゆっくりとテントの中に寝かせてくれたユージーン様がスカートを捲っていた。

「あわわわわわわわっ！」

　止めようにも、すでに足を曲げられて患部を観察されている。

　もうヤダ、顔が熱くて耳なんて焦げそう……。

「これは、ひどくこすれている……」

「すみません」

「その言葉は違うだろう？　ダリア」

「ご、ごめんなさい！　お兄様っ」

　あっ……叱られて思わず言ってしまった。少しの沈黙が怖い。

　あれ？　どうして「お兄様」なんて口走ったのだろう……。ユージーン様にそんな呼び方をしたことなんてないのに。どこかで異母兄妹だって思っていたから？

　しかし、ユージーン様はそれに言及することはなかった。

「私も早く気付くべきだった。お前は頑張りすぎる。けれど、その我慢で余計大変な事態になることだってあるんだ。もっと私に頼りなさい」

「はい」

　言っていることは厳しかったが、ユージーン様は少し微笑んでいた。……そう、まるで嬉しいことでもあったように。

　推しの尊い微笑。

　こんな下半身丸見え状態にされているシチュエーションでなければ、見惚れて感動すらしたかもしれない。

「ここまで酷いと回復ポーションを使った方がいい」

「えっ！　そんな、高価なもの！」

　患部を確認したユージーン様は鞄を漁った。

　回復ポーションとはその名の通り、飲めば体調不良を、患部に垂らせば即座に傷が回復するという代物だ。一般的には出回っておらず、魔法騎士と一部許可された医師しか使えない。つまり魔獣との戦闘中や非常事態の時にしか使わないものだ。

「お前がなにを考えているかわかるぞ。貴重なものだから私になんて、と思っているのだろう」

　私が思っていることをユージーン様が言い当てる。

「すごいです、心まで読めるなんてさすがユージーン様！」

「……あのな。まあ、いい。実は回復ポージョンが限られた者にしか取り扱いできないのには訳があるんだ。今からダリアにこれを使うが、傷が治ることと引き換えに性的興奮が起きる」

「え？」

「しばらく……塗布したら一時間ほどムラムラしてしまうだろう。困ったな。ダリアは貞操帯を付けているから、発散できるだろうか。しかし、使わないわけにはいかない」

「あの……」

「少し冷たいが我慢しなさい」

「ひいっ」

　ユージーン様は容赦なく回復ポーションを私の股間にかけた。

　シュワーっという音がして皮膚にパチパチとはじけるような感覚がした。ピリピリとわずかに傷が痛む感覚がしてから、スーッと痛みがなくなった。

　す、すごい効果……。

「良く効いたようだな。綺麗になった」

「あ、ありがとうございま……す……っつ」

　最後まで言い切らないくらいで私の体に異変が起こる……。

「副作用がきたか……」

「くううっん」

　変な声がでた。どうしよう、なにこれ。

　ジンジンと傷の痛みとは違った感覚が熱と共に生まれる。秘めた場所がかゆいような、うずうずするような……。

　あ、熱い。指で、かきむしりたい。でも、今そこは貞操帯で阻まれている。

　しかも目の前には大好きなユージーン様が。とにかくテントから出て行ってもらおう。

「あの、しばらく……ひとりに……」

　しかし、私の訴えはまさかの言葉で遮られた。

「ダリア、学ばなかったのか？　私を頼りなさい」

「そうは言っても！　ええっ」

「もう蜜が垂れてきているぞ」

　トロリ、と自分の中から分泌されたものが貞操帯を伝っていく。

　ユージーン様はなにを思ったのか貞操帯のベルトを軽く引っ張った。

「ひゃあああっ」

「どうだ？　痛くないな？」

「い、痛くはないです、ないですけどぉ！」

「こうすると感じていたはず……」

　そしてベルトを小刻みに揺らしだした。

「はうっ」

　ベルトが軽く秘部に食い込み、敏感な粒に刺激を与える。

「気持ちいいか？」

「ひゃあっ、ああ、あああああつ」

　ブルブルとベルトを揺らしてくるユージーン様。

　気持ちいいけれど、気持ちいいけれど、それ以上にもどかしい！

「遠慮せずにイっていいんだぞ。恥ずかしがることはない」

　親切にそんなことを言われて、はいそうですかってイケるわけもなく。

　けれど、もどかしさに蜜はどんどんと溢れてくるのに、決定的な快感は得られない。

　必死で首を振って、目で訴えると、察してくれたのかユージーン様がベルトをゆするのを止めてくれた。

　な、生殺しがようやく終わった……。

「揺らすだけではイケないか」

　しかし安心したのも束の間、ユージーン様は隙間から入れた指をそこにチャプリと沈めた。

　イケないのは、あ、あってる、あっているけど、ちがーう！

「あ、んあああっんっ」

　初めて他人の指が侵入した刺激に、思わず猫のような変な声を上げてしまう。

　だって、ユージーン様の指が！　わたしの、中に！

　これが現実だと思えない。

　なのに私は中に入ってきた指をぎゅっと締め付けてしまう。

「熱くて、締め付けてくる……このまま擦ったら、発散できそうなのにな……隙間が狭くて刺激が与えにくい」

　指を出し入れしようとして諦めたのか、ユージーン様の動きが止まる。

　たらりと指にまとった私の愛液が恥ずかしすぎた。

　入れられた時はユージーン様の指だけでイってしまいそうだったのに、もどかしさが増しただけだ。

　勘弁してください……どうか一人で好きなように発散させてください。

　そう願ってもユージーン様がテントから出て行く気配はない。

　頭はどんどん沸騰して刺激を求め始める。ハアハアと息が上がり、どうしようもなくなってついに自分の手を股間に伸ばした。

「うううっ……つらい……お兄様、つらい」

　だんだん辛くなって、悲しくなってくる。心が幼児退行しているみたいだ。

　メンタルがボロボロ……。

「ダリアの細い指なら入る。自分で気持ちいいところを触っていなさい。胸だけでイクことができると聞いたことがあるから、私も手伝おう」

　まさかの公開自慰の勧め……でも、背に腹は代えられない。

「んんっ」

　私の後ろに回ったユージーン様が自分の体の上に私を引き上げた。ドレスを緩めると大きな手が中に入ってくる。ふわり、と直接胸を掴まれて肌が敏感になる。

「んあっ」

　そして太い指が胸の尖りに当たった時、それこそ電流が走ったように体がビクビクと震えた。

「イったか？」

「……も、もう少し……」

　あと、少しでイケそうだった私は素直に告げる。もう、どうにでもしてほしいって気持ちだった。ジンジンして、熱くて、刺激が欲しくて堪らない。自分の指を沈ませて肉壁を擦る。その間、ユージーン様は私の胸に刺激を与えた。

　くるくると指で乳首の周りをこすってみたり、クニクニと押してみたりと初めは遠慮がちだった指がだんだんと大胆になってくる。

「ダリアは乳首が敏感なんだな」

「んくうっ」

　強く乳首をこねられると、めちゃくちゃ気持ちが良かった。

　それこそ乳首だけでも十分イケそう……。

「これはどうだ？」

「ひっ、ああああっん、んくっ」

　さらにきゅっと乳首をつねられて気持ち良くなり、自分の指を締め付けて私はあっけなくイった……。

「ハア、ハア、ハア……」

　やっと溜まっていた熱を放出できて、肩で息をする。

　こんなことになるなら、そりゃあ回復ポーションなんて気軽に使えない。

　でも、正直まだ欲望はくすぶっている状態だった。子宮がキュウキュウ切なく収縮しているのがわかる。でも、なんとか発散したのだから落ち着くはず。

　推しの目の前で自慰行為なんてどんな苦行よ……。

　しかも介助までしてもらうなんて。こんなことをユージーン様にさせてしまうなんて……。

　なんとか気持ちを落ち着かせる。小さな熱を持ちながら振り返るとユージーン様の顔が至近距離にあった。

　ああ、やはり……とても好みの美しい顔だ。

　少し不愛想にも見えるけれど、とても優しい。

　小さいころから……大好きな人……。

　……ちゅっ。

　え？

　見とれているとユージーン様の唇が私の唇に吸い付いた。

「ん……」

　あれ？

「口を開けて」

　耳元でささやかれて考えが及ばない私は口を開けてしまう。すると、分厚い舌が口内に入ってきて、私の舌を擦るように動いた。

「はあっ……」

　息苦しさを感じて息を吸い込むと、いっそう深く口づけが進む。

　ピチャピチャと唾液が絡む音に頭が痺れて、また子宮がきゅうっと締め付けられる。

　私、ユージーン様と、とても深いキスをしている。

　それはまるで……。

「ん、んーっ！」

　そこで、私は覚醒してユージーン様の胸に手を突いた。

　これ、ダメなやつ！

　こんな恋人のキスはダメ！

「……ダリア……どうした？」

　無理やり体を離して距離をとるとそこには……。

　きゃ、

　きゃああああああっ！

　きゃああああああっ！

　なに、この色気のある顔！

　ユージーン様の、レアショット！　尊くて震える！

　こんなの、私の心臓を止めにきているに違いない！

　ハア、ハア、ハア、ハア……！

「ダリア？」

「そ、それ以上いい声で私の名を呼んではいけません！　わ、私が壊れてしまいます！　ユージーン様の過剰摂取で、し……死ぬ……」

「な、なにを言っているんだ。嫌だったのか？」

「い、いいいいいいいいっ、嫌だ、なんて！　恐れ多い！　で、でも、ダメダメダメ！」

「落ち着きなさい。嫌じゃなければいいじゃないか。私たちは互いに想いあっている」

「はっ!?　た、たたたたたたたたた、互い？」

「え？　お前は私のことが好きだろう？」

「それは、もう、もちろんです」

「じゃあ、キスもいいだろう」

「それとこれとは別の話です」

「異母兄妹の可能性があるから、大好きなのにできないのか？」

「そうです。大好きでも越えられない壁があります」

「ハア……そうとう頑固だな」

　ユージーン様はそう言って、私を抱えながらゴロリ、と寝ころんだ。

　ちょ、なに？

　バックハグなんてご褒美なの？

　ユージーン様の行動に私のムラムラした気持ちが霧散していた。お、推しのキラキラパワー、すごい……。伊達に長年キャーキャーやってないわ……。今、性欲を上回るドキドキで口から心臓が出そうだもの。

「このまま昼まで休んで食事をしてから出発しよう。なに、お前が廊下で震えていた時はこうやって一緒に寝てやっただろう？」

「そ、それはっ！　まだ私が城に引き取られて間もない時に、い、一回だけでしょう！」

「こら、暴れるな。またベルトが擦れて痛くなるぞ。それともまた回復ポーションを使いたいのか？」

「ひいいいっ」

　動いたら痛くなるかもしれないという恐怖で体を止めた。こ、こんな大胆なことする人だった？

　うおおおおおおっ。

　いい匂いっ、いい匂いっ……！

　結局私にとって休憩になんてならない大興奮のご褒美タイムだった。

　それからはお尻の位置を試行錯誤して、なんとか馬に乗ることができた。

　もう回復ポーションは使いたくない。

　後ろには機嫌のよくなったユージーン様。

　……本当にユージーン様とは血がつながっていないのだろうか。

　もしもそれなら私は……。

　ユージーン様と夫婦……なんて……夢みたいなことが本当に？

　でも、どこか素直に喜べない自分がいる。

　もんもんと考えながら、馬の揺れに体をゆだねていた。









四章　迫りくる推しをどうすればいいのか











「さてと、まずは砂漠を抜けるためのコートを買おう」

　街に着くと宿に馬を預けて、買い物に出た。砂漠は直射日光と砂煙から身を守るためにフードのついたコートが必須なのだと言われた。

「あの、私はそんなに予算がないので」

　控えめに言うとユージーン様は呆れた。

「私がお前に自分で買えと言ったか？　金の心配はしなくていい」

「で、でも」

「夫婦になるのだから気にするな」

「いや、だからそれは……」

　ユージーン様は宿を取るときもさっさと一部屋を『夫婦』として取ってしまった。

「そんなに気になるならお前の両親を知る人を訪ねてみるか？　私たちが兄妹であるわけがない」

　しかしその揺るがない自信が私にはない……。アメリア様の真剣な顔を思い出すと能天気になれない。側でお世話をしてきて、嘘だとは思えなかった。

　私だって、母とデニス様がカディア様を裏切るようなまねをしたなんて思いたくない。

　だけど、ユージーン様ほど自分の両親を信じるに至らないのだ。思い出せない記憶は私の中で深く眠っていて、それは私にとってパンドラの箱だ。故郷の名を聞くだけで体が硬直してしまって墓参りにも行けない状態なのだから。

　チラリと隣にいるユージーン様を見る。

　今日も間近で拝めるなんて幸せ過ぎる。

　ずっと憧れていた推しに、妻にしたいと言われたら断る理由なんてないし、むしろこちらから土下座してもいいくらいだよね……。でも、なんだか違う気がする。

　やっぱり推しは離れて応援するのがいいのかな。

　身も心もいつだって全部捧げてもいいのだけれど、私なんかがユージーン様の妻になるって、それがどうもピンとこない。なんだか、ユージーン様の価値を下げてしまうように思えてしまう。

　私にとって異母兄妹という方がなんだかプレミア感がある。

　どうしてユージーン様は私と結婚しようとしているんだろう。メロウ様に逃げられたショックで絶対に自分のことを裏切らない私がいいのかな。

　そりゃ、私はユージーン様が大好きだし裏切ったりしないけれど……。

　やけくそで残り物同士って考えているなら、早まらない方がいい。

　こんなに素敵なユージーン様を大好きになる女の子なんて星の数ほどいるのだから。

　それにユージーン様が私だけのものになってしまったら……。

　深く考えようとするとなぜか胸の奥がザワザワした。なにか、思い出してはいけないものが、私の気持ちの蓋をしている。

　黒くて……ドロドロしたもの。

　言葉が見つからない私にユージーン様はそれ以上なにも言わなかった。




「これはどうだ？」

「お客様、お目が高い！　そちらは砂漠ネズミの革をなめして作っている最高級のコートです。きっと奥様にもお似合いになるでしょう」

「ダリア、試着させてもらいなさい」

「えっ」

　心なしか店主の言葉に気をよくしたユージーン様が柔らかいコートをこちらに寄越した。さ、最高級……。

　袖を通すと軽くて肌触りがとてもよかった。

「これだと砂漠のきつい日差しにも対応できますよ」

「そうだな、似合っているし、これにしよう」

「ちょ、ちょっと待ってください。そう何度も行くことのない場所なんです。そんな、高価なものを……」

「一回だけだろうと装備をちゃんとしていないと、後で後悔することになるぞ」

「そうですよ、奥様、旦那様の言う通りです。初めて行くならなおさらこのコートが役に立つでしょう」

　そう押し切られてコートは私の手元に来た。

　アンダルト家は決して貧乏ではないけれど、最近までのメロウ様の散財と、窃盗によってかなりの打撃があるのだ。

「やっぱり、あちらの紺色のコートにします！　色が気に入ったので。それだって機能的に問題ないですよね？」

「こちらの品には劣りますが、機能的には問題ありません」

「では、こちらにします」

　強引に紺色のコートに決めてしまった私をユージーン様は不満そうにしていた。

　私は店を出て二人になったところでユージーン様に向き直った。

「ユージーン様、コートを買ってくださってありがとうございます」

「しかし、あっちの方がよかったのに」

「あのですね、アンダルト家の財政を考えると無駄遣いはなりません」

「私の収入はいい方だと思うが？」

「知っています。けれど、ここ数か月のメロウ様の散財を知っていますか？　盗まれた資産の総額は？」

「もちろん報告を受けているが……」

「城には大奥様をはじめとした多くの人間がいます。彼らの生活を保つにはそれなりの経費がかかっています。アンダルトは大変環境の良い職場ですし、使用人たちにも十分に報酬を支払っています。今、すこしでも出費は控えるべきです」

「少しでも良いものを買ってやりたいという男心もわかってほしい気はするが……しかしダリアほどアンダルトのことを考えてくれる者はいないな」

「私の言いたいことは伝わっていますか？」

「そうだな、結婚は失敗だった。私はダリアを諦めるべきではなかった」

　ユージーン様はそんなことを言って私の頭をわしゃわしゃとかき乱してしまった。

「やめてください。せっかく髪をまとめているのに」

「髪は下ろした方が似合う。私の好みだ」

「……う」

　そんなふうに笑いかけるなんて卑怯だ。

　ああ、かっこいい……もう、なんて素敵なんだろう。

　ダメよ、ダリア。意識をちゃんと保つのよ。

　そうして街を歩いて装備や携帯食を吟味しているとユージーン様に串焼きを差し出された。

「少し用事があるから、ここで待っていてくれ」

　串焼きを受け取って木陰の石段の上に座らされる。

　私を置いて行く用事ってなんだろう……。

「ついて行ってはいけませんか？」

「……ダリアを無駄に歩かせたくないからな」

　そう言われると、言い返せない。私は大人しくその場に座った。

　座って串焼きを食べ始めた私を確認してからユージーン様が商店街の方へ戻っていく。

　……怪しい。

　私は串焼きに夢中になっているふりをしてユージーン様が行く先を目で追った。

　角を曲がったのを確認すると串焼きを一気に食べて、後を追った。貞操帯のせいでガニ股だけど、走るくらいはもうお手のものだ。

　イケメンかつ背の高いユージーン様は目立つので、後をつけるのは簡単だった。そして、彼が入って行ったのは薬屋だった。

　私が窓の外から中の様子を窺っていると何やら紫の瓶を指さして丸薬を買うユージーン様。私はその姿を見届け、ユージーン様が店から出て行った後に入っていった。

「いらっしゃいませ」

「すみません、屋敷の主人に頼まれて薬を買いに来たのですが」

「どういったものをご所望で？」

「その紫の瓶の丸薬です」

「えっ」

「そう聞いてきましたが」

「これは特別な許可証がないと買えない代物です」

「毒なのですか!?」

「お、お客様！　なんてこと言うんですか！　私どもの店では毒など扱っておりません！」

「す、すみません……けれど確かに頼まれてきたので、買って戻らないことには叱られてしまいます」

「……何かの間違いですよ。こんな薬を一般人が必要とすることはないのですから」

「せめてどんなお薬か聞かせていただけませんか？　私も納得しないことには引き下がれません」

　私がそう言うと店主の女性はしかめ面をしてからため息をついた。

「特別に教えて差し上げますが、人に言ってはなりませんよ」

「はい」

　そう言って店主は私に耳打ちして教えてくれた。

「性的興奮を抑える薬です。あなたのご主人が求めるものではないでしょう？」

「……そ、そうですね」

　それを聞いて私は妙に納得した。

　そうか、回復ポーションを使うと性的大興奮が起こるから、こういった薬があるんだ。

　すると、ユージーン様は今後のためにそれを買ってくれたんだ。

　なるほど。なるほど。

　毎回あれではもう使いたくないって思っていたので助かる。

　私は心の中でユージーン様に感謝しながら石段へと戻った。

「ダリア！　どこへ行っていたんだ。待っていなさいと言ったろう」

「すみません、ユージーン様。食べ終わった串を捨てに行っていたんです」

「ああ、そうか」

　私の言葉にすんなり納得したユージーン様にホッとすると、荷物を持って宿へと戻った。

　そして夕食を食べ、交代でお風呂に入り、ベッド……は一つしかないので端に寝ころんだ。変な話、貞操帯で守られているおかげでユージーン様と一線を越えることはない。

　明日また馬に乗ると痛くなるのかな、と少し不安になりながらウトウトしているとユージーン様が何やら荷物の中から出してきた。

「ダリア、明日の為に回復ポーションを湿布する」

「え？」

「あらかじめ軟膏にポーションを混ぜて塗るとその個所の傷を防げる。浸透させる必要があるから前の日に塗っておくといい。こっちに寝ころびなさい」

　そう言ってユージーン様は私をベッドの中央に誘導した。前もって傷が防げるなら馬に乗るのも怖くない。

　なんて素晴らしい使い方なのだろう。

　それであの薬を手に入れてくれたのだ。

　今日みたいに馬に乗ればまた貞操帯がこすれて大惨事になることは目に見えているから、対策を考えてくれていたのだ。

　さすがユージーン様！

「お願いします」

「では仰向けになって、スカートをあげなさい」

　ユージーン様に言われて私はベッドに寝そべるとスカートの裾を掴んで持ち上げる。

　布が下半身を滑る感触がして、下半身がスースーした。あられのない姿をユージーン様に晒していると思うと顔から火が噴きそうだった。

　ああ、自分でユージーン様に貞操帯を見せるなんて、とんでもないことをしている。

「少し冷たいが我慢してくれ」

「んっ」

　貞操帯の隙間に軟膏を塗られる。ひんやりと清涼感があり、ポーションは肌にすぐ馴染んでいくようだ。

　腰のベルトの下にもぐった指は割れ目の方へと進む。そこが痛くなるのだから、塗ってもらうのは当然だけれど、なんともいえない気分。

　軟膏を指で丁寧で塗りこんでいくユージーン様にやましい気持ちなどないだろうに、私の心はやましさ満載だった。

　股のところを塗り出した指に変な声を上げてしまいそうになって口を押さえる。

　そこ……、そこが気持ちいいところで。

　はっ、ダメダメ、なにを考えているのよ。

　いや、そんなに丁寧に塗らなくても……ああ。

「次はうつぶせに」

　その声で、ハッと我に返って体を起こして今度はうつぶせになる。

　尻の割れ目に軟膏が塗られていく。ユージーン様の指が溝をなぞるのにゾクゾクが止まらない。

「ううっ……」

　ぬるぬる塗られてしまうのも卑猥極まりないのだけれど、だんだんとじんじんしてくる下半身……。入り口がひりひりと熱く、刺激を求めだす。

　このままだとまた快感を求めてユージーン様の目の前で悶絶してしまう。

「ダリア……どうだ？」

「ユ、ユージーン様……あの、体がだんだんと熱くなってきてしまって……」

　早く、薬をください。と暗に訴えてみる。

「興奮してきたか」

「ハア、ハア、ハア……マズいです、早く」

　私の状態を見ているのにユージーン様が薬をくれる様子はなかった。それどころか彼は私のブラウスのボタンをプチプチと外し始める。

「ひゃあうううっ」

　そして、私の胸を刺激し始めた。な、なぜ……！

「下は自分で慰めるといい」

　当然のように言われて戸惑っていると、親切心からかユージーン様が私の手を秘所にもっていった。

　いや、そうじゃなくて、く、薬は!?

　しかしもう余裕などなく、刺激が欲しくてどうしようもなかった。自分で敏感な粒に指を這わせると、くるくるとそこを刺激した。

「ハア、ハア、ハア……ん、んーっ」

　胸をふわふわと彼の手が掴んでいる。ユージーン様が自分にふれているというだけでもどうしようもなく興奮してしまう。

　ああ、もうすでに気持ちがいい。

　もっと、もっと強く刺激してくれてもいい。

「キスしようか、ダリア」

　視線を上げるとユージーン様の顔がすぐそばにあった。

　ちゅっ、ちゅっとついばむようなキスが繰り返される。そのままゆっくり首筋に唇が下がっていった。剥き出しにした乳首をちゅぱっと口に含んだユージーン様は舌でレロレロと刺激し始める。

「やあああんっ」

　吸い上げられて、刺激されて、気持ちよさにすぐに快感の波が押し寄せる。

　しかしなにより興奮するのは、推しであるユージーン様が私の乳首をいやらしく弄んでいるビジュアルである。

　こんな色気がある顔も……イイ！　子宮がキュンキュンしっぱなしで辛い！

　せめて声を出さないように片手で押さえて頑張っていると、ユージーン様にその手を外されてしまう。

「ダリアの甘い声を聞かせてくれ」

「ん、んんつ、ダメです」

「どうしてダメなんだ？」

「は、恥ずかしいから……」

　私が答えるとカリ、と乳首を甘噛みされてしまった。

「ひゃあああんっ」

　その刺激に体がビクビクと震えて、絶頂に導かれる。

　気持ちよさに目尻に涙が浮かぶ。

「気持ちよかったか？」

　聞かれて羞恥に顔を赤くしながらこくりと頷く。

　するとユージーン様がまた上に乗り上げてきて、私の唇を奪うようにキスを仕掛けてくる。もう、頭がぼーっとして、キスの気持ちよさに体が震える。

　舌がこすれ合って、クチャクチャと唾液が混ざる音がする。

　だんだんと、こんなに気持ちがいいのに私はなにを拒むのだろうか、と考えてしまう。

　快感に負けた私の脳みそは思考停止状態。ひたすら気持ちいいことを求めてユージーン様の舌をとらえるように自分の舌を動かした。

「ん、んんんっ、きゃうっ」

　その間もユージーン様は乳首を指で押しつぶすようにして刺激を与え続ける。

　子宮が熱くて、求めるようにキュウキュウと収縮するのがわかる。

　指で中を必死に擦るが、もどかしい刺激でしかない。貞操帯がなければ、私はきっとユージーン様に土下座する勢いで挿いれて欲しいと懇願してしまっていただろう。

「んあああ、あああああーっ！」

　そうして私は声を上げてイッた。

　ユージーン様に見られながら……。うう。

「落ち着いたな……」

　そうして私はやがて疲れてクタクタになった。そんな私の体をユージーン様はタオルで優しく綺麗にしてくれた。

　もうね、されるがままってやつですよ……情けない。

　心地よさにうとうととしてしまい、そのうちに寝てしまった。

　しばらくしてカタコトと音がしてハッと目を覚ます。周りを見渡すといるはずのユージーン様の姿がない。

　テーブルの上には水の入ったコップと薬がある。あの、紫色の瓶に入っていた丸薬の入った袋だ。それはまるでこれから飲むために用意されているようだった。

　あれ？　私、結局もらわなかったよね……。もう落ち着いたから飲む必要はない。どうせなら早く飲ませてほしかったのに。

　耳を澄ますとバスルームの方から音がする。私はベッドから下りてバスルームに向かった。

　そこからは息づかいとシャワーの水音が聞こえてきた。

「ぐう……」

　うめき声が聞こえてきて、まさかユージーン様が具合が悪くなって倒れているのではないかと慌てた。

「ユージーン様、ご無事ですか!?」

　焦った私は声をかけると同時にバスルームのドアを開け放した。

「え、ダ、ダリア？」

　ドアから湯けむりがモワリと出てくる。その向こうに見えたユージーン様の姿は全裸であり……そして片手には、立派に上を向いた男の人の象徴が握られていた。

「ダリア。いくらなんでもデリカシーというものが足りない」

　そうしてシャワーを止めたユージーン様は何とも言えない表情でバスローブを羽織って出てきた。

　ベッドに並んで腰を掛けるととても気まずかった。

「その……あれは性的興奮を抑える薬ですよね？」

　テーブルの上の丸薬を指さすとユージーン様が驚いた顔で私を見た。

「どうして知ってる？」

「ええと、たまたま知ってしまったんです。あの、私が飲めばよかったのではないですか？」

「たまたま？」

「え、ええと」

「正直にいいなさい」

「ごめんなさい。その……気になって」

「ハア……。後をつけたんだな」

「ご、ごめんなさい」

　ため息をついたユージーン様は薬の入った袋を手にもって私に見せた。

「この薬を飲めば性欲は収まるが倦怠感がでる。体を鍛えていないダリアだと明日はだるくて体が動かなくなる……私が飲むために買ったんだ」

「どうしてユージーン様が飲むんですか？」

「先ほど見たのにわからないか？　私だって正常な成人男性だ。好きな女の乱れる姿をみてなにも感じないわけがない。ダリアが発散する手伝いをするたびに興奮している」

「えっ……」

　ちょっと、まって。ええと。

　す、好きな女？

　い、いやいやいやいや……、それより倦怠感が出るから私には飲ませなかったのか。

　目の前で薬を飲もうとするユージーン様の手を思わず止めた。

「ダリア、それでは飲めない」

「倦怠感が出るのに飲むんですか？」

「お前にバレでしまったのにもう一度バスルームで一人でしろと？　どうせ落ち着かなかったら飲むつもりで用意していたのだから気にするな……このまま興奮したままでは眠れない」

「わ、私が手伝います」

「意味を分かって言っているのか？」

「私だってユージーン様に、て、手伝ってもらったんです。ですから」

　いくら鍛えているユージーン様でも、できれば飲みたくなかったのだとわかるのに目の前で飲ますわけにはいかない。

「だったら……自分で服を脱げるというのか？」

　試すようにユージーン様がそう言った。「ほら、できないだろう？」とその目が言っている。

　しかし私を甘く見ないでほしい。ユージーン様のためならば、私はそのくらい朝飯前である。

「ダ、ダリア……」

　さっさと服を脱いだ私に驚いた声を上げるユージーン様。

　恥ずかしいけれど、でも、私で興奮するなら……ちょっと嬉しい。

　貞操帯だけになった私にユージーン様の視線が向けられているのがわかると体が熱い。

「次はどうしますか」

　そう言うとユージーン様がたじろぐ。

　私は彼との距離を詰めて、不自然に盛り上がった箇所をそっと手で触れた。

「まっ……」

「教えてください。どうしたら……気持ちいいですか？」

　私の手を止めたユージーン様の手の力が私の言葉で緩んだ。

「直接触ってくれ……」

　観念した声が聞こえて、私は触りやすいようにユージーン様の足の間に座った。ガウンに手をかけて紐をとるとビヨン、と出てきた男性の象徴……。

　お、思っていたより大きくてグロい。しかし、ビビッていることはバレたくなかった。

　きょ……巨大ミミズのよう……。

　いやいや、違う。これは愛するユージーン様の一部なんだから。

　決心した私は肉棒を両手でそっと掴んだ。

「もう少し強く掴んでもいい。そう、そのくらいで……手を上下に動かしてくれ」

「こう、ですか？」

　言われるままに手を動かす。仰ぎ見るとユージーン様がとんでもない色気のある顔で私を見ている。

　どうしよう……私の方が興奮してくる。

「ああ、そのまま……くうっ」

　良かった、気持ちよさそうだ。一生懸命手を上下に動かしていると、先の鈴口から透明な液体がぷくりと出てくる。

　なんだろう、と思いながらなんとなく確かめたくなって誘われるように舌を出してそれをペロリと舌ですくいとった。

　私に好きにさせていたユージーン様がハアハアと息を吐いてこちらの姿を眺めている。視線を感じながらだんだんと愛おしくなって、ペロペロと舌で刺激しながら手を動かした。

「……口に入れられるか？」

　まさかそんなことを言われると思わなかったが、女子同士の猥談で口でするか、できるか問題の話は出たことがある。

「口で……」

「あ、いや、忘れてくれ……。そのままで十分だ」

　遠慮してユージーン様がそんなことを言う。私は絶対にしたくないと思っていたが、こんな顔のユージーン様が見られるのだったら正直抵抗なんてなかった。

　口を開くとぱくりとそれを口に誘い入れる。肉棒は思っていたより大きくて、口いっぱいになってしまった。顎がはずれそう。

「んぐ……」

　舌を動かして刺激してみるとユージーン様はますます顔を赤くしてエロくなった。

　その顔をもっと見たくて、もっと乱れさせたくて、手でした動きを口で再現する。

　夢中になって続けているとユージーン様の指が私の乳首をつまんだ。

「ん、んんんっ」

「続けてくれ……ダリア」

　胸に刺激を受けながら、肉棒に刺激を与える。自分の秘所からたらたらと蜜が溢れているのがわかった。

　ユージーン様の大切なところを口に含みながら、乳首をつねられている自分に興奮してしまう。

「……ぐ、イキそうだ……出るから、顔を離しなさい……」

　射精が近づいたのか、ユージーン様がそう言う。けれど、私はだんだんと愛おしくなってきた彼の分身を離さなかった。

　ああ、推しのイキ顔が拝めるなんて！

「ダリア……口の中に放ってしまうからっ」

「ん……」

　絶対離すものかと肉棒をジュッと吸い上げると、ユージーン様の切羽詰まった色気のある声が聞える。

　いつも高潔なユージーン様のこんな顔も、あんな声も、私にとってご褒美でしかなかった。

「ダリアッ！　……くううっ」

　とうとう我慢できなかったのかユージーン様が私の口の中で爆ぜる。

「んんっ」

　ビュッ、ビュッと熱が口の中ではじけ、思わず口を離してしまいそうになるのをぎりぎり我慢。何とも言えない性の香りが鼻に抜けた。

　さすがに苦しかったけれど、こぼしてはいけないと口をすぼめて肉棒を吸い上げながら出した。

　ああ、ユージーン様の子種が口の中に！

「ハア、ハア、ハア……」

　粗いユージーン様の吐息がセクシーでどうにかなりそう。

　けれど口の中のものをどうしていいかわからずユージーン様を見ると、彼は両手を掬うように私のあごの下に出してきた。

「吐きなさい」

　手の上に？　そんなことはできないと首を振ると、ぐいとまた手を出してきた。

「ダリア」

　強く言われて口を開け、ドロリと私の唾液と混じった精液を手のひらの上に出した。

「気持ちよくなかったのですか？」

　ようやく声を出して聞くとユージーン様は困ったような顔をした。

「気持ちよすぎて、困る。どこかでやってはいないだろうな」

「心外です。こんなこと……キスだって、ユージーン様が初めてだったのに」

「そ、そうか……すまない。そういう意味じゃない。その、よすぎて……想像上で嫉妬してしまった」

「嫉妬……あの、ユージーン様は私を……もしかして、その、す、好きなのですか？」

「私が好きでもない女性とこんなことをすると？　そもそもダリアに結婚しようと言っているのだぞ？」

「結婚は傷つけられた者同士のお情けかと……」

　思い切って聞いて声が震える。これほど破壊力がすごいことはない。

　手のひらの精液を処理して、私の口を優しく布でぬぐうとユージーン様が私をベッドに戻した。

「武器庫で私が『傷つけられた者同士』と言ったのは……なんというか、私にも悔しい気持ちがあったからだ」

「それは心中お察しいたします。新妻と部下に裏切られてしまったのですから」

「違う」

「え？　違う？」

「悔しかったのはお前が散々私にプロポーズしておきながら、さっさとブルレイと婚約したことだ」

「私？」

「本当は幼いころから私たちは結婚の約束をしている。ダリアが忘れてしまっているだけだ。けれどそんなものになんの効力もないし、大人になったダリアがブルレイを選んで幸せになるなら、身を引こうと思った。ダリアは記憶を失くしているだろう？　それを盾にするのはずるいと思った」

「結婚の約束……ごめんなさい、覚えていません」

「……幼い時にしたものだから、気にしなくていい。でもこれ以上誤解するとよくないから、お前にははっきりと言う。……愛している、ダリア。それこそ、お前がアンダルトの屋敷に来る前から。私はずっとダリアと結婚すると信じていたんだ」

「へっ……」

「お前と私に血のつながりはない。気になるなら証明しよう。貞操帯が取れたら私を受け入れてほしい」

　愛している……。

　それは、私だって……。ずっと。

　でも、私は価値のない人間だから……。でも、それは誰が言った？

　私は……何を忘れているの？

　黒いドロドロしたものが足元に広がって私を飲み込んでいくような感覚がする。

　怖い……。

「あの……」

　私が戸惑っているとユージーン様が悲しい顔をした。こんな顔をさせたいわけじゃないのに。

「ダリアは私が大好きなんだよな？」

「それは……もちろん」

「混乱させるつもりはなかったんだ。今は、それでいい」

　私が不安なようにユージーン様も不安に見えた。

　その日は久しぶりに怖い夢をみた。

　人か人ではないような黒いものが私の足にまとわりつく。

　──誰もいらない子。

　──一人で生き残るなんて。

　酷いことを言われて、小さな私はわーん、わーんと泣いている。

　可愛そうになるけれど、小さな私を慰める言葉を思いつかない。

　──ダリア、怖い夢をみないように、おまじないをしよう。

　その時、声が聞えて、額にやわらかい感触がした。

　ああ、おまじないのキスをしてくれたのだ。

　そう思うと急に黒いものが消えて、辺りが明るくなった。

　シロツメクサを編んで指輪を作らないと。

　大好きなお兄様と結婚してもらうのだから。

　きっとお兄様はいつものように優しく『いいよ、大人になったらね』と答えてくれる。

　あれはアンダルトの城にある池に似ているけれど……そうでもない気もした……。




「さあ、行こうか」

　次の朝、目覚めてから思い返してみたけれど、夢の内容はすぐに忘れてしまった。

　怖いはずだったのに、いつの間にか穏やかな気持ちだ。

　私を馬に乗せたユージーン様は私を抱きしめるように密着してくる。

「ダリア……昨晩は責めるような真似をしてすまなかった」

「い、いえっ！」

　耳元でささやくように言ったユージーン様にドキッとしてしまう。

　なんだか申し訳なさすぎる。

　私にはない記憶がユージーン様にはあるのだ。

　いろいろとやらかしてそう……。

　どのみち今は貞操帯があってユージーン様とは（ギリ）結ばれない。

　けれど推しに迫られて、どうして拒めようか。

　兄妹でなければ、ユージーン様の望むことはすべて叶えてあげたいのだけれど……。

　でも、挿入以外は全部やっちゃってるよね……。

　あああ。

　回復ポーションの副作用はやっかいだけど、しっかり効いたのでその日の馬での移動は楽勝だった。

「どうだ、痛くはなっていないか？」

「それが、全然痛くありません。すごい効き目ですね！」

　昨日とは打って変わって快適な馬の上に上機嫌になる私。

「……そうか。ならば今日も使わなければならんな」

「えっ」

　ユージーン様がしれっとそんなことを言った。

　まさか、昨夜みたいなことを今日も？

「期待したか？」

「わ、えっ、そのっ」

　心を読んだかのようにユージーン様に言われて体が跳ねた。濃厚なスキンシップを思い出して私は顔が熱い。せめてもの救いは馬上でユージーン様に顔を見せないで済むことだ。

「私は……期待しているぞ」

「う」

　キャーッ！

　キャーッ！

　なにそれ、なにそれーっ！

　イケボで、ささやかれて、死ぬっ、心臓が止まって死んでしまうううううっ。

　けれど……。このまま流されていいのだろうか。

　愛されて望まれているのだから、兄妹でないとわかれば結婚すればいい。

　それなのに、体は許せても、結婚はできないと思うのはなぜなんだろう。









五章　イエローロックの魔法使い











　回復ポーションを使いながら夜は互いに慰め合って過ごし、砂漠に着いた。

　もうね、貞操帯だけが私を守っている最後の砦よ。

　ユージーン様は血が繋がっていないと思っているから毎晩愛を語りながら押せ押せモード。私だってその胸に飛び込みたいけれど……。

　ユージーン様のことは大好きなのにモヤモヤ。

「ここからは歩くから、ダリアはそのまま乗っていなさい」

　ここを越えればイエローロックはすぐそこだ。砂に足をとられる馬を引くためにユージーン様は馬を降りていた。

　私だけ馬に乗せてもらって申し訳ないが、砂漠を歩くと足手まといになるのは目に見えているので黙ってユージーン様の指示に従った。

　砂漠では昼間は日陰で過ごし、夜に移動することになる。

　夜は魔物が出るので緊張する。

　カキーン！

　ガツ、ガツガツ……。

　ユージーン様は私を毛布でくるんで馬の上に乗せ、なんでもないようにばっさばっさ魔物を倒していく。それが終われば解毒のために古代語の詠唱が始まる。

　一連の音がせわしなく聞こえるので順調に魔物が倒されているに違いない。

　怖くて外は覗けないけれど。

　しかし、さすが騎士団長。定期的に毛布からのぞき込まれて無事を確認されるけれど、息の乱れひとつない。

　そうして一晩中移動してから日がのぼる前に日陰に移動してテントを張った。

「ユージーン様、大丈夫ですか？　すみません、私ばっかり楽をしてしまって」

「貞操帯を付けているだけでも負担だ。馬に乗っているのも辛いのだから気に病むことはない」

「ですが……」

「さ、食事をして眠るとしよう」

「はい」

　それ以上は言うな、という強い視線に口をつぐんだ。

　砂漠で食事といっても携帯食を齧って水を飲むだけだ。干し肉と干し芋を食べ終わると、ころりと寝ころんだユージーン様が腕を広げた。

「ダリア」

　あのいい声で呼ばれては拒否できない。

　行きます、飛んで行きます！　今すぐに！

　見た目は観念したように装い、心躍らせながらユージーン様の逞しい腕の上に頭をちょこんと乗せた。

　ああ、腕枕してもらうなんて、これは夢か。

　もういつ死んでもいい。

「こら、滅多なことを言うんじゃない」

「あれっ、声に出てました!?」

　心の声を読まれたかと思ったけれど、普通に私の口から漏れたようだ。気をつけないと。

「お前は本当に私のことが好きだな……」

「はい。もう、気が狂いそうに好きです」

　素直に答えると、ハア、と呆れたため息が聞こえた。

「妻になるのになんの問題もないのに……」

「それははっきり血が繋がっていないとわかるまでダメです」

「繋がっていない」

「わからないでしょう？」

「それも、あいつに頼んで証明してもらおうか」

「あいつ？」

「これから会う魔法使いだ。テジといって優秀だが変わり者だ」

「変わり者」

「こんな私にも出来た親友なんだ。ダリアには仲良くしてほしい」

「承知しました」

　ユージーン様が『親友』だなんていうのは初めて聞いた。周りからは慕われているけれど、あまり友人は多くないのだ。

「では眠る前にポーションを使うか」

「う………」

　その言葉で慣らされた体が期待してムズムズし始める。じらしても仕方ないので私はボタンを外して身をゆだねる。

　貞操帯のベルトの隙間に塗られたポージョンがひやりと肌に浸透していった。

「ハア、ハア、ハア……」

　しばらくして副作用がくると、慣れたもので私は隙間から自分の指を入れて中を刺激する。

　その間ユージーン様の形のいい唇は私の乳首に吸い付いていた。

「私のも触ってくれ」

　イケボで懇願されて私はユージーン様の分身を服の外に解放する。

　巨大ミミズに見えていたそれも、今や愛おしいご本尊。優しく掴んで上下に手を動かして射精に導いた。

　私の体に興奮して、私の手で快楽を感じて果てるユージーン様はとてつもなく色っぽい。見ているだけでも最高潮に感じる。

　硬くなった乳首が刺激されて気持ちいい……。

　ユージーン様の舌が私の乳首を可愛がっているというだけで、有頂天になる。

　彼を独り占めしているという贅沢に酔いしれる。

　明日隕石が落ちても不思議ではない幸せ。

　もっと、もっと……気持ちいい顔を見たい。

「あむ……」

「ぐっ」

　体をずらして私が肉棒を口の中に引き込むと、それがピクピク動く。

　口の中で舌を動かして見上げると、それはもう愛おし気な顔で私を見つめているユージーン様の表情。

　それだけで私は歓喜して、イってしまいそうだ。

　ちゅぱ、ちゅぱと口をすぼませて先を刺激するとマスマスいい顔になる。

「ダリア、私も」

　体を離したユージーン様が私の足を割り開いて秘所をのぞき込む。ジンジンと熱いそこは貞操帯に覆われ、内ももにユージーン様の舌が這う。

「ん、んんっ」

　ビクビクと内ももが震えるが、一番欲しい場所には届かないもどかしさ……ユージーン様の舌はおへその窪みを刺激する。逃せない熱を体に溜めているときゅっ、と乳首をひねられた。

「はああああっんんっ」

　しかし軽くイっても熱はくすぶる。これではダメだと、体を持ち上げてユージーン様の肉棒に再び唇を這わせると、自分の指を秘所に沈めた。

　口いっぱいに愛おしい肉棒を含みながら、片手で自分を諌める。

　チャプチャプと音を立てながら中をかき回し、ユージーン様の顔を見ながら舌を動かした。

「ダリア、出る……」

　切羽詰まった声に私は動きを速める。

　顔を前後に動かしていると、ユージーン様が腰を引いた。

「ぐううっ」

　ビュッ、ビュッと熱い白濁が私の胸に吐き出される。同時に私も体を震わせてイッた。

　もちろん私は気持ちよかったし、彼を気持ちよくしたのだと思うと誇らしい気分になる。

　タラリと胸を伝った精子が落ちるとユージーン様が布でぬぐった。

　そのまま、優しく口づけをされ、ユージーン様の瞳が私を絡め取る。

「ダリア……愛している」

　愛しているなんて言われて拒むなんてできない。

　キスするたびに好きになってしまうのも困る。結局気持ちよさに負けた私はユージーン様の舌を追い、キスに没頭する。

　頭が真っ白になる、濃厚で愛しさが爆発してしまうキスは癖になってしまっていた。

　そうして一通り欲望を解放すると、簡単に服を整えて抱き合って眠った。

　こんな幸せな時間が続けばいいのに、と私は願う。

　それからも夜に小さな魔物を倒しながら砂漠を進み、昼間はテントで休み、ようやく砂漠を抜けることができた。

　砂地から出ることができた馬の足取りも軽い。大きな岩が立ち並ぶ横をすり抜けて、とうとう岩づくりの家に着いた。




「テジ、私だ。ユージーンだ」

　扉に向かって大きな声をだすと数分経って、中から長髪の綺麗な女性が出てきた。銀髪で髪の先の方は紫色だった。

　てっきり話しぶりから男の人だと思っていた私は驚いてしまった。

「どうしたんだ、ユージーン。わざわざこんなところまで」

　二人はハグしながらお互いの確認をして微笑みあっている。

　これは……。

　美男×美女の完璧な絵面なのでは？

　この神場面を心の額縁に納めなければ！

　でも、いつもなら興奮するだけの場面なのに胸がチクチクした。

「待ってくれ、ユージーン、あそこでこちらをガン見している子はお前の妻か？」

「あ、ああ。残念ながらまだ妻候補だ」

「妻候補？　俺の魔力の気配がする。貞操帯がついているから妻だろう？　しかし俺の想像していた妖婦ではない感じがするが……」

「それがな、実はこの子はダリアだ」

「え、ダリアってお前のことが大好きなのに結婚はしてくれなかった子か？」

「テジ、その話はちょっと…」

「あの時、酒に付き合わされた俺がどんなに……」

　テジさんのその言葉にピクリと反応してしまう。私のことを話しているくらい仲がいいのだ。というか、俺？

「は、初めましてダリア・ローレンスと申します」

「ああ、うん。俺はテジ。魔法使いだ。主に魔法具を取り扱っているんだ。貞操帯は確かメロウ様に作ってユージーンに渡したはずだが、どうしてダリアについているんだ？　ついているよな？」

「それが、よくわからないんです」

　見てもらった方が早いとスカートをまくり上げようと裾を握ると、その手をユージーン様に押さえられた。

「なにをするつもりだ、ダリア」

「え？　女性同士ですし、見てもらった方が早いかと」

　作った張本人だろうし、まずは貞操帯を見てもらおうと思ったのだがユージーン様が焦りだした。

「こ、こんなナリだが、テジは男だ！　大切な場所を晒してはならん！」

「え、だ、男性なのですか!?」

　大きな声を出したユージーン様を見てテジさんはニヤニヤしていた。

「はー……聞きしに勝る溺愛ぶりだな。どのみち見ないことにはわからんぞ」

「しかし！　無理だ！」

　そこまで嫌がるユージーン様に驚く。でも、貞操帯が取れないことには困る。私だってユージーン様以外の男性に下半身をさらすのは嫌だけれど、お医者様のようなものだと思えば……。

「貞操帯が取れないことには……困ります」

　私が小さくつぶやくと、ユージーン様がぐっと眉間にしわを寄せた。嫌そうな態度のユージーン様は気になったが、先に私はテジさんにこれまでの経緯を話した。

「詳しくは見てみないとわからないけど、ダリアちゃんはメロウ様の身代わりになったんだと思うよ」

「身代わりなんて可能なんですか？」

「自分で言うのもなんだけど、俺の魔法道具はよくできた作りでね。その上魔力も強いから簡単には外せないんだ。実際どんな刃物でも切れない。だからきっとメロウ様が雇った魔法使いは裏技をつかったのさ」

「裏技？」

「そう。なんとか数分は外せたんだろうけど、それ以上は無理だったんだろうね。外してもメロウ様に戻るように設定していたから、代わりに貞操帯をつける者が必要だったんだ」

「それでメロウはダリアに移してしまおうと考えたのか」

「たぶん、そうだろうね。浮気相手がダリアちゃんの婚約者ならダリアちゃんは邪魔者だろうし」

　なんてことだ。メロウ様のお世話もちゃんとしていたと思うのに。私の婚約者と逃げただけでなく、貞操帯まで押し付けるなんて。

「酷い……」

　呟く私に二人が同情的な視線を向けていた。

「とにかく………ダリアちゃんについた貞操帯を外すためにも見せてもらわないと」

　どちらにしてもそうしてもらわないと困る。ユージーン様の方を見つめると眉間のしわはますます深くなった。

「ダリアは嫁入り前なんだ」

「ダリアちゃんの恥ずかしい場所を見せたくないのはわかるけれど、誓って俺も変な気は起こさないし、そこでお前が見張っていればいいだろ？」

　テジさんが促してくれ、ユージーン様もしぶしぶ納得してくれた。

「うーん……これは、俺がつけた条件のまま綺麗に移されてしまっているな」

　ユージーン様からカギを預かって貞操帯を確認したテジさんが唸ってしまった。カギはカギ穴に入りはするのだが、回しても開くことはなかった。

「条件とは、なんですか？」

　その条件がそろわないので開かないというのだろうか。そう思って尋ねるとテジさんが困ったようにユージーン様を見た。

「まさか、アレか」

「そうだろうね」

　はあ、とため息をついたユージーン様は私のスカートを戻してから説明してくれた。

「王都の男たちと手を切ったといっても、結婚してアンダルトの城に入ってからもメロウは見栄えのいい異性に粉をかけていた。実際魔法騎士団員も数名誘われていたんだ。だからテジに相談したんだ。私の子を確実に産んでもらうにはどうしたらいいのかと」

「信用できるような女性じゃなかったんだよね。俺がちょっと調べたら王都でも固定の情夫以外に一晩限りの関係もあった。色狂いってのはああいう女性をいうのかも。俺は離婚しろって忠告したんだけど、ユージーンはダリアちゃんに振られて自暴自棄だったし、メロウ様の実家のつてで道を繋げる工事に着手できたところで聞いてもらえなかった」

「自暴自棄……」

「テジ、だから、その話はもういい。私は貞操帯に条件を付けてもらったんだ。その、ちゃんとメロウに月経が来てからカギが外れるようにと。他の男の子どもをはらんでいないことがわかってからでないと子作りは望めなかったからな」

「ユージーンに頼まれて俺はその貞操帯に条件を付けた。条件はもちろんカギでしか開けられないこと。そしてそれにはメロウ様の血液を一度でも含んでないといけないこと」

「ちょ、ちょっと、待ってください。もしかしてこの貞操帯はメロウ様の血液がついていないとカギが開かないってことですか？」

　青ざめた私がそう言うとテジさんは困った顔で頷いた。

「裏目に出るとは思いもしなかったな」

　ユージーン様の落胆した声。

「まさかメロウ様を見つけて条件を満たさないと、い、一生このままですか？」

「あー……いや、俺もいろいろ探ってみるから」

「それなら、今度はダリアの身代わりを立てて移せばいいのでは？」

　そこで黙っていたユージーン様が提案した。

「うーん、そう考えるのが普通だよね。それも試すことにしよう」

　色々と案も出て話も収まった時、ユージーン様が切り出した。

「テジ、もう一つ頼みがあるんだ」

「なんだよ」

「その、私とダリアに血がつながっていない証明をしてほしい」

「ええ？　なんでまたそんな……」

「ダリアがクソババアに俺と異母兄妹だと大ぼら吹かれていたんだ」

「え？」

「ダリアは私と異母兄妹だと信じている」

「まさか、それでダリアちゃんはユージーンを振ったっていうの？　血液採取して魔力検知すれば証明はできるけど、やらなくたって、二人の魔力の具合を見れば兄妹じゃないってわかるよ」

「ダリア、テジが違うと言っている」

「そうですけど……」

　私が首のホクロを触っているとユージーン様はハア、とため息をついた。

　そこでジッと私を見ていたテジさんが口を開いた。

「なあ、ユージーン。これは俺のおせっかいな提案なんだけどさ。婆さんにそんなことを言われたのを抜きにしてもダリアちゃんは不安なんじゃないか？」

　それを聞いて、ハッとした。兄妹でなかったとして、素直にユージーン様の妻に収まれるのだろうか。私がふさわしいとは到底思えないし、両親が生きていたら反対しただろう。

「不安……なのか？」

　まごまごする私にユージーン様が尋ねた。

「それは……」

　好きだけでは解決できない問題があると思うのだ。

「まだ身分だなんだと思っているのか？」

　悔しそうなユージーン様になんて言っていいかわからないでいるとテジさんがフォローしてくれた。

「ユージーン、伯爵家の嫡男のお前にはわからないかもしれないけど、平民の俺や両親を亡くした後ろ盾のないダリアちゃんには大きなことだよ」

「しかし、なんの問題もない」

「問題がないかを決めるのはダリアちゃんだ」

「私の両親もダリアの両親も私たちの結婚を願っていたんだ」

「……私の両親が？」

　記憶にない両親。ユージーン様を疑うわけではないが、本当に願ってくれていたのだろうか。

「ダリアちゃんは記憶を思い出すべきだよ。故郷はトレーニアだったっけ。ちょうどここからも遠くない。自分を取り戻したいなら行くべきだ」

　トレーニアと聞いて私の体が強張る。その様子を見てユージーン様がテジさんに説明してくれた。

「テジ、ダリアに故郷の話は禁句なんだ。両親の記憶を戻そうとすると体が震えて発作が起きる」

　しかしそれを聞いてもテジさんは意見を通した。

「ダリアちゃんの記憶が戻ればきっと、結婚するべき人が誰かわかるはずだ。ユージーンが浮かばれなさ過ぎて俺はもどかしいよ。ねえ、ユージーンの記憶にあるダリアちゃんのご両親は幸せそうだった？」

「それは……もちろん」

「幼かったダリアちゃんが耐えられなかった辛い記憶も、今なら乗り越えられないかな。ユージーンだって支えてくれる。そこにはきっと辛いだけじゃない記憶だってあったはずだよ。俺のこと信じていいよ。実は魔力の波も見えるけど、人には見えないものも見えるんだ」

　テジさんが私の後ろを見て言うものだから、ちょっとドキッとした。

「なにが見えて……」

　私の問いにはウフフ、と笑ってテジさんは続けた。

「俺さ、ユージーンからいろいろ相談受けていたし、だいたいの事情はわかっているつもり。記憶を失くしたままだとダリアちゃんは心からユージーンを受け入れられないと思う。記憶を戻して向き合ってほしい。ダリアちゃんのご両親もそれを望んでいるんじゃないかな」

「……しかしダリアは」

　失くした記憶の中に……幸せな記憶がある。

　そんなふうに考えたことはなかった。

　必死になるユージーン様の顔を見て、自分になにか足りないものがあるような気になった。大切なものが、なにか……。

「ユージーン様、私を故郷に連れて行ってくれますか？」

「それはもちろん構わないが、大丈夫なのか？」

「胸がずっとモヤモヤしているんです。これが晴れないことには、気持ち悪くて。もう私は十歳の子供ではありません。これを機に向き合ってみようと思います」

　テジさんに背中を押されて、決断する。

　怖いけれど、きっとそれだけじゃない。

「無理することはないんだぞ」

「いえ……向き合うときが来たんだと思います」

「ダリア……」

「きっと一人ぼっちになったことを認めるのが嫌だったんだと思います」

　だから、ユージーン様とおそろいのホクロにすがってしまった。誰かと繋がっていたかった。

　私が告白するといたたまれない空気になってしまった。こういうのが苦手で黙っていたというのもある。

　親を亡くしたかわいそうな子。

　同情だったり、嫌悪だったり。私にとってそんな目で見られるのはとても辛いことだった。引き取ってもらった時に何週間も呆け続けて、面倒くさい子供だったと思う。それでも根気よく側にいてくれ、優しくしてくれたアンダルトの人たち。いつまでも両親に縋るのは優しくしてくれる周りの人たちにはよくないものだと子どもながら悟ったのだ。

　それからは両親の話はしないよう、考えないようにしていた。

　墓参りもしなかったのだから、両親には悪いことをしていた。

「両親に会いに行こうと思います」

　蓋をしてしまっていた記憶を開けて、自分が育った環境をもう一度見直してみるのもいいかもしれない。

　──愛している。

　そう言ってくれるユージーン様に応えるためにも。

「前向きになれたことはいいことだと思うよ。俺は貞操帯をどう外すかいろいろ考えてみる。隣の小屋が空いているから今夜はそこに泊まるといい。食事は……その辺のもので」

「わ、私、食事の用意をします」

「ほんと!?　いやあ、助かるなぁ。いつも干し芋かじってばっかりなんだ。楽しみにしているよ」

　そうしてテジさんの家に泊めてもらうことになった。

　とにかくこのままでは生活しづらいだろうということで、テジさんは貞操帯の素材を柔らかくする液を塗ってくれた。応急処置だがこれなら普段つけている下着と変わらない……脱げないだけで。

　でもこれで擦れて痛くなることはないと思うと心が軽い。

「しかし、メロウがしたことは許せんな。ダリアを身代わりにするなんて」

　テジさんが貸してくれた部屋の中に風を通してベッドを整えていると後ろでユージーン様が唸るように言っていた。

「大奥様を身代わりにしなくてよかったですよ。けれど二人はどこへ行ったのでしょうね。ブルレイの知り合いの線も当たっているんですよね？」

「しばらく待っていれば金がなくなって、城の美術品を売ったらすぐに足取りがつかめるはずだ」

「なるほど。メロウ様の散財のペースなら、すぐにお金は底をつくでしょうね」

「ブルレイが一番バカなことをしたのはお前を裏切ったことだ。……私にとっては幸運だったけれどな」

「いいえ、なにがあってもブルレイはユージーン様を裏切ってはなりませんでした」

　バカなブルレイ……。決して悪い人間じゃなかったと思うのに。

　夕食に簡単なものを作って振る舞うとテジさんがとてもおいしいと喜んでくれた。それをなぜだかユージーン様が誇らしげにしていた。

　それから湯あみをして小屋に入るとベッドを整えた。

「では、ユージーン様、おやすみなさいませ」

　そう言って私はソファに寝ころぼうとするとユージーン様に腕を掴まれた。

「どうしていきなり離れて寝るんだ？」

「え？　ですが……」

「いままで一つのベッドで一緒に眠っていたのに、急に嫌になったのか？」

「それは、ポーションの副作用があって」

　なかなかに濃厚な夜を過ごしていたからで……。

「ダリアが側にいるのに、触れられないなんて嫌だ」

「い、嫌だ？」

　そんな駄々をこねるような人じゃないと思っていたのに。なんかもうグイグイ来るんですけれど。

「貞操帯が外れてもダリアが安心できるまでは挿入しない。けれど、温もりを感じさせてくれ。私も不安なんだ」

「そ、挿入って……」

　なにを言い出すんだ。あの、高潔なユージーン様はどこへ行ったのだろう。

　しかし不安なんて言われて無視できるような私ではない。なによりそんなションボリした顔をさせたいわけじゃない。

「その、……そっちに行きます」

　チラチラとユージーン様のいるベッドを見ながら言うと嬉しそうに笑ったユージーン様が手を広げた。

　ま、眩しい！

　はあ！　尊い！　好きっ！

　ふらふらと向かう私が近くまで行くと腕を引かれてその逞しい胸に収まった。

「な、なにもしないと！」

「言ってないぞ」

　そうは言っていないけれども！

　慌ててもぞもぞと体を動かしてもがっしりと抱きしめられてしまってはもう動けなかった。

　諦めて腕の中で目を閉じるとユージーン様もそれ以上動く様子はなかった。

「大丈夫だ、ダリア。私たちは兄妹ではないし、そしてお前もアンダルトにとって価値のある人間だ」

　その言葉に目を瞑る。

　カディア様も亡くなったデニス様も両親のことを尊敬する人物だったと教えてくれた。

　母は父を裏切ってはいないのだろうか。

　異母兄妹はアメリア様の妄言……時々頓珍漢な発言をすることはあったけれど、ボケていたとは思わなかった。

「アンダルトの血が流れているなら、安心できるような気もしたんです。なによりも城にいることの理由にできると」

　私は兄妹だと思うことで無意識に安心していたのかもしれない。

「ダリアを諦めた時は、私もお前の兄でいようとした。……ダリアはブルレイを愛していたのだろう？」

「私にとってブルレイはユージーン様を尊敬する同志でした。カディア様にユージーン様との結婚を勧められて、断れなくなった時にブルレイが私にプロポーズしてくれたんです。ブルレイを利用した私は最低でした」

「それなら私もメロウを利用した最低な人間だな。しかもブルレイが同志どまりだったと聞いて嬉しく思ってしまう」

「ユージーン様はメロウ様を……」

「愛してはやれなかったな。しかし大事にしたいと思っていた」

　私たちは同じことをしていたんだと、顔を見合わせた。

「これは『傷つけられた者同士』でもないですね。反省します」

「しかし、あの二人は窃盗に駆け落ちだぞ」

「……ここまでされたら絶対的にあっちの方が悪いです」

　ははは、と笑い合うとユージーン様はそっと抱きしめてくれた。

　私は包み込まれる温もりに身を委ねた。

「おやすみなさい、ユージーン様」

「おやすみ、ダリア」

　まどろむ私にユージーン様は「愛している、ダリア」と言ってくれた。

　このモヤモヤを取り去って、本当の意味でその言葉に返すことができるようになりたいと思った。

　次の朝、ユージーン様の腕の中から抜け出した私は、朝食を作るためにテジさんの住む家の方に向かった。

　許可をもらっていた台所に入ると、人の気配がないのでテジさんもまだ眠っているようだ。

　大体のかまどのつくりは城と同じなので火を入れて鍋にお湯を沸かし、使っていいと言われた籠から野菜を選んでスープを作った。

「いい匂いだね。おはよう、ダリアちゃん」

　パンをこねているとテジさんが起きてきたようだった。

「おはようございます、テジさん」

　椅子を出してきたテジさんは私がパンをこねるのが面白いのか、目の前に座って作業を眺めていた。

　長い髪に美しい顔。とても綺麗な人だ。

「血がつながっていないってわかったんだから、貞操帯が取れたら、ユージーンの妻になるよね？」

「え？」

　唐突にそんなことを言われて驚いてしまう。すると私の顔を見てテジさんが笑った。

「あのさ、さすがにユージーンが気の毒でね。いつもはお節介なんて焼かないけれど、彼はこんな俺の唯一の親友だからさ。ユージーンとは学生の時からの付き合いなんだけど、初めて会った時からあいつは一人の女の子をずっと愛してた。何かにつけてのろけられていたんだから」

「あ、あの」

「もうわかるよね？　ユージーンはずっとダリアちゃんのことが好きだったの。自分のことを大好きだって、尽くして最優先してくれる女の子がいたらそりゃ惚れるよね。なのに成人を待っていたら他の男と婚約してしまうんだ。そりゃ落ち込んで変な女に引っかかってもおかしくない」

「メロウ様と結婚したのは私のせいなのですね」

「うん」

　はっきり言われると胸をえぐられるようだ。

「が、学生の時は恋人はできなかったのですか？」

「ユージーンの一途さを舐めちゃいけないよ。俺も身分が低かったからユージーンとの付き合いを考えたことは何度もあった。けれど、そんなことでユージーンから離れる方が失礼なんだってわかったんだ。俺も、君もユージーンに選ばれたんだ。あの恋愛には不器用で愛情深い彼にね。だから逃げないで受け止めてやってほしい」

「妻と友達はちがいます」

「だったらメロウ様が帰ってきて復縁した方がいい？」

「あんな、ユージーン様を大切にしない人はダメです！」

「ほらほらほら。だったら大切にするダリアちゃんでいいでしょ。大丈夫。血がつながってないのは俺が保証する。なんなら採血して正式な証明書をだしたっていい」

「……本当は血のつながりも捨てがたかったんだと思います」

「え？」

「だって、兄妹ならアンダルト家と切っても切れない縁があるでしょう。ずるいんですよ、私」

　デニス様は多く語らなかったけれど、両親とは伯爵家と貧乏男爵家という壁を乗り越えた幼馴染だった。その関係はちぐはぐであったに違いない。

　他の人に聞いた話だと、母の父はデニス様の元家庭教師で、年頃の子どもとの交流を考えて遊ばせていたようだ。そして大人になって両親は結婚し、子供のころの縁で別荘の管理も任されていたらしい。

　つまり、両親とデニス様夫婦は使用人と雇い主の関係だ。

　だから血のつながりがなくとも、私がユージーン様の妻になるのはとても身の程知らずなことだ。両親が生きていたらきっと止めていただろう。

「それならダリアちゃんはユージーンを甘く見ているんだな」

「え？」

　テジさんはニヤニヤとそう言うとそれ以上はなにも言わなかった。

　簡単な朝食を食べたあと、テジさんが今後の提案をしてくれた。

「いくつか案は考えたけど、そもそもメロウ様の血液がないと簡単じゃない。術をかけた時のメロウ様の血液を捨ててしまったことが悔やまれる」

「ああ、あれか。そもそも指の先を少し切ったくらいの血だからな。もしかしてあれがあったら外せたのか？」

「少なくとも少しの間はカギを外せたね。そうしたら別のものに貞操帯を移すこともできたんだろうけど……とりあえず、術を誤魔化して外すことを試みるよ」

　それから動物の血液やテジさん、ユージーン様、私の血液を採って薬と混ぜたり、いろいろと試したけれど、結局カギを開けることはできなかった。

「はあ……ここまでくると自分の術の完璧さに驚くよね。あー、俺天才すぎでしょ」

「やはりメロウの血液が必要か…」

「なにがなんでも見つけるしかないね。それか、もういっそのこと貞操帯をひたすら柔らかくしてのばすことを考えるか。それなら横からできるだろ……イテッ」

「一生これではダリアが困る。出産だってあるんだ」

　ゴツン、とユージーン様がテジさんの頭に拳骨を落とした。

　赤裸々すぎて私は言葉を失った。

「へーへー、ご馳走様。カギは外せないけど、メロウ様の位置はわかるようにできる。貞操帯の持ち主だからな。なんとしてでもメロウ様を見つけて血液をもらえ。それで貞操帯がダリアちゃんから離れるようにしておくから」

「ではメロウの血を使ってカギを開ければいいってことだな」

「そういうことだね。カギか貞操帯どちらかにメロウ様の血がつけば解除できるようにしておいたから」

「それで、どうやってメロウの場所を探る？」

「ええっとね、ダリアちゃん、こっちにきて」

「はい」

　テジさんの隣に行くと彼は薬瓶をユージーン様に渡した。

「この薬を貞操帯にかけて色に変化のあった方向にメロウ様がいる。色が深紅に近づくにつれ、メロウ様に近づいているってこと。さ、スカートを捲ってみて」

　テジさんの指示にスカートをあげようとするとユージーン様がそれを止めて私を担ぎ上げた。

「えっ？」

「他の男に肌を晒すなんて、なにを考えているんだ！」

「テジさんには貞操帯を見せないと、対処できませんよね？」

「ここで、私にだけ見せなさい」

　部屋の隅に私をその体で囲うとユージーン様が言う。彼はテジさんに見えないようにスカートをあげて薬をかけた。すると貞操帯の一部だけ少しだけ白くなる。

「なるほど、南の方向にいるってことか」

「これで闇雲に探さなくてすみますね」

「テジ、色が変化した。これでメロウを探せる。ありがとう」

「はあ、お前がそんなに嫉妬深いとはな。後は健闘を祈るよ。すまんな、俺が天才なばかりに苦労かけて」

「それじゃあ、さっそくメロウを探しに出発する」

「あ、これを持って行きな」

　テジさんが私にはピンクの薬の瓶を渡してくれた。

「これはなんですか？」

「ユージーンの方はメロウ様の位置を示すようになる薬。薬が蒸発したら効果が無くなるからな。で、ダリアちゃんの方は貞操帯を柔らかくする薬。こっちも時間がたつと硬くなるから」

　ユージーン様はさっさと薬を鞄に仕舞っていた。私も、と鞄を開けるとテジさんが私に耳打ちしてきた。

「この薬はかけた時が一番柔らかくなるんだ。だからダリアちゃんが体を許す気になったらユージーンに教えてやるといい。あんまり待たせてやるなよ」

「えっ！」

　そんなことを言われて顔が熱くなる。

　アタフタしながら瓶をしまっているとユージーン様がジッとこちらを窺っていた。

「なんだよ、ユージーン。俺はダリアちゃんにいいこと教えてあげただけだぞ」

　ニヤニヤと笑うテジさんにヒヤヒヤする。

「まあ、いい。世話になったからな。テジ、次に来るときはダリアを妻にしておく」

「ああ。祝い酒を用意して楽しみにしている」

　今度はユージーン様の言葉に容量オーバー。もう耳から蒸気が吹き出しそう。

「さあ、ダリア」

　結局馬は一頭しかいないのだからユージーン様の前に乗せてもらう。貞操帯が硬くないだけでこれだけ違うのかと思えるほど快適な座り心地だった。ユージーン様も気になっていたのか「大丈夫か」と何度も聞くのでそのたびに「快適です」と答えておいた。

「ありがとうございました！」

　振り向いてテジさんにお礼を言って手を振ると、テジさんも笑って見送ってくれた。

「テジさんはとても勉強家なんですね。魔道具も家の中にたくさん溢れていました。でも、全然変な人なんかじゃありませんでしたよ」

「それはダリアを気に入ったからだ。テジは人の魔力が見えるんだが、それが気に入らないと口も利かないからな」

「人の気持ちに敏感ですし、とてもそんなふうには見えませんでした」

「ひょうひょうとしているが、苦労しているからな。テジも両親を亡くしているから、ダリアに共感するものがあるのだろう」

「そうだったんですか」

「自分でも言っていたがテジの魔法学は専門家でも太刀打ちできない……天才なんだ」

「……あれ？　でも、そんなに優秀な人が辺鄙なイエローロックに住んでいるんですか？」

「建前では実験に取り組みやすい土地だと言っているが、テジは平民出身だからな。魔法学校では特別枠で、みんなの注目を浴びていろいろ嫌がらせも受けていた。あの容姿だから男でもいいという輩に力づくで襲われそうになったこともある。極力人付き合いをさけているんだ」

「なるほど、女性と見間違うくらい綺麗ですものね」

「身分なんて才能を前にすればくだらない」

　ユージーン様を仰ぎ見るとどこか遠くを見ているようだった。テジさんはずいぶんユージーン様に気を許しているように思えた。二人はきっととてもいい関係だったに違いない。

　学校にいる間のユージーン様は知らなかったけれど、垣間見れたようで嬉しい。

　美男と美男が……ぐふ、ぐふふふふふ。

　はあ。あの名門校の制服姿で並んだ姿を一度は目にしたかったかも。さぞかし眼福だっただろう。

「ダリア、変な声が聞えたが、腹でも鳴ったのか？」

「え？　ち、違います」

「痛くなったのか？」

「大丈夫です！」

　美男子たちの妄想をして下劣な笑いが口から漏れ出てしまっただけです。危ない、危ない。気を抜くと口に出てしまうから気をつけないと！

「この方向はトレーニア地方だな。ちょうどダリアの故郷もある。先にそちらに行くか？」

「やっぱり王都は避けたんですね。貞操帯を外すのが先ですから、メロウ様を追う方を優先いたしましょう」

「そうだな。アンダルトの城から盗みまで働いているのだからやすやすと見つかりそうな王都へは行かなかったのだろう」

「ブルレイは知り合いを頼ったのかしら」

　私の問いにユージーン様は答えなかった。やっぱりブルレイに裏切られたことは堪えているのだろう。

　ブルレイを見つけたら、ユージーン様は彼をどうするのだろう……暗い気持ちになりそうになって首を振る。まずはなんとかメロウ様を見つけて血をもらわないと！

「速度を上げるぞ」

　その声に私はユージーン様にしがみついた。

　しかし結局、貞操帯が指し示したのは私の故郷でもあるトレーニアの街だった。

「ブルレイとメロウ様が私の故郷に潜伏しているなんて運命を感じますね」

　トレーニアに近づいていくうちに険しい表情になるユージーン様。

　心配させまいとおどけて言うと、ポン、と頭を叩かれた。









六章　故郷とお墓参り











「ダリア、平気か？」

「来てみたら思っていたより平気でした」

　その名前を聞くだけでも体が強張っていた故郷へは、もう行くことはできないと思っていた。けれど足を踏み入れれば、なんてことのない普通の街である。

　私はなにを怖がっていたのだろうと思うが、そう思えるのも隣にユージーン様がいてくれるからに違いなかった。

「懐かしいな」

　中心部で宿を取って馬を預けると私はユージーン様と街並みを歩いた。小さいころに何度も来たというユージーン様は街の変わった部分を私に教えてくれた。

「ああ、あそこのパン屋が大きくなってる。ダリアのお気に入りだった」

　私の知らない私の情報。

　十歳の時まで住んでいた街。

　この街の少し外れたところに私たちの家とアンダルトの別荘があったらしい。

「私が両親と住んでいた家やアンダルト家の別荘はどうなったのですか？」

　私が聞くとユージーン様がその答えを教えてくれる。

「ダリアの両親の事故があってから、アンダルト家の別荘は売りに出したんだ。ダリアたちの家にはローレンスの親戚筋がきてすぐ住み着いている」

「そうだったんですね」

　ローレンスとは私の家名だ。親戚は誰も私を引き取るつもりはなかったのだから、その親戚筋は私には会いたくもないだろう。

　貞操帯に薬をかけてメロウ様の位置を探るとベルトはピンク色に変化した。

「メロウはこの街にいるな」

「なんとかして捕まえないと……」

　そうして移動していると、私の体に異変が起きた。

「ダリア、どうした？」

「あれ？　……お、おかしいな」

　街の大きな教会の前から私の足が動かなくなってしまった。

　自分でもわけがわからなくて呆然としてしまう。どうにか足を動かそうにも、無理に動こうとすると今度は体が震えてきた。

「とにかく、宿に戻ろう」

　ユージーン様に頷いて、引き返そうとした時、時間を示す教会の鐘の音が鳴った。

　ゴーン、ゴーンと広がる重厚な音……。

　私はこの音を知っている……。頭の奥からはザワザワと声が聞えてきた。

　──死んだって聞いてきてみれば面倒なことになった。

　──大した財産も残さずに、女の子じゃな……。

　──うちは無理よ。

　──うちだって無理だ。

　黒い、ドロドロした影たちの声がする。それらは私がいかに価値のない、いらない人間であるかを語っている。

「ああ、あああーっ」

　往来の真ん中で頭を抱えてしゃがんだ私を、ユージーン様が宿まで連れて行ってくれた。

「水を飲みなさい」

　脂汗を流していた私はコップを手渡されて、カラカラになった口に水を含んだ。

「ハア、ハア、ハア……」

「……一旦この街を出るか？」

　私が落ち着いてきたのを見てユージーン様が言った。

「でも、メロウ様を捕まえないと」

「ダリアがこんな状態では街を歩き回るのは無理だろう」

「どうして、こんな」

「もしかして、ブルレイはダリアのトラウマを知っているんじゃないか？」

　ユージーン様は険しい顔で私に尋ねた。

「婚約した時に両親のことと、地名を聞いただけで足が震えてお墓参りにも行けないことは告白しましたが……」

「私はメロウがここに潜伏しているのはブルレイが提案したんじゃないかと思っている。ここだとダリアは探しにこられないからな」

「まさか」

「偶然ではないだろう。ブルレイも、メロウも……お前を傷つける者は許さない」

「……貞操帯を押し付けて、私のトラウマを利用して……ブルレイにとって私はそんな存在だったんですね。はは……やっぱり、私なんてなんの価値もない人間なんだ」

「ダリア？」

「みんな、私を引き取りたくないと押し付け合っていました。売ったって買い手がつかないような屋敷と僅かな財産も、女の子の私には受け継ぐ権利もないんですって……。ごく潰しになるだけだって」

「……なにか思い出したのか？」

「葬式代ももったいないって言っていました。知らなかったんです、跡取りを産めないお母様が無能でそれを庇うお父様は欠陥品で、生まれた娘はいらない子だったなんて……」

「ダリア……それは、違う」

「デニス様が怒って私を連れ出してくれて、アンダルトの城に置いてくれました。でも、お兄様……私、城に来てわかったんです。こんな大きな城に住んでいる立派な人たちと自分が同じ立場なわけがないって。どうしてお兄様と結婚できるなんて夢みたいなこと信じていたんだろうって……！」

「落ち着きなさい」

　背中を摩られて、息を整える。頭の中はグチャグチャだった。

「私が知っている限りの知識は教えるが、どうする？」

　しばらく私の様子を見ていたユージーン様が切り出した。

「教えてください」

　私の言葉に頷いたユージーン様はソファに横並びに座った。

「ダリアにとっては辛い話になる」

　そんな前置きをされて、私はユージーン様の横顔を見据えた。

「察しているかもしれないが、ローレンス夫妻が崩落事故で亡くなった時、ダリアの親戚は誰一人ダリアを引き取ろうとはしなかった。そのくせ、屋敷とわずかな金銭は要求し合ってもめたそうだよ。遺体を入れるお棺もケチって騒いだそうだ」

　ああ、やっぱりな、と私は組んでいた手をぎゅっと握った。

　デニス様もカディア様も私を引き取った際の話はしなかった。「ダリアが可愛かったから攫ってきた」なんて言ってはぐらかしてきたのだ。それは不幸な事故を思い出させたくないだけではなかったのだ。

「元々、ダリアの両親は親戚と折り合いが悪かったらしい。ほとんど絶縁状態だったのだから、きっといろいろあったのだと思うよ。父と母が駆け付けた時はもう葬式も終わっていて……ローレンス家の財産をどう分けるかと言い争いになっていたらしい。ダリアのこともそっちのけで、それこそ悲しむ様子もなかったそうだ」

「そうですか」

「余程怖い思いをしたのかダリアは部屋の隅で震えていたんだそうだ。強引に連れて帰ったけれど、後悔はしていないと父が言っていた。私も父がダリアをアンダルトに連れてきて正解だったと思う」

「アンダルト家のみな様には助けてもらってばかりです」

「父はそうは思っていなかったぞ？　ダリアの両親は父の命の恩人だからな」

「命の恩人？」

「父が祖母と喧嘩して雨の中別荘を飛び出した時に、喘息の発作を起こしたことがあったようだ。ダリアの両親が何時間も雨の中捜してくれて、見つけてくれなかったら死んでいたと私は聞かされている」

「そんなことが……」

「元々、喘息持ちの父は幼少期をほとんど別荘ですごしていて、同い年だったダリアのご両親と小さいころから遊んでいたんだ。あれもした、これも楽しかったといつも両親たちは楽しそうに話していたぞ」

「とても仲がよかったんですね」

「私の両親とダリアの両親の間で身分の上下なんて感じたことはない。そんなものを通り越した友情があったんだと思う」

　またユージーン様の手がポンポンと私の頭に乗る。

　これが至上のご褒美だとバレているのではないだろうか。

「ダリアはいらない子なんかじゃない。大切な子だからこそアンダルトで引き取ったんだ。……まだダリアがトレーニアに来るのは早かったな。外に出ないようにして、ここで待っていてくれ。私が必ずメロウを探してつかまえるから」

　そんなことを言ってくれるユージーン様の腕の袖を引いた。私の貞操帯がなければ捜索に苦労するのは目に見えている。

　このまま……ユージーン様の優しさに甘えていてばかりではいけない。

　垣間見た黒くて恐ろしい記憶……でも、それだけじゃない。

　なによりも、私は目の前のユージーン様を信じればいいのだ。

「メロウ様を見つける前に少し、時間をいただけませんか。過去を取り戻そうと思います。両親と暮らしていた屋敷を訪ねてみたいと思うのですが」

　外から眺めるだけでもいい。きっと思い出すことはできるだろうから。

　ここで逃げたら、また私は体が震えて動かなくなってしまうだろう。もう子供じゃない。きっと記憶とも折り合いをつけることができる。

「無理しなくていいんだぞ」

「もう大方思い出してしまいました。近いうちにすべて思い出してしまいます。どうせなら、ほら、幸せだった両親の記憶を思い出したいです」

「……そこまで言うのなら、私も一緒に行こう」

「お願いします」

　ユージーン様の申し出がありがたかった。一人ではやっぱり怖かったから。

　どうやらユージーン様は親戚の連絡先を知っているようで、それからすぐに約束を取り付けてくれた。

「ダリアが決心したらいつでも遺品を引き渡す約束をしていたんだ。受け取れるようならそうすればいい」

　親戚から明日にでも取りにきていいと承諾をもらうと、さっそく次の日に私は両親の遺品を引き取りに昔住んでいた屋敷に向かった。

　もっと足がすくむかと思ったけれど、ユージーン様の温かい手が私を支えてくれた。

　屋敷に近づいてくると、小さかった自分が見た風景がだんだんと蘇るようだった。

　視線が低かったのだろう、猫の通り道に目印の少し変わった形の石……。

　どれも愛着のある屋敷に向かう道しるべだった。

「ユージーン様……、こっちです」

　それらに助けられながら、私は屋敷へ続く道を歩く。急に思い出した私に案内を任せてユージーン様がついてきてくれた。

　そうして見覚えがある古ぼけた屋敷にたどり着いた。それは記憶にあるのとはかけ離れた、雑草が茂るごちゃごちゃ物が置かれた屋敷になっていた。

　十年も経てば……そういうこともあるのかな。

　もう、私のいた場所ではないのだと改めて思う。

　前もってユージーン様が連絡をしていてくれたので、ノッカーを叩けば中から不機嫌そうな中年の男が出てきた。

「ああ、レスターの娘か」

「あの、父とはどういう……」

「私はお前の祖父の弟の子にあたる。わざわざ王都から戻ってこんな田舎のローレンス家を継いでやったんだからありがたく思え」

「そ、そうですか」

　大きくなったな、とか、久しぶりだな、とかの挨拶もない。葬式で会ったはずの親戚はひたすら迷惑だという顔だった。

　そこでドスッと音がして壁がパラパラと落ちた。

　ユージーン様が男のすぐ横の壁を殴ったのだ。

「挨拶もできないのか？　名前くらいは名のったらどうだ？」

「ひいいっ」

「ああ、申し遅れた。私はユージーン・アンダルトだ。事前に連絡したのだからわかるだろう」

「ガ、ガリオ・ローレンスです、は、伯爵様！」

　後ろから現れたユージーン様を見たとたん震えあがるガリオは屋敷の中に私たちを通してくれた。中に入れてもらえると思っていなかったので驚いた。

　キョロキョロと周りを見ながら埃まみれの屋敷を進むと、そこで主に生活しているのかテーブルの周りだけ埃が溜まっていない場所があった。

　他に住んでいる者もみあたらない。ガリオは独りのようだった。

　この国の法律では爵位は男性にしか引き継ぐことができない。私は一人娘だったので両親が亡くなってローレンスの爵位はこの人に引き継がれたのだ。

「見てわかるように私は独り身で、なんのおもてなしもできません。レスターの娘に遺品を渡すといっても、金目のものは売ってしまって何も残っていないのですが……」

　私に対した横柄な態度とは打って変わってユージーン様にはへこへこして話すガリオ。

　その顔に父の面影があるはずだと思ったが、よくわからなかった。私の中の両親の顔はなぜか真っ黒に塗りつぶしたようにしか思い出せない。

「金目のものでなくていい。ダリアに思い出が残るようなものはないのか？」

「ええと、処分しきれなかったものを入れている部屋があるので、そこからなら好きなだけ持って行ってもらってかまいません」

「案内してくれ」

　ガリオが案内してくれたのは子供部屋だった。以前私が使っていた部屋だ。

　ドアが開いて一歩そこに入ると、途端に蓋をしていた思い出が流れ出るように感じた。

「すまないが、ここは二人きりにしてくれ。済んだら知らせる」

　声の出ない私に代わってユージーン様がそう言ってくれた。喉に息が詰まってうまく呼吸ができない。

　ガリオがいなくなって、私はへなへなと床に膝をついた。埃が舞ってしまってユージーン様が窓を開けてくれた。

「あ……ああ」

　風が入って揺れたお気に入りのピンク色のカーテンは、すこし黄ばんでいる。

　ベッドに手を置くと母が寝かしつけに歌ってくれた歌が聞こえる気がした。

　もう一回、もう一回とねだっているといつも父も顔を出して二人で歌を歌ってくれた。

　不器用な母が作ってくれた人形はおそろいのドレスがあったはずだ。

　父の腕にぶら下がって、本を読むのを妨害して……。

　母が花瓶に花を生けるのを人形とおしゃべりしながら眺めた。

　決して裕福ではなかったけれど、手伝いに来てくれる下働きのおじさんとおばさんと……幸せに暮らしていた。

「ふううううっ」

　思い出すのが怖かった。

　あの日……。

　雨が降っていた。

　髪のリボンが気に入らないと、私は朝からふくれ面だった。

　そんな私をなだめた両親は手を引いて日曜の礼拝に向かっていた。

　他愛もないことを話しながら山道を行くと私の足元にころり、と石が転がって当たった。

　あ、と思った時にはもう、上から大きな岩が落ちてきていた。

「ダリアッ……」

　両親の声を聞いたのはそれが最後で……。

　どん、と背中を強く押されたことを覚えている。

　大きな衝撃とともに土煙が舞った。飛ばされて倒れた私は、やっとのことで体を起こして振り返った。

　そこにはさっきまでなかった大きな岩が落ちていて、両親の姿はなかった。

　ただ、岩の下からどろどろと血だまりが広がっていくのを私は呆然と見ていた。

　その場からどう移動したかは全く記憶にない。次の記憶はお葬式だ。

　遺体の損傷が酷くて、お棺に入れるのに苦労したと誰かが言っていた。

　変わり果てた両親の姿……。道の奥にいた父は特に……。

「ぐぇ……」

　ぐるぐると気持ち悪さに目が回るようだった。

「ダリア、ゆっくり息をするんだ。息を吐け」

　温かい手が私の背中にふれるとようやく呼吸の仕方を思い出した。

「ハー……ケホッ、ケホッ」

「出るか？」

　気づかったユージーン様が私を立たそうと腕をとった。私はその手を押さえてゆっくりと首を横に振った。

「ハア……ハアハア……だ、大丈夫……です」

「大丈夫じゃないだろう？　もう……」

「ここで！」

「え？」

「ここで、逃げたら、もう一生私は両親に向き合えないです。あんなに……愛してくれたのに。私を……大切に……なのに」

「……ダリア」

「ごめん……ごめんなさい。もっと、もっと早く来なきゃいけなかったのに。お父様、お母様……」

　あの時、私の背中をどちらが押したのかはわからない。でも助かったのは私だけだった。

　葬式の場に集まってきた親戚は私がいかに厄介者か演説し、押し付け合っていた。

　屋敷も、財産も親戚にとられ……居場所もなくなった十歳の子供になにができただろうか。様々な思いに蓋をしないと、私は生きていけなかったのだ。

　この部屋にはたくさんの両親との思いが詰まっている。

　震える手で額に入った家族の絵をつかむと、積もった埃をぬぐう。

　どうして忘れてしまっていたのだろう。こんなに優しい顔をした両親の顔を。

　少したれ目で、ふわりと笑う母と……。背は低かったけれど、きりっとした顔の父……。その間でお気に入りの黄色のドレスを着て笑う私がいる。

　手を広げれば抱きしめてくれて、寝る前に怖い夢を見ないように額にキスをしてくれた優しい両親。

　黒塗りに見えた両親の顔が肖像画の微笑みに代わる。そこから思い出した記憶は幸せなものばかりだった。

「ユージーン様……残っていました。テジさんが言っていたみたいに、両親の愛が……たくさん……残っていました」

　溢れ出すように思いだされる。屋敷の中を走り回った記憶。

　父がいて、母がいた。

　両親は誰が見ても愛し合っていたし、私は二人に愛されていた。

　呼吸を取り戻して落ち着いた頃には、随分と気持ちが安らかだった。

「よくあの庭で食事会をしましたね」

　窓の外に見える中庭でアンダルト家の人を招いてバーベキューをしたことを思い出す。アンダルトの別荘の方が設備は立派だったが、火を入れるのにいろいろ準備がかかるのですぐにできるローレンス家に呼んでいたのだ。

　身分の上下を感じていたなら、できなかったことだ。

　私はユージーン様を見上げた。彼は心配そうに私を見ていた。

「お兄様……」

　そう呟くとユージーン様が微笑んでくれた。

　小さなころからずっと憧れていた、別荘に遊びに来る年上のお兄様。まとわりつく私をユージーン様は嫌がったりしなかったし、誰もそれを止めることはなかった。

　そうだ、いつだって家族同士が集まった時、笑顔が溢れていた。

「……懐かしいな。ずっと私のことをそう呼んでいた。ダリア、お前が赤子の時から私は知っている。異母兄妹だなんてありえないんだ」

「ご、ごめんなさい……」

「謝ることはない」

「お、おか……お母様も……デニス様も疑ったりして……ひくっ……。独りぼっちになるのが怖かったんです。あ、浅はかな考えで、兄妹でも、どんな形でも、城に残って…………じ、自分の保身ばかり」

「そうか」

「思い出してみれば……はじめから……兄妹であるなんて、あ、ありえないのに」

「……たくさん、泣きなさい。お前はアンダルトに来てからもずっと泣かなかった。ただ、爪が食い込むくらい小さな手を握っていた。大丈夫だ。父は亡くなったが、私も母もいる。城のみんなにも慕われているじゃないか。独りになんてならない」

「うああああんっ」

　頭を撫でられて、涙腺が崩壊する。

　大好きだった両親。

　今まで思い出さなくてごめんなさい。

　会いに来なくてごめんなさい。

　久しぶりに声を上げて泣いた私をユージーン様はずっと抱きしめていてくれた。




「それだけでいいのか？」

「はい」

　落ち着いてから、私は持ち帰るものを選別した。ほとんどは処分していいものだ。

　そうして私は胸で抱えることのできるくらいの箱に遺品を詰めた。

　私が持っているものにチラリとだけ視線を寄こしたガリオに私は声をかけた。

「今後私がここにくることはありません。後は処分してくださって結構です。それと……今後はお互い一切かかわりがないようにお願いします」

「はっ、小娘が。こっちもお前なんぞお断りだ」

「黙れっ」

「ひいっ」

　ユージーン様の一喝にびびるガリオを私は見つめた。きっとこの男は自堕落な生活を続け両親が残したローレンス家の遺産を食いつぶして死んでいくのだろう。

「……ダリアが取り返したいなら、手を貸すぞ」

　屋敷を出てからユージーン様はそう言ってくれたが、私は屋敷や遺産に未練はなかった。

「私はこの箱の中のもので十分です。私が欲しいものはすべて取り返してきました」

　私が笑うとユージーン様は戸惑った顔をした。

　ここにこられたのは彼のおかげで。

　今笑えるのも彼のおかげだ。

　私はみんなに守られて幸せに暮らしていたんだと、心から思える。

　私を引き取ってくれたデニス様。それを許し、育ててくれたカディア様。

　両親が残してくれた財産はきっと強い友情だったんだ。

　そのままお墓参りに行こうとしたけれど、墓の場所が離れているので一度宿に帰ることになった。そうして部屋で持ち帰った母の日記を読んだ。

　そこには私がお腹に宿ってから生まれた時のことも書かれていた。

　日記を捲る音は部屋に響いているように感じた。

『レスターと考えてダリアという名前をつけた。庭に咲く白いダリアの花のように美しく、感謝の出来る、愛情深い子に育ってほしい』

　そして名前の由来を知る。これも大切な両親からのプレゼントだ。

　ぐすぐすと泣きながら読む私を心配しながらもユージーン様は静かに見守っていてくれた。

　これだけ愛されていたのだ。何を不安に思うのだろうか。

　そっと私を見守りながら部屋の隅で剣をみがいているユージーン様が目に入る。

　父も、母も、小さいころから知っているユージーン様との結婚を反対なんてしなかっただろう。それどころか私のプロポーズを応援していた。

　最後のページはきっと崩落事故の前のもので、そこにはたわいのないことが書いてあった。

『ダリアが喧嘩したお友達と仲直りしたと言って学校から帰ってきた。

　ご褒美に好きなものを作ってあげたらレスターが自分に作ってくれたと勘違いしていた。どうやら私は結婚記念日を忘れていたようだ』

　その日のことは覚えていた。

　前の日に学校で友達と喧嘩してしょげた私を母が慰めてくれたのだ。

　花束を持って帰ってきた父は好物を作って待ってくれていたと感激して母を抱きしめていた。あの時の母の微妙な顔はこういう意味だったのだろう。

「ふふふ」

　少しとぼけたところもあったけれど、愛し合う両親を見て育った。私もそんな夫婦になりたいと憧れていた。

　愛し合う夫婦に、私たちもなれるのだろうか。

　じっと眺めているとそれに気づいたユージーン様が顔を上げた。

「どうした？　やっぱりあの失礼な奴をとっちめるか？」

　どうやらずっとそんなことを考えていた彼に笑ってしまった。

「ユージーン様の妻にしていただいてもいいでしょうか」

　私の言葉にユージーン様は息をのんだ後、剣をしまい、私の隣に座った。

「私も望んでいると知っているだろう。二度も振る真似はしないでくれ。さすがに凹むどころではすまない」

「愛しています、お兄様、結婚してください」

　ポケットの中にたくさんのお菓子をつめては大好きなお兄様の後ろを付いて回った。作戦通り「あぶないよ、ダリア」と言って抱き上げてもらうと、私はお菓子を渡してお願いした。

「おにいしゃま、ダリアとけっこんしてくらさい」

　そうして、ませたことを言う私に決まってお兄様は「大きくなったらね」と答えてくれたのだ。

「思い出したのか？」

　幼いころのプロポーズをまねてみるとユージーン様が笑った。

「小さい頃は恥ずかしいくらいユージーン様に求婚しましたね」

「なかなか情熱的だったぞ。ダリアは隠しもせずに私のことが大好きだと言いまわっていたからな」

「あはははは……」

　あんなに好意を示してくれていた子がいざ大きくなると結婚を拒否……そりゃあユージーン様はさぞかし混乱しただろう。

「小さいころに限らず、ダリアは私が大好きだがな」

「そ、そんなにわかりやすいですか？」

　自信たっぷりのユージーン様は笑う。

「おかしなファンクラブを作っているのも知っているし、私が学校から帰省する時は好物をわざわざ隣町まで探して揃えてくれていた。制服の裾をいつもきれいに直してくれていたのもダリアだ」

　わ、私の陰の推し活がバレてしまっている。

　……ユージーン様が私のことを気持ち悪いって思う人じゃなくてよかった。

「武具を磨いていたのもそうだろう？　私も身分は関係ない。私のことを想ってくれるダリアを妻にしたいんだ。一度はブルレイと婚約してしまって諦めたが、もうダリアを誰にも渡す気はない。観念してくれ」

「アメリア様はどうして私にユージーン様と異母兄妹だなんて言ったのでしょうか」

「バアさんは母を嫌っていたからな。なんでも難癖付けられるものはつけたんだろう」

「私の首のホクロはユージーン様とおそろいなんです。ちょっとそれを誇らしく思っていました」

「おそろいを喜ぶのはいいが、バアさんが勘違いした元凶だな」

「……あのアメリア様がペンダントまで作ってくださったのですものね」

「そういえばペンダントもあったな。いっそわかりやすくボケてくれていたらよかったのに」

「孫だと勘違いしてもらっていたおかげで私は優しくしていただけたのですけれどね」

「その点だけはよかったのかもしれんな」

　その言葉に二人で顔を見合わせて笑った。

　大きなユージーン様の手が私の頬に触れるとその心地よさに身を委ねた。

「大丈夫だ。私はずっとそばにいる。それに結婚して私とダリアの子が出来れば、安心できるんじゃないか？」

「……ユ、ユージーン様との子ども」

　ユージーン様はそんな提案をしてくれた。

　幸せな家族……。

「そのためには絶対にメロウを見つけるぞ」

　顔を上げれば自然と唇が重なった。

「ん……」

　世界一優しくて頼もしいお兄様。

　なんてイケメン……。

　こんなに間近で顔が拝める日がくるなんて。いや、間近どころではない。

　唇が、くっついているのだ。

　イヤイヤ、くっついているどころか舌まで絡め合って……。

「はあああ……」

　どさりとベッドに沈められると覆いかぶさってきたユージーン様にキスをされながら胸を掴まれた。

　そのうちスカートの中に入ってきた手が貞操帯のベルトをなぞると、何とも言えないような焦れた感触がした。

　そこで、私はテジさんの言葉を思い出した。

「ユージーン様、私、貞操帯が柔らかくなる薬をもらっています」

「それがどうした？」

「塗ってすぐなら……横に広げられるのではないかって、テジさんが……」

　私の言葉を聞いてユージーン様が固まった。

　そ、そうよね!?　急に横から入れたらどうだって提案されたら驚くよね！

　あー……引かれちゃったかな。まいったな。また、はしたないって怒られちゃうかも。

「あの、やっぱり……」

「どこだ？」

「は？」

「その薬はどこにある」

「ええと……」

　私が鞄からテジさんにもらった薬を出してくると、受け取ったユージーン様はためらいもなく蓋を開けた。

　タラリ。

　そしてむき出された貞操帯に垂らされる薬。ほどなくして貞操帯のベルトが柔らかくなった。

「ダリア……いろいろともう限界だ」

「はい？　え、えええっ！」

　私の足をガバリと両側に開いたユージーン様が貞操帯のベルトを横にずらした。

　そして、私の秘所を確認するとべろべろと舌で愛撫し始めた。

「や、やあああんっ」

「なるほど、柔らかいとすんなり入るな」

　そして、その太い指を私の秘所にズプリと沈めてきた。

「ひゃっ」

　浅いところしか刺激を受けたことのなかったそこは深く太い指を受け入れる。その衝撃に体はビクビクと震え、私の反応を見たユージーン様がさらに指を増やして刺激を与えた。

「溢れてきたぞ」

　チャクチャクと水音が派手になってくると指が中で暴れる。肉壁を指で引っ掻くように刺激されると、わけが分からなくなるくらい気持ちが良かった。

「ハア、ハア、ハア……くううんっ」

　でも、足りない。

　満たされたい。

　ユージーン様と繋がりたいという気持ちが膨らむ。彼の下半身に目をやると、嬉しいことに興奮してくれているのがわかった。

　そっと布の上から形をなぞって、懇願する。

「ユージーン様……繋がりたいです」

「ダリアッ」

　切羽詰まった声で名前を呼ばれて、私の脳内はピンクに染まる。

　ユージーン様が、かすれた声のイケボで私の名前を！

　死ぬ！

　天にも昇る気持ちで死ぬ！

　素早く衣服を取り去ったユージーン様が大きくそそり立った肉棒を私の秘所に当てる。

　横に伸びた貞操帯は本来の役目を忘れ、その侵入を許そうとしていた。

　タラタラと流れ出した私の蜜を纏いながら入り口を広げてそれは進んでくる。

「ああっ……」

　しかし、いよいよという時、ユージーン様の腰の動きが止まった。

「ん？」

「ダリア……非常に辛い」

「え？」

「私も限界で、このままだと辛いが……これ以上は貞操帯に阻まれて入らないようだ」

　色気爆発のユージーン様を見ると額から汗がタラリと落ちた。

　ほ、宝石！

　滴る汗も宝石！

　んぎゃ、そ、そんなこと思っている場合じゃない。

　仕方ないのでミチミチに詰まっていたそれを抜いてもらう。

　貞操帯を柔らかく広げても途中までしか入らないのって大きすぎない!?

　それ、貞操帯がなくなったとしても入るの!?

　ちょっとした恐怖と驚きに性欲がパチンとはじけた気がした。しかし、見るとユージーン様の辛そうな顔。

　そりゃ、いよいよ入る！　って思ったのに入らなかったら死にたくなるよね！

「ハア、ハア、ハアッ」

　体を持ち上げて、私は辛そうにするユージーン様の入り損ねた肉棒を口に含んだ。

　ちゃぷ。

「ダ、ダリアッ」

「ふひひふぁひてひひんふぇすふふぉ（口に出していいんですよ）」

　ここ数日で手慣れた私は頬を膨らませながら、頭を動かして刺激を与えた。

　もうね、この瞬間の主導権握ったような高揚感といったら堪らない。

　ああ、私の推しユージーン様が。

　私の口で気持ちよくなって顔を赤らめているなんて！

　ジュ、ジュッと吸いあげながら舌を動かして、切なそうな顔を拝む。

　こんな色っぽい顔は私しか拝めないと思うと、もう大興奮だった。

「で、でるっ」

「ぐふうっ」

　う、ちょっと、量がっ！

　間が空いていたからかなっ！

「ゲホ、ゴホ、ゴホ……」

「ダ、ダリア！　大丈夫か？」

「ケホッ……気持ち、よかったですか？」

「も、もちろん」

　そう言って私の口にタオルを当てるユージーン様。飲んでみたい気もするのだけど、出せっていうのだから……。

　舌の上からタラリと唾液と混じってタオルに精子を吐き出す。

　視線を感じて見上げると今にも湯気が出そうなくらい真っ赤な顔をしたユージーン様の顔が見えた。

　眼福。ごちそうさまです。

　この切羽詰まったような顔、頂きました。心のスケッチブックに書き込み完了です。

「いつの間にこんなにエロく……」

「ユージーン様がそうさせたのですよ？」

「ぐっ」

　心外なことを言うユージーン様に抗議するとまた体を押し倒された。

「ダリアは物足りないだろう？」

　耳元でささやかれて私はそれでイキそうになった。

　い、イケボで殺される……ああっ！

「んんーっ」

　そして激しい口づけが始まると、緩く掴まれた胸をやわやわと揉まれる。

　時折指の間で乳首をはさまれると、ビクビクと腰を揺らして今度こそ絶頂に達してしまう。

「ああ、くっ、絶対に貞操帯を取って、お前と結ばれるからなっ！」

「はああうううんっ」

　蜜が溢れてぐしょぐしょになった私の中に太い指が潜り込む。

　肉壁をこすられて気持ちがいい……。

　これより太いものが入ったら、私どうなっちゃうんだろう……。

　あんな凶悪な太さのものが入って子種を撒かれたら……ああっ！

　ズチャズチャと中で指が暴れ出すと私は何度も背中を反らした。

　復活したユージーン様の肉棒をまた口に収めたり、手で諌めたり……。

　くすぶる気持ちを二人でごまかしながら、何度も何度も絶頂を味わった。

　けれど……。

「挿入いれたい……。もう限界だ。ダリア……」

　切なく唱えるユージーン様に応えたい。

「私も、ユージーン様と繋がりたいです」

　それ以上は伸びそうにないベルトを恨めしそうに見るユージーン様。いや、ユージーン様の持ち物が大きいことも原因である。

　私たちは、なんとか諌め合って夜を明かした。




　次の朝、花を買ってから郊外にある両親の墓に向かった。

　道中今までと違ったのはユージーン様との距離だった。

　ぴったりとくっついて、私たち手まで繋いでしまっているんですよ。

　あの高潔で清楚な魔法騎士様がですよ！　ラブラブ私と手を繋ぐなんて信じられないですよね！　はあ！　昇天！

　ちょっと意識が飛んでしまったけれど無事に着いたお墓に花を供えた。

「思っていたより綺麗ですね」

　お葬式から一度も訪れていなかったのに、両親の墓は綺麗だった。まさかあのガリオがお世話しているとは思えない。

「母が定期的に来ているんだ」

「カディア様が……もしかして、定期的にある婦人会の旅行って……」

　ここに来るにはアンダルトから二日は馬車を使わないといけない距離だ。デニス様が亡くなってからも、婦人会の旅行だけは出かけるのでおかしいと思っていたのだ。

　じわり、と胸があたたかくなる。私のことも両親のことも大切にしてくださるなんて本当になんていい人なのだろう。

「私は幸せ者ですね」

　私は両親に話しかけるように墓石に手を置いた。

　──お父様、お母様、今まで来られなくてごめんなさい。私はとても良くしてもらって幸せに暮らしています。憧れていたユージーン様と貞操帯が取れたら結婚しようと思います。喜んで、くれますよね？

　当然問いかけに応えてくれるわけはない。

　けれど今まで思い出さないようにしていたお棺の中の変わり果てた最期の顔ではなく、笑っている時の両親の顔が浮かんできた。

　隣を見るとユージーン様も目を瞑って頭を下げていた。

「あなた方に代わって必ず、ダリアを幸せにします」

　力強い言葉が聞こえてきて、嬉しくて涙が浮かんだ。

　立ち上がって寄り添うと、自然に腰に逞しい手が回って支えてくれる。

　愛してくれた両親に恥じないように。

　前を向いて、生きていきたい。

　愛しくて堪らないこの人と。




　両親に挨拶を終えると私とユージーン様はメロウ様の捜索に戻った。

　もう教会の鐘の音が鳴ろうが、思い出につぶされることはない。

　宿に戻って恥ずかしい思いをしながらスカートを上げるとユージーン様が私の貞操帯にテジさんの魔法薬をかけた。大体の方角にある建物を地図でチェックしてみる。

「この方向には花街がありますね」

　花街とは、まあ、男の人が性的に遊ぶ場所なのだが、そんなところにどうして。

「身を隠すには丁度良かったのかもしれないな。しかしよりにもよって……私が一人で行ってくるからダリアはここで待っていてくれ」

「いけません、ユージーン様。メロウ様が移動すれば、私がいないと位置がわからないじゃないですか。確実に捕まえるために連れて行ってください」

　天地がひっくり返って花街で危険な目にあったとしても私の貞操の危機だけはない。頑丈な貞操帯がばっちりついているからさ！　ユージーン様が側にいてそんなことは起きないだろうけれど。

「仕方ないな。そばを離れてはいけない」

「はい！」

　元気に返事をしてぎゅっと腕をつかむとユージーン様はまんざらでもない顔になった。

「妻になるのですから、う、腕を組んでもいいですよね？」

　念のために聞くとユージーン様が私の顔を覗き込んだ。

　ちゅっ……。

「むぐ」

　思いがけず軽く唇が重なる。キスされたのだと脳に伝達されるまでに少々時間がかかると、顔が火を噴いたように熱くなった。

「な、なななな」

「妻になるんだから、いいのだろう？」

　言葉を返したユージーン様がニコリとほほ笑む。

　こ、小悪魔！　私を惑わす悪魔が！

　でもこんな悪魔なら魂を捧げてもいい！

　腰砕けになった私だが、気合で持ち直して出発する。近くにいるなら好都合だ。

　必ず二人を捕まえて貞操帯を外すためにメロウ様の血をもらわないと。

　私とユージーン様はすぐに花街へと向かった。









七章　聖騎士の誇りをかけて











「さて、この中のどこにいるのか。ダリア、あそこに行こう」

　花街に着くと、昼間だからか閑散としていた。ユージーン様は手を引くと路地裏へと私を連れて行った。

「貞操帯を見せてくれ」

「あ、はい」

　言われてすぐにスカートをまくり上げる。色の確認だとわかっていても恥ずかしい。

　ユージーン様がベルトのどの方向がより濃いか確かめていると向こうからオジサンが現れた。

「ユ、ユージーン様！　ひ、ひ、人！　人が来ました！」

　私はそう言ってスカートを慌てて下ろした。オジサンはへらへらと笑いながら私たちを見ていた。

「おーおー、姉ちゃん、昼間からこんなところで咥えこんでるのか？」

「あ、あっちに行って！」

　思わず言い返すとオジサンの顔が歪む。

「あ？　見ねえ顔だな。お前こそ、こんなところで勝手に商売していいと思ってんのか？　ん、可愛い顔をしてるじゃないか。流れ者ならうちで働かせてやってもいいぞ」

「は、働かせって……」

　どうやら男は花街の経営側の人間のようで私を鋭い目線で値踏みしていた。

「色男の兄ちゃん、金があるならこんなところで素人女を相手してないで、そこの娼館にこないか？　最近入った金髪美人が天国に連れてってくれるぞ」

　その言葉で私とユージーン様は顔を見合わせた。

「金髪は好みだが、私は淫乱そうなのは好まない」

「いやいや、金髪で薄赤い宝石のような瞳の女だが、そりゃあもう見た目は儚くて清楚な感じだぞ。きっと兄ちゃんが気に入るに違いない」

　男はユージーン様の身なりを見て太客だと思ったのか強く誘い始める。

「この娘も連れて行ってもいいか？」

「三人でする気かい？　兄ちゃんも好きものだね。おい、そっちのお前、その気があるなら仕込んでやるからついてこい」

　なにか勘違いした男は私が同行してもかまわないようだ。私を商売女だと思っている男にユージーン様が内心怒り狂っているのが肌で伝わってきた。

「ユージーン様、ここは穏便に行きましょう。メロウ様を捕まえるのが先です」

　不満そうなユージーン様をなんとかなだめて男について行くと特別いい部屋だという部屋に連れていかれた。

　ちゃっかり前払いだとお金を払わせて、男は一旦部屋から消えて行った。

「言っていた容姿はばっちりでしたが、メロウ様が来るでしょうか。さすがにこんなところで働いてはいませんよね……シュルツ伯爵令嬢なのですよ？」

「しかし、貞操帯の色は深紅。近くにいるのは確かだ。色好きのメロウには天職かもしれないしな」

　しばらくして待っているとコンコン、とドアが叩かれた。

「お客様、メルシーと申します」

　聞き覚えのある声だ。

　顔が見られないようにフードを深くかぶってドアを開け、やってきた彼女を引き入れる。そこに現れたのは少しふっくらとした、メロウ様だった。

「お客様？　ご希望は三人でのプレイだと……え？」

　ユージーン様を見たメロウ様はすぐに踵を返して逃げようとした。しかし、ドアは閉められていて私が立っている。窓はユージーン様の後ろだ。

　この状況に逃げられないと悟ったのかハア、とため息をついたメロウ様はベッドにドカリと座った。ふくよかになった分だけ迫力が増して儚いイメージが追いやられていた。

　か、貫禄がでてる……。

「私に何か言うことはないのか？　金品を盗み、ブルレイと逃げたのだからな、メロウ」

　ちらりとユージーン様を見たメロウ様はもう猫をかぶる必要がないと思ったのか、見たことのないようなふてくされた顔をしていた。

「新妻に貞操帯を付けて魔獣退治に出る変態旦那に愛想が尽きたのよ」

　装着してみて、少しメロウ様の気持ちもわかる私は黙って見ていた。

「君との婚姻は解消した。シュルツ伯爵家も納得済みだ」

「じゃあ、あなたとはもう夫婦ではないのね。せいせいするわ」

「ハア……反省もしないのだな。それで、君をこんなところで働かせて、ブルレイはどうしたんだ」

「……彼は病気なの。ここにきてからすぐに流行り病にかかってしまったのよ。ここからすぐのところで寝込んでいるわ」

　ブルレイが病気になってメロウ様が働いていたのか。でも……。

「どうしてこの街に？」

「彼が……ブルレイが婚約者のダリアは故郷には絶対にこないだろうって。お墓参りにも行けないくらい、両親の話をすると過呼吸を起こすから」

　その話を聞いてズキン、と胸が痛んだ。やはりブルレイはわざとここに来たのだ。

　婚約者だったのだ。それなりの情はあった。けれどブルレイは簡単に私を身代わりにして、その生い立ちを利用するようなまねができたのだ。

「とりあえず、ブルレイのところまで案内しなさい」

「……わかったわ」

　しぶしぶメロウ様が立ち上がり、逃げないようにユージーン様がすぐ後ろに立った。

　ドアを出て階段を降りるとさっきの男が驚いてこちらに向かってきた。

「おいおい、どうして部屋を出てきたんだ、金はもらっているんだぞ？」

　咎めるように言う男にメロウ様は顔を歪めた。

「これは、間男と私の財産を持って逃げた元妻だ。引き受けるというなら賠償金をたっぷり払ってもらうぞ」

「え」

　ユージーン様の迫力に押されて真っ青になった男はタジタジと後ろに下がって、それ以上メロウ様にかかわろうとはしなかった。あっさりと身を引くあたり、訳アリには慣れているのだろう。

　男の横を通り過ぎた私たちは、そのままブルレイのところまで案内された。

　娼館から十五分程度の場所の一軒家に着くと、ブルレイは奥の部屋で寝込んでいた。

　見つけたら、どんなに罵ってやろうかと思っていたのに、弱り切ったブルレイに私はなにも言えなかった。

　ブルレイの目にユージーン様が映ると彼はおんおんと泣き出した。

「申し訳……ございません。ゴボッ……申し訳ございません」

　粗い息の間に謝罪を続けるブルレイの顔は真っ青だった。

「私の妻と駈け落ちして盗みを働き、逃げた罪は大きいぞ」

「はい」

　ひとまずブルレイが動けないと確認したユージーン様は、メロウ様に手を出すように言った。

「メロウ、お前の血が欲しい。さ、こちらに手を出せ」

「ああ……その子につけた貞操帯を外そうってのね。プレゼントは気に入ってくれたかしら。ハハハ。私につけた拷問具が、愛する女についちゃっているんだから笑っちゃうわよね」

　私はその言葉に驚いてメロウ様を眺めた。それはユージーン様も同じようだった。

「なあに？　私とブルレイは被害者よ。あなたたちが愛し合っていることに気づいていないとでも？　お義母様も、城の連中も、誰もがあなたたちが結婚すればよかったって口をそろえていたわ……。誰のおかげで王都への道がつながると思ってるのか！」

「気づいていたのか？」

「気づかないバカがいるの？　私を一番に愛さない男なんて今までいなかったわ。なのに、こんな女に負けるなんて！」

　こんな女と言われてメロウ様に睨まれた。こんなに恐ろしい顔ができる人だったのか。今まで見てきたメロウ様が幻のように思えた。

「私の心がダリアに向いていたから悔しくてこんなことをしたと？」

　ユージーン様が静かに問いかける。メロウ様は憎らし気にユージーン様を睨んだ。

「そうよ。面白みのない変態と結婚までしてやったのに、ありえない！」

「王都の恋人と手を切ったと私に思わせておいて、ほとぼりが冷めたら関係を戻そうと思っていただろう？　すでに愛人たちに送った手紙は確保している。確かに私は愛のない結婚をした。しかし君が私を裏切ったのは嫉妬からではないはずだ」

「ぐ……」

「全ての男が君の虜にならないと気に入らないのか」

「ちょ、ちょっと待ってください。嘘だよね？　メロウは俺のことだけを愛しているって……。互いに被害者だって、だからユージーン様を裏切って、盗みまでして一緒に」

　話を聞いてベッドのブルレイが声を上げた。どうやらメロウ様はブルレイにそう言ってそそのかしたのだろう。

「ブルレイ、お前がどう聞いているのかは知らないが、メロウと王都にいる八人の愛人とは手が切れていない。お前は城から逃げ出すための手段のひとつでしかない」

「はっ八人……!?　まさか、そんなの、正気じゃないだろ。それにこうして病気の俺を支えてここにいるんだから……」

「それは資金をブルレイが握っているからだろう。お前がメロウに金をすべて渡してしまうようなバカでなくてよかった」

　心当たりがあるのかブルレイはメロウ様を見て黙った。

「それじゃあ、メロウ様が娼館で働いていたのは王都へ戻る資金のためですか？」

　思わず聞くとブルレイの肩が震えた。

「娼館で……働く？　どうして、メロウ。お金は渡していたじゃないか」

「あんなはした金でどうしろっていうのよ！」

「嘘だろ！　手軽に男を漁って稼いでたっていうのか!?　……ゴ、ゴホゴホゴホ」

　カッとなったブルレイが咳き込んだ。流行り病と言うが、顔色が悪い。言い争いになりそうになったところでユージーン様が声を上げた。

「黙りなさい！　とにかくメロウに血をもらいたい」

　その迫力に二人は黙った。

　ユージーン様は貞操帯のカギを出し、側のテーブルの上に置いた。そして指を少し切るために彼が小刀を抜くと、大人しくメロウ様が指を出した。

　小刀が指に着く瞬間、思いがけずメロウ様が動いた。予想外の動きに思わずユージーン様が小刀を後ろに引いた。

「こんなもの！」

「あっ……」

　カギをテーブルからひったくったメロウ様がそれを窓の外に放り投げた。慌てて窓の外を見るとどうやら下の用水路に落ちてしまったようだった。

「なにをするっ！」

「あーら、残念ね。これでダリアは一生誰とも結婚できないわね」

　勝ち誇ったように笑うメロウ様。ユージーン様のこめかみに浮いた血管は今にもキレそうだった。

「君には心底失望した」

「なっ……！　い、痛いいっ！」

　シュン、と風起きる音が聞こえた。ユージーン様が小刀を振り下ろすとスパリと手の甲が切れてメロウ様の血が飛び散った。

「……傷は浅い。ダリア、手当てをしてやれ」

　痛い、痛いと大声をあげるメロウ様に近づくと手当をするふりをして私はその血をハンカチにしみこませた。ユージーン様の言った意味はこれで合っていると思う。

　カギが見つからなくても、血があれば貞操帯が外れるようにテジさんがしてくれている。

　血を止める軟膏を塗って応急処置をする間、メロウ様は私を見てニヤニヤ。心底楽しそうだった。

「早くカギを探しに行きなさいよ。ほらほら、ここの用水路は海に繋がっているのよ？　そう簡単に見つかるかしら」

　それを聞いてハア、とため息をつきながらユージーン様はメロウ様を後ろ手に縛った。

「カギは必ず見つける。しかし、その間に逃げようなんて考えは浅はかすぎる」

　冷静な判断ができるユージーン様にしびれる。

　一つも動じなかったユージーン様を見てメロウ様が悔しそうに顔を歪めた。

　その時、街の中心から規則的な鐘の音が聞こえてきた。

　カンカンカンカン……。

　カンカンカンカン……。

「あれは……」

「街に魔獣が出たらしい」

　その特別な音を聞いてユージーン様は剣を手に取った。




　──いつ何時も、その鐘の音を聞けば魔法騎士は現場に駆け付けなければならない。

　──それは人を脅かす魔獣が出てきたことを知らしめる音なのだから。




「ダリア、すまないがここは頼む」

　しっかりと二人を縛り、動けないようにしたユージーン様は剣を携えて魔獣退治に部屋を出た。

　緊急事態なのだから仕方がない。私は残された二人を見張っていることにした。先ほどからメロウ様は黙っているので、ユージーン様がいない今、どうにか逃げられないかと考えを巡らせているようだ。

　しかし残念ながら、きっともう早馬が近くの魔法騎士団に向かい、間もなく応援を寄越してくれるだろう。

　規模が大きくないことを願うばかりだ。

　私はソワソワと窓の外を眺めた。そんな私に声をかけてきたのはブルレイだった。

「なあ……ダリア、俺だって魔法騎士の端くれだ。こんなことをしてしまったが、ユージーン様の手助けがしたい。もしかして、ポーションを持っていないか？　あれを飲めばこんな病気はすぐに治る」

　ブルレイの言葉にドキリとする。

　魔法騎士団の中でもブルレイは期待されている腕前だった。単独で向かったユージーン様のことを考えると、ブルレイの助太刀はきっと力になるだろう。しかし、ユージーン様を裏切り、城のものを盗んだブルレイを信用できるだろうか。

　戦況はわからない。

　もしポーションを与えて逃げたら？　可能性がないとはいえない。

　判断が難しい。

「ゴホ、ゴホ、ゴホ……」

「ねえ、ダリア、ブルレイの病気なんだけど、なかなか治らないのよ。ポーションがあるるなら、使ってあげてほしい」

　そこでメロウ様も声を上げて、ゴホゴホとブルレイの咳が部屋に響いた。

　カンカンカンカン……。

　カンカンカンカン……。

　また鐘の音が鳴る。

「ダリア、魔獣が増えたみたいだ。団長が回復ポーションを持ち歩かないはずはないんだ。お願いだ。まだ俺にも魔法騎士の誇りはある」

　ブルレイの言葉に気持ちが揺らぐ。ブルレイが回復して縄を外せば、私では太刀打ちできるはずもない。

「だったらどうして自分たちでポーションを買わなかったの？　盗んだお金でそのくらいの財力はあったはずよ」

「そんなこと言っても、ここは田舎なんだ。質のいい回復ポーションなんて手に入らないよ。なあ、ダリア。俺は本当にお前のことが好きだった。婚約したらさすがに俺の方を見てくれるって思っていたのに、お前はずっとユージーン様が最優先だった」

「今する話じゃないでしょう」

「俺の気持ちも知ってほしい。こんなことになったけど、でも、これって俺だけのせいか？　俺のことを大事にしなかったダリアにも責任があるんじゃないか？」

「責任？　それはおかしな話だわ。私はあなたも、あなたのご両親も大切にしていたわ。主君を裏切る真似をして、あなたのご両親もただで済むと思っているの？　アンダルトの領地では生活できなくなるでしょうね。考えなしのあなたに吐き気がする」

「両親は関係ないじゃないか」

「本気で言っているなら、頭の悪い人だわ」

「くそっ」

「ねえ、それよりもカギを探しに行った方がいいんじゃなくて？　ダリアの貞操帯が取れなくなってしまうわよ？」

　今度はメロウ様がそんなことを言い出す。

　とにかく逃げようとする二人はあれこれ私に言ってくる。しかしブルレイもメロウ様も信じられそうにない。

　ここまで自分勝手な駈け落ちをして、見つかった時にどうなるかなんて考えなかったのだろうか。

　絶対に二人をこの部屋から出さない。私はそう心に誓っていた。

　けれどその固い決意は窓の外から聞こえる人々の声に大いに揺らいだ。

「魔獣が街の方にも入ったぞ！」

「キャーッ！」

「逃げろ！　逃げろ！」

　どうやら魔獣は街の方にも侵入してきたらしく、外が騒がしくなった。

　窓の外を窺いながらどうしようとオロオロしていると、とどめにブルレイが声を出した。

「ダリア、緊急事態だ。一人でも魔法騎士が増える方がいい。ここにいても魔獣に食い殺されるだけだ。街を壊滅に追い込むつもりか？」

　壊滅……。窓の外は逃げる人がせわしなく行き来していて、土煙でよく見えないような状態だった。

「あなたの魔法騎士の誇りを信じるわ」

　私は荷物の中から回復ポーションを探し当てて、ブルレイに飲ませた。性欲を抑える薬も忘れず出すと、心得ているのか黙ってそれも一緒に飲んでいた。

　外から聞こえる悲鳴が増える。

　手の縄を小刀で切ると、ブルレイが自分の体の調子を確認した。

　私はブルレイの魔法騎士の剣はどこにあるのかと部屋の中を見渡した。

「ブルレイ、あなたの剣は？」

　聞くとブルレイは首を回しているところだった。

「ハア……最高級のポーションは良く効くな。さすが騎士団長だ」

　ベッドから下りたブルレイはすっかり病気から回復しているようだった。いつも使ってくれていたポーションは最高級だったらしい。

「早く魔獣を……」

　私が言うとブルレイはそこにあった小刀を手に取った。

「剣はとっくに質に入れた。俺はもう魔法騎士に戻ることはない」

「え？」

　ヒュッと音がしたと思ったら私はドレスの前面を小刀で切られていた。

　ヒラヒラと布切れになったそれは私の足元へゆっくりと落ちて行った。

「ハッ、いい格好だな、ダリア……」

　ドレスの前身を切られて下着が露出した私を見て声を上げたのはメロウ様だった。

「あは、あはははっ！　いい姿ね！　その醜い貞操帯がお似合いだわ」

「ブ、ブルレイ……なにをするの。あなたの騎士精神はどうしたの!?」

　ハアハアと荒い息をしだしたブルレイに違和感がある。コツン、と音がして床を見ると、薬が二粒足元を転がっていった。

　まさか、薬を飲まなかったの？

「倦怠感に苦しむ薬なんて飲むわけないだろっ、バカめっ」

　ブルレイがせせら笑う。顔が赤く、興奮していることが見て取れた。

　後ずさりしてブルレイと距離を取る。緊迫した空気の中、メロウ様だけが楽しそうに声を上げていた。

「そのすました女を抱いてやりなさいよ。気持ちいいこと好きでしょ？　ほんと、私はこういう女が一番嫌い。涼しい顔でなんでも出来て、努力しろって強要してくる」

「そうだ……ハア、ハア。いつだってお前は『ユージーン様のように頑張って』なんて俺に言うんだ……ハア、ハア。でもなぁ、どんなに頑張ったって、どうにもならないことがあるんだよ」

「ほらほら、ダリアの初めての男になってやりなさいよ。ユージーン様より先に、ね？」

「ハア、ハア……団長より先？　あの団長の愛する女の初めてか」

「ブルレイ、私がカギを探してきてあげる。私の血をつけたら、カギは開くわよ？　そうしたらダリアを思う存分抱けるわね」

　チラリとメロウ様を見たブルレイは、その言葉でメロウ様の縄をすべて切ってしまった。

　メロウ様はすぐに部屋を出て行く。

「……なにも、越えられない。やっと、ダリアと結婚することで団長に近づけるって思ったのに、婚約してもお前は変わらなかった」

「もしかして、ユージーン様に対抗するために私に近づいたの？」

「一つくらいあの人を見返せるものがあったっていいだろう？　ダリアとの婚約が決まったって報告した時の団長の顔……。ハア、ハア……今でも忘れられない。そりゃそうだよな、長年好きだった女を俺に取られちゃったんだから」

　思い出したのかブルレイはうっとりした表情をした。

　ブルレイは優越感を得るために私に言い寄ったのだ。

「こないでっ！」

　伸ばしてきた手を払うとブルレイは激高した。

「手に入れたかと思えば、お前は毎日毎日『ユージーン様』だ。キス一つさせやしない。そのうち団長は王都の美しい女と結婚してしまった」

　外からは人々の混乱した声が聞えていた。

　ブルレイにその声は聞こえていない。もう、本当に彼は魔法騎士ではなくなってしまったのだ。

「だから今度はメロウ様を奪ってやろうと思った。剣では勝てなくても……」

　聞いていた私は悲しくなった。せっかく苦労して、鍛錬して魔法騎士になったのに、彼にもうその誇りはないのだ……。

　魔獣と戦ってくれる魔法騎士として尊敬していたのに。

「どこで間違えちゃったの？　ブルレイ……魔法騎士に憧れて頑張ってきたんだよね？　そんなあなたを見て結婚を決めたのに」

「うるさい！　うるさい！　お前になにがわかる！」

「きゃあっ」

　ブルレイは興奮したまま私にのしかかってきた。そのまま、すでに切られてしまっていた服はびりびりと裂かれてしまう。

　そして、私の下半身についた貞操帯を見ると狂ったように笑った。

「アハハッ、綺麗にメロウから移動したもんだ。こんなものをつけるなんて頭の狂った男だろう？」

「頭が狂っているのはあなたよ、ブルレイ」

「なにをっ！」

「やっ」

　片足を取られて床に転がされる。覆いかぶさってきたブルレイの股間に私は一撃を入れた。

「ぎゃあああああああっ！」

　回復ポーションの副作用で存在を主張していたブルレイのそこを狙うのは簡単なことだった。悶絶するブルレイ。折れてしまったらいいのに！

　ブルレイが床でのたうち回っている間に、シーツを体に巻き付けて部屋を出て逃げる。

　自分の判断の甘さに泣けてくる。

　変な格好だったけれど、逃げ惑う街の人の目には止まらなかった。すでにメロウ様の姿はどこにもない。カギなんて探すつもりは初めからなかったのだろう。

　私もどこかに逃げなくては……。

　人の流れに沿って移動していると後ろからシーツを掴まれた。

「見つけたぞ……ハアハア……」

　後ろを見ると掴んでいるのはブルレイだった。こんなに早く見つかるとは思わなかった。だてに騎士団員だったわけじゃない。

「きゃあっ」

　私をシーツごと抱えたブルレイは逃げる人の波に逆らい、その辺の宿に入った。

「とんでもない女だ」

　そう言って私をベッドに転がすブルレイ。

　こんな非常事態にお前は何をする気だ！

　暴れる私の手をぐるぐると縛り付けて頭の上に固定したブルレイは、蹴り上げた足も広げたままの状態でベッドに縛り付けてしまった。

　ベッドに貼り付けられた私はこれ以上何もできない。叫んだところで外の喧騒にかき消されるだけだろう。

「離して！　離してよ！」

「うるさい女だ、性欲処理くらいは役に立てよ！」

　そう言ってブルレイは私の口に布を押し込んだ。

　こいつ、絶対ゆるさない。怒りで頭が割れそうだったが、私になにもできないことは変わりがなかった。

　自分の下半身を露わにしてブルレイがスカートをびりびりと破き始める。

　悔しい！　いきり立ったブルレイの愚息をもう一度ひねりつぶしてやりたい。

「ああ、くそっ、これがあったか。メロウ……くそっ！」

　しかし出てきた貞操帯にブルレイが舌打ちする。いつもは邪魔だった貞操帯が今私を守っていた。

　なんとか貞操帯を外そうと四苦八苦するブルレイ。しかしメロウ様の時にどうやっても取れなかったことを思い出したのか何やら考え込んでいた。

　よ、横から入れようなんて思わないよね。見た感じユージーン様よりコンパクトだからワンチャン入っちゃったらどうしよう……。

　しかし予想とは違い、ブルレイは私の体の上に乗り上げてきて、胸の谷間にブツを置いた。

　は？　え？

「メロウは挟んでしてくれた」

　挟む？　え？

　メロウ様の豊満な胸……しかし残念ながら私の胸はそれを挟むほどの質量はない。

　こ、擦られても、む、無理だから。激しく嫌だ。

「ん、んんーっ」

　やめろ、置くなっ！　胸を寄せようとするな！

「……これはこれでありか」

　な、なんか屈辱的な言葉がきたーっ！

　ブルレイが腰を動かして、最低な行為におよぼうとしたとき、部屋の扉が蹴破られた。

　バリ、バリバリバリバリ！

　外から入ってきたのはデビルウルフだった。その名の通り悪魔が作ったような紫色の体をした恐ろしい魔獣だ。

「グルグルグル……」

「ぎゃあっ」

　一瞬のことだった。私に乗り上げていたブルレイが消えたかと思ったら、ベッドの下から魔獣の声が聞えた。

「むむぐぐぐっ」

　目を動かして部屋を窺うと後ろからさらにもう二体デビルウルフが入ってきていた。

　だめだ、これは死ぬ……。

　裸で貞操帯つけられてベッドに張り付けられて死ぬ私って……。

　死んでも死にきれない！

　うう、どうせなら骨も残さず綺麗に食べつくすように！　お残しは許さない！

「ぎゃあああっ、やめろっ、やめろおおおおっ」

　無防備な状態で食らいつかれたブルレイの叫ぶ声は聞こえるけれど、ベッドの下までは見えなかった。

　二体のデビルウルフが私の方へ向かってくる。

　ああ、せめてユージーン様と結ばれてから死にたかったと目を瞑ったとき、カチャ、とわずかに金属の音が耳に届いた。

　シュバッ……。

　次に聞こえたのは風を切るような音だった。

「キャイン」

　犬のような情けない声が部屋に響くとビュッと魔獣の血が天井にまで跳ねた。

　ボト、ボト、と遅れてデビルウルフの首が床に転がった。

「ダリア！」

　そうして現れたのはユージーン様だった。そのまま彼は切れ味のいい剣で私を縛っていた紐を切ってくれた。

「魔獣が街の方へ向かったので来てみれば、ブルレイがいた家がもぬけの殻で肝が冷えた。見つかってよかったが、なにがあったんだ」

　私の口に詰められた布を取り出すと、すぐに体をシーツでくるんでくれた。とっさに視線をやった私を見てユージーン様がベッドの下を覗いた。

　そこには白目をむいて泡をふくブルレイがいた。

「ここにいたのか……」

「ユ、ユージーンさまああああっ」

　恐怖と助かった安心とユージーン様の現れっぷりのかっこよさに涙腺が崩壊した私は、涙をこぼしながらユージーン様にしがみついた。

「よしよし、ダリア、怖かったな。お前を見張りに残してすまなかった」

「でも、魔獣がまだ外に……」

「先ほど近郊にいた魔法騎士団の応援が着いた。大きい魔獣は私が処分したから、しばらくしたら収束するだろう」

　その言葉にホッと胸をなでおろすと私はことのあらましを説明した。ユージーン様は魔獣の毒を魔法で中和しながらそれを聞いてくれた。

「……なるほど、な。魔法騎士は辞めたと言ったのか。人は短時間でこれほどまでに落ちるところまで落ちるのだな」

　その言葉になにも言えなかった。私が知るブルレイは人を裏切って女を襲うような人物には思えなかった。

　ブルレイのご両親はブルレイがどんなに魔法騎士に憧れて頑張ったか、目を輝かせて私に話してくれたのに。

　骨折と偽って職務を放棄して、城の金品を盗んで主君の妻と駈け落ち……。果ては大切な剣を売り払い、人を騙して女を襲う、なんて……。

「どうして、こんな」

「ダリアには言うつもりはなかったのだが、メロウが城に来てからブルレイは賭博場にも頻繁に顔を出していたそうだ。上流階級の危ない遊びに染まってあちこちで借金もしていたよ。時々羽目を外すことはあったが素直で頼りになる男だと思っていたが、いつの間にか人の道を踏み外していたようだ」

「……メロウ様は逃げたのでしょうか」

「おそらく。カギなど探す気は初めからなかっただろう」

「ダリア、メロウの血は……」

「ここに、持っています。忌々しいと思っていた貞操帯ですが、私を守ってくれました」

　私はびりびりに破かれたドレスのポケットからメロウ様の血が付いたハンカチを取り出した。

　これを失くさなかったことはとても幸運だった。

「血があればカギはいらないと知られてなくてよかった」

「メロウ様がカギを投げてくれてよかったのかもしれませんね」

　知られていれば簡単に貞操帯が外れて、今頃私はブルレイに犯されていただろう。

　緊張しながら私はハンカチを貞操帯につける。

　メロウ様の血で反応したのか、カチリ、と音がして、貞操帯は私の体からあっけなく外れた。

「ユージーン様……外れました」

「ああ」

「外れましたああああっつ！」

「ああ！」

　私たちは歓喜して抱き合い、そのことを喜び合った。

「でもよく私がここにいるとわかりましたね……助かりましたけど」

　ブルレイとメロウ様を見張っていたのは彼らの家だったのに、たまたま連れ込まれた宿にいるのがよくわかったものだ。

「多分……ダリアのご両親の声だった」

「え？」

「娘を助けてくれ、と声がしたんだ」

　それが、偶然だったのかどうなのかはわからない。外は混乱していたし、誰かが叫んでいてもおかしくなかったからだ。

　けれど、私が助かったことは間違いなく、私は素直に両親がユージーン様を呼んでくれたのだと思って感謝した。

　街に出た魔獣もひとまず討伐し終わって、ユージーン様は他の魔法騎士団員に後を任せて私の元へ戻ってきた。

　ブルレイは失神したまま、とりあえずは魔法騎士団員が連れて行ってくれた。

「さあ、ダリア。アンダルトに帰ろう。お前の居場所はあそこだ」

　私は大きく頷いた。

　いつになくキラキラと輝いて見えるユージーン様は、私の推しでありヒーローだ。




　ああ、貞操帯がないとなんて解放感なんだろう！

　宿に戻って私はびりびりに破かれてしまったドレスを着替えた。

「あれ……」

　解放感……はそうなんだけど、この場合マズい解放感がある。

　ここのところずっと貞操帯をつけていて忘れていたことがあった。

　そう。ショーツの存在だ。

　いつ貞操帯が取れるかわからないのに、私は下着の用意を忘れていたのだ。

　したがって、この解放感は貞操帯が取れただけのスースー加減ではない。

　……はやく下着を手に入れないとずっとノーパンで移動することになってしまう。残念なことに魔獣が襲ったせいで街の商店はすべて閉まっていた。

　仕方ないので次の街に着くまでそのままで我慢することにした。

「もう足の付け根は痛くないだろう。速度を上げるから馬に跨るように座りなさい」

　なにも知らないユージーン様は早く戻りたいのかそんなことを言い出した。

「ゆ、ゆっくり帰ってもいいではないですか？」

　私がそう答えるとユージーン様がジッと私を見てから耳元で呟いた。

「ダリアが母の結婚の許しがないと最後までしないと言ったんだろう？　早く戻ろう」

「わ」

　色気のある声で言われて危うく馬から落ちそうになった。実は貞操帯が取れたと喜んだ後、『では』と自然に私を抱こうとするユージーン様を止めてしまった。

　いや、だって、貞操帯取れました！　じゃ、エッチだね！

　みたいなノリになるなんて思わないじゃない。ユージーン様だよ？　堅物で、奥手で有名な、真面目が服着ているようなお手本の魔法騎士様だよ？

　それに、お世話になったカディア様にはちゃんと話を通すのが筋だと思う。

　今まで結婚を勧めてくれていたカディア様に勘違いしていたとはいえ、がっかりさせてきてしまったのだ。

「横座りだと危ない。ダリア？」

「あの……」

「どうした」

「その、なにも……」

「ん？」

「スカートの下はなにも身につけていないのです！」

　この時のユージーン様のポカーン顔はたぶん、後世にも語り継がれてもいいほどにレアだったと思う。

　そうして、どうしたかというと……。

「それでは出発するぞ」

「はい」

　結局下着は借りることになったのだ。

　誰にって？　そりゃ後ろに座っているユージーン様にですよ！

　まさか、ユージーン様の下着を借りることになるなんて夢にも思わなかった……。

　どうしよう……推しのパンツ履いてる。

　ああっ。ああああっ！

　多分、私は明日、死んじゃうんじゃないかな。うん……。

　速度を上げた馬はソワソワとしながら感激する私を乗せてアンダルトの城を目指した。









八章　取り戻したもの











　行きと違って驚異のスピードでアンダルトの城に戻ってきた私とユージーン様は、真っ先に結婚することをカディア様に報告した。

「これを見てくれ。あのクソババアがこんなものを作ってダリアに私と異母兄妹だと信じ込ませていたんだ」

「ええっ！　まさか、それでダリアはあなたとの結婚を拒んでしまっていたの？」

　そしてユージーン様が早々に私の勘違いをバラしてしまった。アメリア様からもらったペンダントがとんださらしものになってしまった気がする。

「勘違いをしてしまって申し訳ありません」

「まあ、ここまで手が込んでいたらねぇ……。お義母様はきっと本気でそう思っていたんだろうし。お義父様が浮気性だったから、息子もそうだって思ったのかしら」

「え、そうだったんですか？」

「そうよ。ずっと私に意地悪していたお義母様だけど、その苦労だけは同情したわ。デニスの異母兄弟を作ることはなかったようだけどね」

「最期の方、ババアは時々ボケていたから、夫と顔がそっくりの自分の息子と重ねていたんじゃないか？」

「そうかもしれないわね……ユージーン、あなたのお婆様をババアなんて呼んではいけませんよ」

　ユージーン様は数々の祖母の意地の悪さを見てきたようで、その言葉にはそっぽを向いた。それだけ許せないようだ。

「なんにせよ、誤解が解けて、ダリアがユージーンと結婚してくれるならこんなに嬉しいことはないわ」

「ありがとうございます、カディア様」

「ダリア……私はあなたにずっと『お母様』と呼ばれたかったの。あなたがこの城に来てからずっと。あなたのご両親は私にとっても親友だったのよ」

　カディア様がそう言って私を抱きしめてくれた。

「あなたはレスターとホリーの宝物だった。素晴らしいご両親だったわ。挨拶はできた？　きっと喜んでいたに違いないわ」

「はい、お墓参りに行って、肖像画を持って帰りました。あの、カディア様がお墓参りしてくださっていると聞きました。ありがとうございます」

「……バレちゃったのね。時々、あなたのことを報告していたのよ」

　その言葉に感情が溢れて、私はカディア様に抱き着いた。

「お、お母様と呼ばせてください」

「ええ。ダリア。本当の娘になってくれる決心をしてくれてありがとう」

　デニス様、カディア様、そして、ユージーン様。辛い記憶から逃げていた私をずっと見守ってくださったのだと思うと涙が止まらなかった。

　取り戻したのは辛い記憶ばかりじゃなかった。愛された温かい記憶。

　私はなんて幸せ者なのだろうか。




　そうして私は幼いころの記憶を取り戻し始めた。記憶を取り戻して改めてアンダルトの城を歩くと、今まで気づかなかったことも見えてくる。

「私、ここへ来るたびに幸せな気分になれたんです。ユージーン様が整えてくださっていたんですね」

　城の離れたところにある小さな庭園。そこは私が育ったローレンス家の庭にそっくりだった。本物の庭は、草が生い茂っていたので見る影もなかったけれど……。

「父と母がダリアの家の庭を思い出して庭師に作らせたのを私が引き継いだんだ」

　小さな池の縁に咲いていた白いダリアの花。シロツメクサも記憶の通りだ。

　きっと、私が寂しくならないように、この庭を作ってくださったのだ。

　私が元気になれたのはアンダルト家のみな様のおかげだ。

　庭で私はアンダルト家の人たちが避暑にくるのを毎年ソワソワして待ち望んだものだった。

　優しいデニス様にカディア様……お兄様と慕った大好きなユージーン様。

　何度、自分からプロポーズしたことやら……。

　なにも知らない子どもって怖い……未来の伯爵様に当たり前のように毎回……。それを忘れていたなんて、あ、穴があったら入りたい。

「この池の淵でダリアがしていたことを思い出したか？」

「う」

　振り返るとユージーン様が楽しそうに笑っていた。

　私は黙ってシロツメクサを編むと簡単な指輪を作った。その間、ユージーン様はニヤニヤとこちらを眺めていた。

「お兄様、大好きです。私と結婚してください」

　だいたいはこの場所でプロポーズをしていた。私はせっせと指輪を編んでユージーン様に求愛したものだ。

　それを見て両親たちが笑って後ろで囃し立てる。父だけがちょっと不機嫌な顔だったけれど……。

「私が騎士になったら、ダリアを迎えに来よう」

　そう答えたユージーン様が昔の姿と重なった。

　彼は約束通り騎士になって私が結婚できる年になるのを待ってくれていたのだ。それなのに、勘違いした私はブルレイの求愛を受け入れてしまった。それも、ユージーン様への当てつけと知らずに。

「回り道してしまってごめんなさい。でも、誰よりも愛しています」

「わかっている、ダリア。ずっと、昔から」

　幼いころの私の想いが今の私と重なって、胸を弾ませる。

　心臓の音がうるさく、この人が大好きだと、この人しかいないのだと告げる。

　推し活だけでこの気持ちが収まるわけがなかったのだ。

　こんなにも全身全霊で大好きなのだから。

「ん……」

　シロツメクサの指輪をしたユージーン様が私に口づけをくれる。こんなにも私をドキドキさせて、幸せにしてくれる人はいない。

「さて、本物の指輪を用意しないとな。国一番のいいものを作ろう」

「えっ！　ダメ、ダメです。指輪は落ち着いたら作りましょう。今アンダルト家は財政を立て直しているところなんですよ！　道路工事も終わったところです。節約！　節約しないと！」

「ちょっとまて。まさか結婚式もしないつもりじゃないだろうな」

「再婚なんですから、しなくていいですよね？」

「ダリアは初婚じゃないか！　とりあえず籍はすぐ入れるが、結婚式は必ずするからな。そうでないとダリアのご両親に顔向けできない」

「……たしかに両親は私の花嫁姿を期待していましたが」

「そうだろう？　式をしないなんてことになったら、きっと化けてこられる」

「化けてきてくれるなら……それでもいいですけどね」

「え？」

「いえ、なんでもないです。結婚式は失くした資産の半分が戻ってからにしましょう。それまでは節約生活ですからね」

「はあ。わかった。しかし、子作りは先にするからな」

「わっ」

　簡単に膝裏をすくいあげられて私はユージーン様の首にしがみついた。

　もう、大好きで、大好きで仕方がない。

　ハア……、もっとクンクン匂っていいかな。

「寝室はあっちですよ？」

　ユージーン様に自室の方へ向かうのを指摘すると真顔になったユージーン様と目があう。

「メロウが使っていた部屋は縁起が悪い」

「シーツを変えてしまえば私は気にしませんよ？」

「お前はブルレイとメロウが情事しただろうベッドで寝れるのか？」

「………すみません、無理です」

「夫婦の寝室は新しく作ろう」

　それには節約、とはさすがに言えなかった。

　私を抱えたままユージーン様が扉を開ける。

　メロウ様とは寝室を別にしていた、と聞いていたのは本当のようで、自室のベッドは使われていた形跡がある。

　そこに私を下ろしたユージーン様はもう自分のシャツを脱ぎ始めていた。

　やだ、もう。男の色気が溢れてる。

　腹筋、素晴らしい体が！

「貞操帯がないというのはいいものだ」

　下着に手を入れてきたユージーン様が面白そうに言う。

「あればっかりはユージーン様に強請られても二度とつけたくありません」

「ダリア相手にそんなことはしない。……しかし思い出してちょっと興奮するくらいはいいだろう。真面目なダリアが貞操帯を付けられて、快楽を欲して悶えていたのはそそる」

「ユージーン様の下着を借りるような女でもそそりますか？」

「ははっ、アレはあれで……ありかもな」

「ひうっ」

　くいっと太い指が入ってくる。もう隔てるものがないので中を刺激されながら、敏感な粒も同時に擦られてしまう。

「ひゃっ、あああ、ああんっ」

「ずっと、じらされていた私の身にもなってくれ。せっかく貞操帯が取れても母の許可がないとダメだと言われてオアズケだ……」

「やあ、あああっ」

「今まで我慢していたのだから、しばらくは諦めて付き合ってくれ」

　あっという間にショーツは足から抜かれ、指が二本に増える。

　今日はちゃんとエロかわいい下着を用意していたので安心して見せられる。

　はあ、気持ちがいい……。

　もうね、ユージーン様にいやらしいことをされているというだけで、何度でもイケる自信がある。

「ダリア、一度イった方がいい」

　肉壁を指でかき回されて、ジュプジュプと粘着質な音がする。愛液はユージーン様を受け入れるために絶え間なく溢れてくる。

「あああうんっ、はああっ」

　同時に胸の先をカリ、と齧られて絶頂に達して、クタリと体の力が抜けた。

「ダリア……少し大きいかもしれないが、頑張ってくれ」

「太くても、長くても、硬くても、逞しくても……ユージーン様なら受け入れます」

「……ちょっとニュアンスが違う気もするが、繋がるぞ」

　ヌルヌルとヒダで愛液を絡ませたユージーン様は、剛直を私の入り口に当てる。少しずつ、それは押し進んできた。

　う……思っていたより、お、おっきい……。

　メリメリと入ってきて、まるで体が引き裂かれるようだった。

　でも、これで、ユージーン様と一つになれるなんて、幸せすぎる。

　フウフウと息を吐きながら、ユージーン様を受け入れて、ようやくすべてを収めることができた。

「ダリア、全部入ったぞ。辛いか？」

「いいえ、幸せです。でも……しばらくこのままで慣らしてもらえますか」

「そうだな、なんとか入ったが、きつくて動けそうにない。気を紛らわせるのはどうだ」

「んっ」

　ユージーン様が私の胸に手を伸ばして、乳首を刺激する。コリコリと触れられると少し落ち着いていた体の熱が戻ってくる。私の様子が変わったことに気が付いたのか、今度は口で含んで舌で刺激し始めた。

「ダリア……どうだ？」

「ふう……ん、ん……ユージーン様」

「そうだ、今お前を抱いているのは私だ」

「ふああんっ」

　イケボが子宮に響く！

　ダメ、あああっビジュアルでもうダメ……。

　ユージーン様が色気全開で私の体をむ、貪るように……。

　これが、興奮できないわけがないいいいっ。

「少し、緩んだか……ダリア、動くぞ」

「ふううんっ」

　ユージーン様が腰を揺らすと視界が揺れた。ドン、と奥を突かれて体がしなる。

　私は手を伸ばしてキスをせがむ。ユージーン様の首にしがみつくと繋がったまま舌を絡ませた。たっぷりとキスを堪能すると、体を起こしたユージーン様が私の両足をつかんで腰を揺らした。

　グチャッ、グチャッと結合部から音が鳴る。

「ああっ、ああああっ！　いいっ、きもち、いいっ」

　滑りが良くなってくると圧迫感よりも、肉壁をこすり上げられる快感が勝ってくる。

　奥を突かれ、中をこすられて、気が狂いそうに気持ちが良かった。

　何よりも必死になって快感を得ているユージーン様の姿に、愛おしさが爆発してしまう。

　ああ、いい！

　かっこいいし、色っぽいし！

　飛び散る汗が！　堪らない！

「好き、好き、好きいいっ……！」

　思いのたけが爆発して私はイってしまう。

　怖い、自分が自分でなくなる。ああ、もうユージーン様に身も心も、何もかも捧げてしまう！

「……ダリア、大丈夫だ、捧げられても悪いようにはしないから」

「あれ……私、また心の声を口に出してました？」

　快感で朦朧とする私に、ユージーン様が頷いた。

「悪いがもう少し、付き合ってくれっ」

「ひゃああああんっ」

　ガツン、と収まった肉棒は肉壁を刺激しながらギリギリのところまで出るとまた戻ってくる。

　なにこれ、やだ、どんどん深いところを刺激されてしまう。

「ハア、ハア、ハア……イクぞ」

　ぬるい汗がご褒美のように落ちてきて、ユージーン様の色気に当てられる。

　眼福、眼福、眼福……！

　しかし、そんな余裕などすぐになくなる。

「ああ、ああああつ！　ひゃあんっ」

　打ち付けられる腰が速くなると目から星が飛び散る。パンパンと激しい音が耳を犯し、私の中でユージーン様が暴れまくる。

「ダリア、出すぞ」

「だ、だして……、だしてぇえええっ」

「はああっ」

　腰をぐっと押し付けられると中で熱がはじける。

　私の中に憧れのユージーン様の子種が！

　やばいっ、感動しちゃう！

「ん、むんんう」

　ユージーン様の子種を受け取るという偉業に震えているとさらにキスを施される。

　人生の幸福が一気に今押し寄せている。

　ヤバい、私の人生が終わってしまう……。

「……ダリア、こんなことで人生が終わると困る」

「あれ、また口に出していましたか？」

「たしかに、今、とても幸せだがな」

　フフフ、と笑ってユージーン様がまたキスをしてくれる。

　私も嬉しくなってちゅ、ちゅっと何度もキスをした。

「少し、繋がったままでいるか」

　離れるのを名残惜しく思っているとそんな提案をされて、ぴたりとしっとりと汗ばんだ肌にくっついた。

　色欲に溺れる人がいたとしても……今は笑える気がしなかった。




　その後、魔法騎士の称号を正式にはく奪されたブルレイは王都の牢獄に入れられた。ブルレイは私の故郷にしばらく潜伏した後、ほとぼりが冷めたらメロウ様と王都に行く予定にしていたようで、思わぬ形で王都に行くことになってしまった。

　彼の両親は息子が起こした不祥事を詫びて領地を去った。最後まで頭を下げていた彼らを思い出すと胸が痛かった。ブルレイは親不孝者だ。

「はー。収まるところに収まってよかったわねぇ。大体あんたの推し活は向こうからも愛情矢印がきていたんだから、私がしている活動とは違っているのよ」

　結婚の報告をすると推し活仲間のセラにダメ出しを食らってしまった。彼女はユージーン様が私を特別扱いしていると知っていたらしい。

「結婚してからも一緒に推し活してくれるよね？」

「旦那の推し活って、ありなの？　……って、今までも同じようなものか。もう、そんな目で見ないでよ。私たちは親友でしょ。あんたが若奥様になったって、侍女としてべったりくっついて推し活してやるんだから」

「うん！　セラ……こんどクリストファー様も交えてダブルデートしようってユージーン様に約束取り付けたから」

「え？　ちょっ……」

「ダブルデート。日にち空けておいてね」

「は、はあああああっ!?」

「セ、セラ!?　わああああっ」

　しっかり者のセラがその後、地に足がつかなくなるくらい浮ついたのは言うまでもなかった。









九章　幸せな結婚











「そういえばメロウ様はまだ行方知れずなのですか？」

「もうあの女のことなどどうでもいいが、見つかっていないと不安だな。またどこかの娼館で働いているんじゃないか？　そちらの方が性に合っていたのかもしれないからな」

「娼館が性に合ってるって……その、メロウ様ってそんなにすごいんですか？」

「人より性欲が多いことは確かだな」

「八人の恋人とうまくやっていたんですものね。一日一人としても一週間だと一人あぶれてしまいます」

「そう考えるとそうだな」

「彼女にとって貞操帯は相当ひどい拷問だったでしょうね」

「反省はしているが後悔はしていない。私もアンダルトの血統を守らなければならない立場だったからな」

　アンダルトの城から金目のものが盗まれたが、その大半は近くの山小屋で見つかり回収することが出来た。

　しかし、現金や宝石はすでに取り返すことのできないものも多かったために財政は非常に危うい。領地の危機的状況に、ユージーン様は魔法騎士団を少しの間お休みしてアンダルトの城に戻ってきていた。

　──危機的……といってもいざという時の隠し財産がまだあるようで。余裕がなくなった、くらいでとどまってはいる。しかしこの際、手が回らず放ってある果樹園などは思い切って手放すことにした。

「この土地は……見たこともない土地はすべて売るか」

「投げやりにならないでください。まだ確認していただきたい資料はこちらにあるのですから」

「ハア……勘弁してくれ、ダリア。日が暮れる」

　積み上げたファイルにユージーン様のめったにない泣き言が聞けた。うん、尊い。

「少し休憩いたしましょう」

　ポットにお湯を注いでいるとにゅっとユージーン様の腕が伸びてくる。

「ダリアを膝に置く方が癒されると思うのだが」

「なんですか、それ。かっこいいのに可愛いとかやめてくださいね。心臓に悪いです」

「時々ダリアがなにを言っているのかわからない」

「危ないですよ」

「ダリアがポットを離せばいい」

「もう……」

　ポットを机に置くとそのまま引き寄せられて膝に乗せられる。

　ちゅっと一度キスをすると止まらなくなってしまう。

　執務室でイチャイチャしているとトントンと扉が叩かれて、私はあわててユージーン様の膝から飛びのいた。

「まるで猫のように素早いな」

　クスクス笑うユージーン様を尻目に私はドアを開けて対応した。

「旦那様にお客様がお見えになっております」

「客？　そんな約束はしていないが、名前は？」

「それが、魔法使いのテジ様と聞いております」

　その名前を聞いて驚いて、ユージーン様と顔を見合わせた。




「貞操帯が取れたか気になってさ」

　イエローストーンからまっすぐこちらに向かってきてくれたというテジさんは、覆うフードに砂埃がついている。あの砂漠を渡ってきてくれたかと思えば感動すらしてしまう。

「お気遣い嬉しいです。無事にメロウ様の血液で取ることが出来ました」

「そうか、よかった。それでできれば貞操帯を研究してみたいから俺に戻してくれないかな」

「ん？」

「ん？」

　言われて私とユージーン様の頭の中は真っ白になった。

　だって、あれ？　外れた貞操帯ってどうなったっけ？

「ユージーン様、貞操帯をどうしたか覚えていますか？」

「うーん、取れたことに喜んだ覚えはあるが、貞操帯をどうしたかは覚えていない」

「ごめんなさい、テジさん」

「いや……じゃあ、カギは？」

「カギはメロウ様が窓から投げ捨ててしまって……」

「な、なかなかハードなことになってたんだな。そうか、残念だったけれど、取れた貞操帯を二人は見ていないんだよね」

　ユージーン様と顔を再び見合わせる。あの時とにかく取れたことを喜んで、後のことはなにも気にしていなかった。

　そこへまた執務室の扉が叩かれる。

「旦那様……来訪者が」

　扉を開けて対応すると、先ほどよりも困惑した執事が立っていた。

「いま、すでに客人を迎えている。待ってもらうか……どうした？」

「それが……メロウ様が来られているのです」

　その意外な人物の名前に、ガタリ、とその場にいた全員が席を立った。

　早速屋敷に招き入れたメロウ様の表情は暗くて、かつての輝くような美貌は影を潜めていた。

「あれ？　華奢で儚い感じの美人だって聞いていたのに、ふてぶてしくて性格悪そうな顔してんな」

　誰もが思っていても口にしなかったことをバッサリと言いのけるテジさん。思わぬ先制攻撃にメロウ様がギギギ、と睨みを利かせた。

「自分のしたことを悔いてここにきた様子ではないな」

　そんなメロウ様を見てユージーン様がため息をついた。ハッとしたメロウ様は深々と頭を下げた。

「いいえ、いいえ！　駆け落ちしたことも、ダリアに貞操帯を押し付けたことも深く反省しております！」

　その言葉に私は驚いた。あんな醜悪なことをした人が反省したなんて言葉を口から出すなんて、思いもよらなかったからだ。ユージーン様も隣で驚きのあまり言葉を失っていた。

　しかし、テジさんだけはその姿をにやにやと見ていた。

「メロウ様はどうしてもここに来ないといけない理由があったんだろ？」

　テジさんの言葉にメロウ様が下を見たまま肩をびくりと揺らした。

「どういうことだ、テジ。何か知っているのか？」

「いやさ。俺、貞操帯は外されても持ち主に戻るって魔法をかけていたんだよね。だから、カギがなくてもダリアちゃんの貞操帯はメロウ様の血で外すことが出来たわけ」

「で、では、もしかして」

「二人とも外した貞操帯を見ていないんだよね。で、ここに大罪を犯したのにノコノコ現れなくてはならなかったメロウ様がいる。答えは一つだよね？」

「今、貞操帯はメロウ様のところへ戻ってしまったってことですか？」

　私が答えるとうつむいたままのメロウ様がブルブルと震えていた。

「距離が離れていればメロウ様に戻ることはなかったんだけど、そこまで遠くへ行ってなかったんだね。カギを捨てるなんてバカな真似をしなければ今頃外せていたのに」

　畳みかけるようにテジさんが言うと悔しそうにメロウ様が叫んだ。

「……そうよ、忌々しい貞操帯が戻ってきたの。カギは探しても見つからないし、ユージーン様に頼るしかなかったのよ！」

　自分でカギを投げてしまったメロウ様の後悔は計り知れない。自業自得とはこのことか。

「こんなことをしでかしておいて、私に頼りに来るなんて、あきれて言葉もでないな」

　ユージーン様が額に手を当てるとテジさんがメロウ様に語り掛けた。

「ところで、その貞操帯をつくった天才魔法使いは俺なんだよ」

　バッと顔を上げるメロウ様の顔は期待にあふれる。

「で、でしたら！」

「でも、カギは一本しか作ってないし、アレがないと開けられないんだよなぁ」

「そ、そんな……。もう、ずっと探してもみつからないのよ。無理よ……」

　ボロボロと涙をこぼして泣き出したメロウ様。相当頑張って探したのか白魚のようだった指先が荒れていた。同情はしないけど、貞操帯をつけての生活がどんなに苦痛なのかはわかる。

「とにかく、ここに現れてくれたのだから、盗人として騎士団に引き渡そう」

　容赦なく言い渡すユージーン様にもうメロウ様は絶望しかないようだった。

「それでもいいから、貞操帯をとってください……」

　床に手を突いたメロウ様が震えながら懇願した時、テジさんがとんでもないことを言い出した。

「ねえ、ユージーン、騎士団に突き出すのはやめて、俺に貞操帯のついたメロウ様をくれないかな？」

「え？」

「俺、お金は有り余るほど持ってるから、メロウ様をくれたら盗んだお金も倍にして払うよ」

「テジ……なにを」

　美しい男に自分が欲しいといわれたメロウ様は顔を上げてポカンとしていた。しかも多額の賠償金を払ってくれるというのだ。

「なんなら結婚しようよ。メロウ様はどうする？　いくら俺が平民でも、罪人になった娘をシュルツ伯爵家が庇うことは出来ないだろう。俺は貞操帯の研究ができるし、メロウ様は牢屋に入ることもない。万々歳だろ？」

　メロウ様には好条件の提案。財政難だったアンダルト家としてもお金が倍になって戻ってくるというのはおいしい話だった。

「……メロウがいいというなら好きにしたらいい」

　呆れた顔でユージーン様が言うと、目を輝かせたメロウ様が立ち上がって嬉しそうにテジさんにすり寄った。

「平民となんて考えたことはないけれど、いいわ、あなたと結婚してあげる！」

「そう。では確認のために、貞操帯を見せてくれる？」

　明るい顔になったメロウ様は私たちがいるにも関わらず、ためらいもなくスカートを上げて貞操帯をテジさんに見せた。

　うわ。改めてみるとなんとも卑猥な姿である。それをテジさんはじっくりと確認した後スカートを戻した。

「うんうん、間違いなく俺が作った貞操帯だ」

「では……！」

「契約書にさっそくサインをしてくれる？」

　どこから持ち出したのか、テジさんがいろいろ書かれた紙を差し出すと、ろくに読まないまま血判をついてメロウ様がサインをした。

　用紙が輝いて契約が済まされると満足そうにそれをテジさんが服の中にしまった。

「テジ、本当によかったのか？」

　心配したユージーン様が問いかけるとテジさんは顔を赤らめて興奮しながら答えた。

「ああ、今日ユージーンを訪ねてよかったよ！　大収穫さ。貞操帯は手元にもどってくるし……俺、根性ひん曲がった性悪女の心をギッタンギッタンに折るのが大好きなんだ。ハア、ハア……それに、この醜くたるんだ体……。いいね、いいよう！　元の美貌に戻してから……ふふ、ふふふふふ」

　テジさんの豹変ぶりに私はドン引き。メロウ様の顎も外れそうだった。ユージーン様は付き合いが長いので知っているのか呆れた顔のままだった。

「メロウ……きっと王都の牢獄の方がマシだったと思うだろうが、まあ、頑張れ」

　ねぎらいの言葉をかけられたメロウ様は混乱したままテジさんに連れられて行く。

　城門まで見送って、二人の姿が小さくなるころに私はユージーン様に聞いてみた。

「牢獄の方がマシだなんて脅しですよね？」

　てっきりユージーン様が温情を出してテジさんにメロウ様を引き渡したのだと思ったのだが、帰ってきた答えは想像と違った。

「魔法使いとの契約書に確かめもせずに血判を押すなど、愚の骨頂だ。ダリアはテジをどう思う？」

「え、テジさん？……親切で、外見も女性と見間違うほどきれいな人です」

「前にもテジは選り好みが激しくて人付き合いが嫌いだと言ったが、魔法学校でも平民だというだけで、メロウのような上流貴族にいじめられていてな……」

「え？」

「何度も私が止めて惨事にはならなかったが、陰湿な相手には同等……いや、それ以上の仕返しがあった。テジは相手に罪悪感を持たずにいろいろ出来て楽しいからもっと虐めてくれないかな、と言っていたことすらある」

「それじゃ、メロウ様は……」

「人の形に残せてもらえればいいが……」

「ひ、ひいいいいっ」

　恐ろしい話を聞いて私は血の気が引いたのだった。




　それからしばらくして、テジさんから大金が送られてきた。彼は早々にメロウ様のご実家に行って、賠償金を肩代わりする代わりに結婚を取り付けたらしい。

　普通ならいくらお金を積んでも平民との結婚なんて許されるものではないが、メロウ様は離婚歴に犯罪歴もある。

　お先真っ暗なところにテジさんが現れたのだから、きっとメロウ様のご両親にとったら救世主に見えたに違いない。

「テジのおかげでアンダルト家の財政難は去ったな。これでダリアが渋っていた結婚式ができる」

　帳簿とにらめっこしていた私にユージーン様の声が届いた。

　お金が戻ってくるとユージーン様はすぐに私との結婚式を一年後に決めてしまった。

「本当に盗まれたお金を倍にして戻してくださいましたね。テジさんはとんでもないお金持ちです」

「普段はイエローロックに引きこもっているが、テジは手広く商売をしているようだ。王家とも魔道具の取引があると聞いたことがある。しかし、これで私たちの結婚式ができる」

「急ぐ必要はなかったと思うのですが」

「一年後でも遅いと思うのに、準備が要ると言うからこれでも譲歩したんだぞ。私はもう待たされるのはこりごりだ」

　正直、ユージーン様がこんなに結婚に対して積極的になるとは驚きだった。籍はすぐに入れてしまったし、二回目だというのに結婚式もしたいと言い出すものだから。

　そんなに私と結婚したかったということなのだろうか。

　可愛すぎる。

　かっこいいのに、可愛すぎるううううううっ。

　毎日が身悶える日々……こんな素敵な旦那様との生活なんて私の体もつかな。

「ダリア、私のことを可愛いというのはやめなさい」

「え、口に出してましたか……すみません」

　またうっかり心の声を出してしまったようだ。

「しかし、式は早い方がいいと思うのだがな」

「……まだ言ってる」

「今日の執務は終わりだ。そろそろ新しい夫婦の寝室の寝心地を試しにいかないか？」

「それは……いいですね」

　ようやく今日夫婦の部屋に改装していた部屋が整って、新品のベッドが運び込まれた。

　そこはもともとデニス様とカディア様が使っていた部屋で、カディア様が譲ってくださったのだ。

　うんうん、今度は縁起は悪くない。

　さっそく真新しい部屋に入ると、自分のために揃えられた家具たちにじわじわと幸せな気分になった。

「あれ、ドレッサーが……頼んだ覚えはないのですが」

「それは母からのプレゼントだそうだ」

　目の前にはピカピカのドレッサーがあった。隣にきたユージーン様が椅子を引いてくれたので、私はそこに座った。ちょっと贅沢だから、持っていたものを使って、新しいものは落ち付いたら考えようかと思っていた。

　わ、ちょっと感動して声が出ない。

「引き出しも見てみるといい。いろいろと揃えてくれているみたいだから」

　そこには櫛や髪留め、立派な宝石がついたアクセサリーも揃えられていた。

「こんなに……」

「ダリアの花嫁道具だそうだ」

「嬉しいです」

　私のために揃えられた道具にほっこりしてしまう。後でたくさんお礼を言おう。

「それと……」

　ユージーン様が私の左手をとって薬指に指輪をつけた。

「え!?」

「式は一年後だが、私の妻だとわかるように。さあ、私にもはめてくれ」

　そう言われてそろいの指輪を渡される。

　こんなものまで用意しているなんて……イケメンすぎる。

　ユージーン様の大きな指にはめると、互いの指輪がキラキラして見えた。

「夫婦という実感がわきますね」

「こんなに嬉しいものだとは思わなかったな」

　指輪をはめたユージーン様の手が私の左手に重なる。その温もりにドキドキしながら自然に唇を寄せた。

「ん……」

　唇の柔らかさを確かめるとすぐに舌を絡ませる。キスをしながらユージーン様は私を抱き上げてベッドに運んだ。

「ベッドのマットの具合も確かめないとな」

　私に覆いかぶさってきたユージーン様はもうすでにドレスのボタンを外しにかかっていた。私も負けじとユージーン様のシャツのボタンを外す。

「んふうっ」

　胸をつかまれて下着がずらされると、もうその先端は彼の口の中に引き込まれていた。舌で転がされて、可愛がられると、硬くなっていくのが自分でもわかった。

「可愛い……私のダリア」

「ユージーン様……」

「ずっと、私のものだ」

　ああ、もう、可愛い。独占欲とか！

　ぎゅっと抱きしめると、またキスをした。

　剣を握る大きな手は想像よりも器用に私の肌を探る。ユージーン様がどこに触れても気持ちがいい。

　ショーツが足から引き抜かれると足をまげて開かされる。十分に見分されてから、ツプリと指を入れられて、グ、と肉壁を刺激される。内ももを震わせて次の快感を期待すると子宮がキュウキュウとユージーン様の指を締め付けた。

「後ろから、してみようか」

　イケボでささやかれ、体を反転させる。四つん這いになったわたしにまたグイ、と指が入ってくる。

「ハア、ハア、ハア……」

　恥ずかしいところを大好きな人にさらけ出していると思うと、ますます興奮する。

　タラタラと愛液が内ももを伝うと、ようやくぐりぐりと熱い塊が押し当てられた。

「腰が揺れている」

「ふわああんっ」

　腰に手を置かれ一気に中を貫かれると衝撃に視界が揺れる。

　深……深いいぃっ。

　最奥をコツコツと刺激されると、なり振りかまわなくなるほど気持ちいい。

　激しく揺さぶられて、結合部からはジュブジュブと出し入れする音が鳴った。

　いやらしい音に耳が侵されているというのに、ユージーン様のイケボが私にとどめを刺す。

「ダリア……ハア……ダリア」

　切なく名前なんて呼ばれてしまえば、もう、もう……！

「ハア……好き……ユージーン様、すきぃっ」

　積年の思いを溢れさせながら、快楽に溺れる。

「出すぞ……」

「出してっ、だしてくださいっ、イ、イクっ」

「ぐうううっ」

　私の中で熱がはじけて、快感が体の中を突き抜ける。そのまま抱きしめられながらゆっくりと横に倒れこんだ。

　つながったまま耳元で荒い息遣いを聞くだけでも、また一人でイってしまいそうだった。

「い、今……イッたところで敏感なんです……困ります」

「ダリアの耳が可愛いのが悪い」

　唇が当たるだけでも私の体が震えるのがわかっているくせに、ユージーン様が耳をハムハムと咥えてくる。

「うううん、んーつ」

「ああ、食べてしまいたいな」

　さんざん食べてしまっているのに、そんなことを言う。

　勘弁してください……。あなたの色気でどうにかなりそうです。

「……それはこっちのセリフだ」

「あれっ、また口に出てました？」

「色気があって困っているのはこっちだ。こんなに私を誘惑するように育ってしまって、ほら、もう……」

「ふああああんっ」

　入ったままだった剛直がまた熱を持ち、硬くなる。

　こんなの、終わりが見えない……。

　でも、気持ちよすぎて、拒めないっ……。

「拒む必要なんてない」

「や、また、口に出してぇ……あああっ、ふああああんっつ」

　片足を持ち上げられて横から出し入れされてしまう。

　やだもう。快楽死する！　ああ、あああああっ！

　そうして私とユージーン様はベッドのマットの具合をこれでもかというほど確かめた。

　結果、なかなか良い寝心地だったと言っておこう。




　それから一年後……。

　私はユージーン様が式を急いだ理由が分かった気がした。

「若奥様！　そこに段差があるので気を付けてくださいよ！」

　無事に私の侍女を勝ち取ったというセラがお腹の大きな私の手を取って支えてくれた。

「まさか、妊婦になって結婚式を挙げるとは思っていませんでした」

「お腹の子もお披露目できると旦那様は大喜びですね」

　ユージーン様はお腹の大きな私に満足な様子だが、正直、私はこの体であちこち動くのは大変だ。

「まあまあ、ダリア、とても綺麗だわ」

「何度もドレスを調整してしまって申し訳ありません」

「そんなことは当たり前なんだから気にしなくていいのよ。お腹は日々大きくなるんですから」

　嬉しそうに私のお腹に手を置いて微笑むのはカディア様。この日のためのドレスはカディア様と相談して決めたドレスだ。ここだけの話、メロウ様のような贅沢なものではないが、世界で一つしかない素敵なドレスになって大満足だ。

　妊娠してしまったので何度もサイズを直さなければならなかったけれど、その都度カディア様が付き添ってくれた。一緒になって生まれてくる子を待ち遠しく思って大切にしてくれている。

「ダリア、仕度はすんだか？　式場まで運ぼうか？」

「抱き上げようとしないでください。危ないですから。ゆっくり行けば大丈夫です」

　こちらも過保護なユージーン様をいなして私は右手をユージーン様、左手をカディア様とつないで式場へ向かった。

　晴天に恵まれた城の中庭で結婚式は行われる。

　昨日から入念に飾り付けられた会場はどうやって集めたのか驚くくらいの白いダリアの花で埋め尽くされていた。

　中央にドン、と置かれた美しいウエディングケーキは、シシィが何度も試行錯誤して作ったもので、飾り付けはみんながあれこれ知恵を絞って食用の花で彩られていた。

　テジ様にも招待状を送ったが『さんざんアンダルト家に迷惑をかけたメロウの夫なんて縁起が悪いから』と、辞退してお祝いの魔法道具だけ届いた。あちらの夫婦がどうしているかは謎だけれど、知らない方がいいとユージーン様に言われた。

　再婚なこともあるし、私の親戚も来ないこともあって式といっても小さなパーティだ。

　けれど、テーブルの上にある私の両親の肖像画は幸せそうに日に当たり、一緒に城で過ごしている人々も心から祝福してくれた。

「団長！　おめでとうございます！」

　そこにアンダルト魔法騎士団が正装してやってきた。

　今日はみんなで祝いの剣の舞を見せてくれるらしい。隠れて練習してくれていたようで、その様子はセラが恋人のクリストファーから聞いてきて教えてくれた。そう、あの二人、実は付き合っている。私もいい仕事したよね！　今はセラと二人、夫の推し活動をせっせとしている。

「アンダルト騎士団長、奥様、お祝い申し上げます！」

　祝辞が述べられると隊列を整えた団員たちが、飾り用の剣を振って舞い始める。

　気の置ける仲間に祝われて、嬉しさがこみあがる。

　きっとこんなに幸せな結婚式を私は生涯忘れないだろう。

　踊り終わると息を切らし団員たちが私たちの周りにやってきて、口々に祝ってくれた。

「ダリア……ありがとう」

　ユージーン様が私を引き寄せて耳元でささやく。

　感謝しなければならないのは私の方なのに、感情が高ぶって言葉を返すことができなかった。

「旦那様が奥様を泣かせた！」

　誰かがそんなことを囃し立てて、ワイワイとユージーン様を責める。

　幸せでも涙が出るのだと思いながら、私はユージーン様に抱き着いた。

「これ以上ないほど幸せです」

　やっとのことでそう言うと、ユージーン様が頭のてっぺんにキスをしてくれた。

「あっ……」

　その時お腹の上に手を置いていたユージーン様が中から蹴り上げられて、短く声を上げた。どうやらお腹の中の子も幸せなんだと訴えているようだった。

「元気な子……」

「楽しみだ」

「そういえばテジさんのプレゼントは何でしょうね」

「テジが作った魔法道具なら、素晴らしいものだろう」

　みんなの目がワクワクとテジさんの贈ってくれた箱に集中した。

　そうだよね……天才魔法使いと呼ばれている人がわざわざ作ってくれたものだと聞いたら、知りたいよね、見たいよね？

　私はユージーン様と頷きあってから箱を二人で開けた。

「ん？」

「これは……」

「あ、手紙が付いています。なになに？　ご結婚おめでとう。俺の妻の才能を生かした逸品を祝いに贈ります。夫婦だけの時に……開けて……ください……？」

　ユージーン様が途中で気付いて慌てて中身を箱に戻したが、会場は沈黙に包まれた。

「……テジ……め」

　使用人たちは顔を背け、みんながみんな知らないふりをしてくれた。

　ユージーン様は真っ赤になりながら「マンネリ防止」とデカデカと書かれた大人のおもちゃを箱に戻した。

「なに？　なにが入っていたの？」

「ちょっと間違ったものが入っていたみたいだ」

「え、でも魔道具なんでしょ？」

「テジのいたずらだよ」

　突っ込んで聞いてくるカディア様をはぐらかすユージーン様。

　テジさんも、なにも結婚式に贈ってこなくてもよかったでしょうに。

「まあ、しかし、男性用の貞操帯じゃなくてよかったかもしれんな」

　アイツならやりかねないとユージーン様が耳元でそう囁くので声を上げて笑ってしまった。

　結婚しても素敵な旦那様は私の最推し。

　今日の結婚式の衣装は特にイケメン度を上げていて、私をノックダウンさせてしまう。

　はあ、素敵……。

　この尊い姿を目に焼き付けてしばらくは心の肥やしにさせてもらおう。

　そうして私の推し活はずっと続いていくのであった。








推しの妻と私の婚約者が駆け落ちしてしまったのですが、残ったのは貞操帯でした
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